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第 1 章　研究抄録関係

1 ．病院における研究（課題別研究費）

＜研究課題 1 ＞
　がん治療におけるインターベンショナル・ラジオロジーの応
用についての研究
　Clinical evaluation of interventional radiology in oncology

＜研究者氏名＞
　所　属　部　放射線診断・IVR部
　研究者氏名　稲葉吉隆
　共同研究者　村田慎一、佐藤洋造、山浦秀和、小野田　結、

加藤弥菜、長谷川貴章、金原佑樹、守永広征、
山口久志、今井勇伍

【目的】
　がん診療における新規抗悪性腫瘍薬の開発は目覚ましく、特
に分子標的治療薬の登場により、腫瘍病変の分子標的の探索が
治療方針決定に際して必要不可欠となってきている。そのため、
診断名の確定のためだけでなく、その都度の治療に際して遺伝
子病理診断も必要となり、そのための組織検体が要求される。
従来、検体採取のための生検は、初回治療前に患者の状態も比
較的良い時に実施されることが殆どであったが、上記のように
二次治療や三次治療以降の患者の状態が必ずしも良好とはいえ
ない状況での生検を行わざるを得なくなってきている。いかに
侵襲なく、かつ確実に生検を行うことができるかが課題となる
が、治療歴のある症例でのIVRによる再生検の実行性を後方視
的に検証した。

【方法】
　平成27年 1 月～12月に生検を実施した化学療法歴のある131
例を対象とした。症例の内訳は肺癌56例、悪性リンパ腫31例、
消化器癌17例、その他27例であった。生検法としては、CT透
視ガイドに生検針を穿刺し検体を採取したものが56例、超音波
ガイドで実施したものが75例であった。全例で18G半自動型生
検針を使用した。生検部位は、腫瘤形成が確認されたリンパ節
が42例、肺が40例、肝が26例、その他が23例であった。
　これら131例での生検手技の成功率、合併症の有無、生検検
体における診断能について調査した。

【結果】
　病理組織診断が可能な検体が採取できたのは131例中126例
で、96％の症例で診断が得られた。さらに、免疫染色や遺伝子
検査など詳細な検討を要した109例中108例（99％）で十分な検
体が得られていた。手技に伴う合併症は131例中 9 例で生じて
おり、発生率は 7 %であった。気胸が 6 例、血痰が 3 例であり、
すべて肺病変に対する手技であったが、追加処置の必要なもの
はなかった。

【考察】
　同時期に実施した化学療法歴のない183例に対する生検での、
病理組織診断可能率は94％（172/183）で、合併症発生率は
14％であり、処置を要するものも 4 例見られた。
　検体採取率や診断能は化学療法歴の有無により変わりはな
く、画像誘導下での生検では、画像的に穿刺可能な病変であれ
ば、治療歴や病態の変化には影響されないものであった。合併
症には差を認めたが、化学療法前は肺病変から、化学療法後は
リンパ節転移等の体表に近い病変を標的することが多かったた
めと考えられた。化学療法後の患者は、病態的に進行した状況
であるため、可能な限り安全な経路からの検体採取が求められ、
それには十分対応できており、再発・治療不応症例での生検の
実行性が確認された。

＜研究課題 2 ＞
　治療感受性と再発リスクによる乳癌術後補助療法の選択に関
する研究
　The selection of adjuvant therapy for breast cancer, based 
on the treatment sensitivity and the relapse risk

＜研究者氏名＞
　所　属　部　乳腺科部
　研究者氏名　岩田広治
　共同研究者　澤木正孝、服部正也、吉村章代、石黒淳子

【 1 年間の総括】
　この 1 年間で乳癌の術前後薬物療法に関して日常臨床を変え
るような新たな臨床試験の結果はほとんど報告されなかった。
1 ：術後内分泌療法
報告：閉経前乳癌に対してはTAMの 5 年投与、リスクの高い
方や年齢の若い方（40歳以下）にはLH-RHa+TAMの併用が標
準治療として定着し、カンファレンスでも議論になることは少
ない。 5 年から10年の長期投与についても、リンパ節転移陽性
など再発リスクの高い方へは積極的に長期投与を推奨している
状況である。閉経後乳癌に対してはAI剤の 5 年から10年投与
が標準治療であり、2016年のASCOでEBCTCGから40,000人を
超える長期再発リスクに関するメタ解析のデーターが報告され
た。術後 5 年間のホルモン療法では、その後20年までの間に
T 1 N 0 のような低リスクのグループでも20年で14%（年 1 %
の増加）の遠隔再発の危険性があることが示された。長期投与
による有害事象の増加とのリスクベネフィットバランスを考慮
した選択が必要である。
2 ：術後化学療法に関する研究
報告：“luminal B like 乳がん”と定義される乳がんにおける化
学療法の適応を判断するOncotypeDXの使用が徐々に増加して
きた。早期の保険承認が望まれる。High risk患者に対して術
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前化学療法を施行後non pCRであった方へのゼローダ投与が、
既に標準治療と位置付けられるにいたっている。今後の課題と
して、G-CSF併用によるdose-dense therapyを導入するかどう
かの検討が必要である。
3 ：術後分子標的治療に関する研究
報告：術後Trastuzumab 1 年投与後が標準治療であることに
変わりはない。併用する化学療法のレジメンは、再発リスクの
あまり高くない方には、weekly Paclitaxel+Trastuzumabレジ
メンが積極的に導入された。アドリアマイシンを省くことによ
る長期心毒性の回避が重要な観点である。
4 ：術前化学内分泌療法に関する研究
報告：閉経後ホルモン感受性乳癌では術前ホルモン療法の効果
で術後の抗がん剤の必要性を検証する第III相多施設共同比較
試験（NEOS study：PIは岩田）の登録が終了し、経過観察中
である。術前化学療法を施行する患者の選択も、概ね確立され
た感があり、手術前にpCRの判断が正確にできるかどうかが今
後の課題である。

＜研究課題名 3 ＞
　臨床検査における各種癌診断手法の改善、開発
　Investigation for methods of cancer diagnosis in clinical 
laboratories

＜研究者氏名＞
　所　属　部　臨床検査部
　研究代表者　谷田部 恭
　共同研究者　亀井慶子、尾関順子、長谷川かおり、柴田典子、

藤田奈央、村上裕美、野中綾子

【研究成果】
　臨床検査部では各部門別に、本年度に得られた成果および研
究経過を報告する。
　生化学部門では、アミラーゼ（AMY）と膵アミラーゼ

（P-AMY）、PIVKAⅡ の 測 定 試 薬 に 関 す る 検 討 を 行 っ た。
AMY、P-AMYについては、IFCCおよびJSCC勧告法と同一の
基質を成分とする試薬に変更するため、現行試薬との相関を
とった。相関は良好で、試薬を変更することとなった。測定試
料の反応性が勧告法に対する互換性を有することとなり、施設
間差の是正（標準化）もより確実となった。また、PIVKAⅡ
については、測定試薬を、同一メーカーが販売する改良試薬に
変更するため、現行試薬との相関をとった。相関は良好で試薬
を変更することとなった。現行試薬はポリクローナル抗体を使
用していたが、新試薬はモノクローナル抗体を使用しており、
特異度が上がり、より臨床症状に合致したものとなった。
　血液検査部門では、新規に自動凝固線溶測定装置が追加導入
されたことで時間外の凝固検査依頼に対応することができるよ
うになった。以前はAPTTの用手法のみであったが、PT、
APTT、フィブリノゲン、FDP、Dダイマーと時間外測定項目
を増やすことが可能となり、手術後や緊急時の凝固検査依頼に
迅速に対応することができ、臨床に大きく貢献できるように
なった。また凝固検査用の採血時に、検体過少で再採血を依頼

することが多々あるが、血液検査室から採血方法についてのア
ドバイスを発信することで、凝固検査用検体の再採血件数を減
らすことができた。
　生理検査部門では、乳癌の腫瘤内血流から超音波ドプラ法で
得られるPI（pulsatility index）、RI（resistance index）とリン
パ節転移との関連性について検討した。【対象と方法】2013年
から2015年に術前検査で超音波ドプラ法を行い、PIとRIが計
測可能であった浸潤性乳管癌（99例）を対象とした。腫瘤内に
入り込む血流にサンプルボリュームを置き、角度補正を行わず
自動トレース機能を使用しPIとRIを測定した。PI、およびRI
を数値順で10段階に分類し、リンパ節転移陽性率との関連性を
スピアマンの順位相関係数を求め検定した。【結果と考察】PI、
RIともに数値が高くなるとリンパ節転移陽性率が高くなる傾
向があり、 1 ％有意水準で関連性を認めた（PI：rs＝0.92、
RI：rs＝0.89）。乳癌の新生血管は間質を伴って増生し、弾性
に乏しく末梢血管抵抗が増大するため、PI、およびRIの数値
が高くなると考えられている。今回の検討で、新生血管の発達
がリンパ節転移に関与する因子のひとつである可能性が示唆さ
れた。
　病理検査室では、通常のHE染色に加え、癌の確定、補助診
断さらには治療薬選択に欠かせない免疫組織化学染色（IHC）
を行っている。今年度は肺癌の重要なドライバー遺伝子の一つ
であるROS 1 融合遺伝子を検出するIHC法について検討を行っ
た。融合遺伝子の検出方法には直接融合遺伝子を検出するRT-
PCR法とFISH法、NGS法などがあるが、費用、手間などの点
ですべての検体に実施することは実用的ではない。そこで簡便
な方法であるIHC法のスクリーニング法としての有用性および
染色性を現在稼働している 3 種の自動染色装置を使用して比較
検討した。その結果、Leica社の自動染色装置を用い、CST社
の抗ROS 1 （D 4 D 6 ）抗体を用いることにより、多数の検体
を同時にスクリーニング可能であることが判明した。この結果
を受け、肺癌症例に関して、遺伝子検査の依頼と同時にIHC法
にてROS 1 融合遺伝子のスクリーニングを実施している。
　細胞診検査部門では、体腔液における乳癌細胞の出現様式お
よびサブタイプとの関連について検討した。体腔液にはさまざ
まな腫瘍が浸潤するが、日常業務においては腫瘍細胞の出現様
式や核異型を指標に反応性中皮細胞との鑑別や原発巣の推定を
行っているのが現状である。対象とした乳癌はマリモ状の細胞
集塊を形成することが特徴とされるが、今回の検討ではマリモ
状集塊の出現頻度は約20％の症例にとどまり、多くは他臓器の
腺癌と同様に小乳頭状集塊を主体とした。またほとんど細胞集
塊を形成せず反応性中皮細胞との鑑別が問題となる孤立散在性
症例も25％を占め、さまざまな出現形態をとることが示された。
サブタイプとの関連においては、核異型が軽度なホルモンレセ
プター陽性のLuminal typeが約80%と最も多く、より注意深く
観察する必要があると考えられた。今回の検討結果を日常の細
胞診断業務に取り入れていく。
　細菌検査部門では、血流感染症の診断精度を高めるため、血
液培養の複数セット採取を推進した。血液培養を複数セット採
取する意義は、起因菌の検出感度の向上、皮膚常在菌による汚
染菌と起因菌の判断が容易になることが挙げられる。
　当センターの複数セット率を、血液培養検体の検体ラベルの
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発行時間が 3 時間までのものを 2 セットとし、血液培養 2 セッ
トの保険点数算定が適応となった2014年 4 月から2017年 7 月ま
で調査した。各診療科別に実施率の状況、検出菌の割合などの
提示も行った。
　多くの施設では 2 セット率は70％以上である中、当センター
では、約35％であった。そのため、2016年に 2 月に感染防止委
員会で各診療科に 2 セットの採取を依頼し、2016年度には47％
と改善した。さらに、2017年 5 月に実施率の低い診療科（病棟）
を中心に、血液培養の勉強会を開催するなど、実施率の向上に
取り組んだ。その結果、取り組み後の 2 セット率は、63％（2017
年 4 月～ 7 月）となっており、一定の成果を得た。引き続き、
血流感染症の精度向上に向けて血液培養の複数セット採取を推
進していく。
　遺伝子検査部門では主に分子標的薬の効果予測としての遺伝
子検査を行っており、その検査方法や、測定項目は年々変化し
ている。平成27年度に導入した次世代シーケンサでは、DNA
からは一度の測定で92の遺伝子変異について測定可能であり、
これまで解析できなかった領域の遺伝子変異も検査可能となっ
た。RNAからは83の遺伝子変異について測定でき、さらに
ALK, RET, ROS 1 のような融合遺伝子の検出も可能である。
使用する試薬によっては、sarcoma遺伝子の解析も可能である
ことも確認し、日常検査に導入できるよう検討を続けている。
遺伝子検査分野は新しい検査項目が増えているため、当検査室
でもそれに対応出来るよう、新しい検査法の検討・導入を行っ
ている。

＜研究課題名 4 ＞
　骨軟部悪性腫瘍におけるゲムシタビンとドセタキセル併用療
法についての検討
　Gemcitabine and Docetaxel therapy for bone and soft tissue 
sarcoma

＜研究者氏名＞
　所　属　部　整形外科部
　研究代表者　筑紫 聡
　共同研究者　吉田雅博、小澤英史、鈴木周一郎

【目的】
　軟部肉腫の化学療法において、doxorubicinとIfosfamideは標
準的治療薬として有効性と有害事象は多数の報告があるが、
GemcitabineとDocetaxel併用療法（以下GD療法）に関する報
告は少ない。今回、骨軟部悪性腫瘍のGD療法における有効性
と有害事象について検討したので報告する。

【方法】
　2005年～2015年に当院および関連病院でGD療法を行った骨
軟部悪性腫瘍27例につき検討した。内訳は男性11例、女性16例、
平均年齢50歳（15-76歳）で、経過観察期間は 5 -123ヶ月であっ
た。GD療法はday 1 、day 8 で投与して 3 ～ 4 週のサイクルで
1 クールとし、平均5.3クール（ 1 ～13クール）施行した。病
理組織像、有効性、無増悪生存期間、有害事象（血液毒性、非

血液毒性）、転帰について調査した。

【結果】
　病理組織型は平滑筋肉腫 8 例、骨肉腫 3 例、粘液型脂肪肉腫、
骨外性Ewing肉腫、未分化多型肉腫、血管肉腫各 2 例、その他
8 例であった。有効性はCR 1 例、PR 1 例、SD13例、PD12例
であり、無増悪生存期間は平均7.7ヶ月（ 3 ～12ヶ月）であった。
Grade 3 以上の有害事象は好中球減少が14例（52％）、血小板
減少が 5 例（19％）、貧血が 5 例（19％）、皮疹、下肢浮腫、間
質 性 肺 炎 が 各 1 例（11 ％） で あ っ た。 転 帰 はNED 3 例、
AWD15例、DOD 9 例であった。

【考察】
　自験例での骨軟部悪性腫瘍に対するGD療法の無増悪生存期
間は7.7ヶ月で諸家の報告である6.2～12.1ヶ月と同様の有効性
であった。有害事象に関しては好中球減少が52％と高頻度で
あったが、最近ではG-CSFの予防的投与で好中球減少の頻度は
低下している。Grade 3 以上の非血液毒性は皮疹、下肢浮腫、
間質性肺炎の各 1 例であったが、休薬で対応が可能であった。
GD療法は有害事象の頻度が低く、比較的使用しやすいレジメ
ンと考えられた。

＜研究課題 5 ＞
　病理細胞診断における分子腫瘍診断法の研究
　Development of molecular analysis on cancer diagnosis

＜研究者氏名＞
　所　属　部　遺伝子病理診断部
　研究代表者　谷田部 恭
　共同研究者　佐々木英一、村上善子、羽根田正隆

【背景】
　近年の分子生物学の飛躍的な発達により､ がんの発生・悪性
度の評価・薬剤応答性などの知見が蓄積され､ それは現在も増
えつつある｡ これら情報の一部は実臨床に直結しており､ その
応用により適切な診断・治療に結びつくものも多い｡ そこで､
これらの知見を検証した上で､ 実際の病理診断､ 細胞診断に導
入､ 応用することを目標に掲げた｡ その際に、診断に用いられ
る臨床検体は､ 生検検体などの小さな組織を利用しなければな
らなかったり､正常細胞が多数混じているなどの問題点も多い。
そこで、それらの点を踏まえた新たなアッセイ系の確立を検討
した。

【方法】
　本年度はROS 1 融合遺伝子検出アッセイ系について検討し
た。ROS 1 融合遺伝子については、近年この遺伝子変化に対す
るcrizotinib応答性が高いことが報告され、保険承認されてい
る。しかしながら、非小細胞肺癌の 1 ％程度の低い頻度であり、
感度の良いスクリーニングを行った上での精密検査を行う方法
の確立を試みた。我々の報告を含む研究によってROS 1  IHC
は感度が高いが特異性に問題のあるアッセイであることが知ら
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れているが、その検出系の種類によっては感度を保ち、特異性
を上げる工夫もできる。また、精密検査として、コンパニオン
診断薬となっているRT-PCRキットを用いて次世代シークエン
サーによる結果との一致率を検討した。

【結果】
　当施設にはVentana, Leica, Dakoの 3 つの自動免疫染色装置
を保有しているが、それぞれの至適条件を確定した後、ROS 1
発現レベルの異なる19例を用いてそれぞれの検出系ごとの感
度、特異度を検定した。その結果、Leica platformでの検出が
最も効率よく検出できることがわかった。また、コンパニオン
診断RT-PCRキットと次世代シークエンサーの結果の比較にお
いては、概ね一致するものの、一部の症例ではコンパニオン診
断RT-PCRキットでは検出できないサンプルもあることが判明
した。偽陰性となった原因については、RNA量や質とも関係
がなく、アッセイ系そのものに原因があることが示唆された。

【考察】
　ROS 1 融合遺伝子陽性肺癌に対するCrizotinibの高い効果を
得るために、IHCによるスクリーニング、遺伝子検査による確
認という検出系を確立した。体外診断薬として認可されている
キットでは検出が不十分な場合があることが判明し、次世代
シークエンサーを含む他の検出系との使い分けがこれからの課
題であることがわかった。

＜研究課題 6 ＞
　トモセラピーを用いた強度変調放射線治療の臨床応用
　Clinical application of IMRT using Helical Tomotherapy

＜研究者氏名＞
　所　属　部　放射線治療部
　研究者氏名　古平 毅
　共同研究者　立花弘之、富田夏夫，牧田智誉子

【はじめに】
　 当 院 で は2006/ 6 に ト モ セ ラ ピ ー（TomoTherapy社
TomoTherapy Hi-Art System）が設置されて以来、臨床例の
IMRTによる治療を開始してきた。今回われわれはIMRTの治
療効果とその有用性の指標である唾液腺機能を評価検討し当院
での頭頸部IMRTの臨床的評価を試み、臨床的有用性・妥当性
の評価を行うことを目的とした。

【方法】
　我々は今回IMRTの臨床的評価の目的で咽頭がんおよび頭頸
部リンパ腫症例に対し、治療前後での唾液腺機能評価の目的で
唾液腺シンチグラフィーを実施してきた。
　2006/ 6 -2016/12に頭頸部癌に対しヘリカルトモセラピーを
用い815例の頭頸部癌へのIMRT治療の経験を得た。上咽頭お
よび中咽頭はIMRTによる耳下腺の線量低減のメリットが大き
いと考えられ、積極的にIMRTの適応を勧めてきた。誌面の関
係で頸部食道癌の成績を紹介するにとどめる。対象は2002年以

降2014年までに化学放射線療法を行った頸部食道がん患者で年
齢は中央値65歳（41-83）、男性57：23という内訳だった。予後
調査の解析時点で観察期間中央値は24.6月、 2 年粗生存率は
IMRT群で81.6%、三次元照射群で66.1%で 2 年無増悪生存率は
45.7と36.5%であった。再発形式の分析では通常より上位頸部
の再燃が目立ち今後の治療計画に資する研究結果であった。

【まとめ】
　当院におけるトモセラピーを用いた頭頸部癌のIMRTにおい
て治療効果および治療後QOL改善の点で、その高い臨床的有
用性が示された。
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2 ．研究所における研究（人当研究費）

疫学・予防部

＜研究課題＞　 1 - 1
　（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析
　（副題）　日本の肝がんの罹患動向の分析

＜研究者氏名＞
　田中英夫、伊藤秀美 1 ）、中川弘子 2 ）、片野田耕太 3 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　日本の肝がんの罹患率の変化・推移は、C型およびB型肝炎
ウイルス（以下、HCV, HBV）の一般集団での感染率で規定さ
れると考えられる。精度の高い直近の地域がん登録資料を用い
てその罹患動向を分析する。
　厚労科研補助金事業「全国がん登録の活用によるがん及びが
ん診療動向把握」研究班により収集された山形、福井、長崎県
の1993～2012年の肝がん（C22）のデータを用いた。罹患率の
屈曲点（暦年）は、Joinpoint解析を用いた。また、死亡率のト
レンドは人口動態死亡統計によった。
　肝がんの年齢調整罹患率は、男女とも1990年代半ば頃をピー
クとして明らかに減少していた（年率、男-2.0％、女-1.6％）。
このトレンドは、男女とも約 4 年のタイムラグを置いて死亡率
のトレンドが後を追っていた。出生年代別の分析から、これら
のトレンドをもたらした要因は、高いHCV保有率を有する世
代の高齢化で説明が可能であった。また、1940年代生まれの男
の死亡率が高い傾向を示したが、これは戦中～終戦直後の低栄
養によるHBV垂直感染に起因すると推測した。

＜今後の方向＞
　2002年以降のC型慢性肝炎に対する治療効果の向上の影響を
加味した、肝がん罹患率の将来予測を行う。

1 ）遺伝子医療研究部、 2 ）リサーチレジデント、
3 ）国立がん研究センター

＜研究課題＞　 1 - 2
　（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析
　（副題）　愛知県における2012年のがん有病者数の推計

＜研究者氏名＞
　中川弘子 1 ）、伊藤秀美 2 ）、松田智大 3 ）、山口通代、
　小井手佳代子 4 ）、近藤良伸 4 ）、田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞
　1980年代より、がんは日本の男性と女性の両方で死亡原因の

第 1 位である。がんの早期発見と治療進歩が近年のがん患者の
予後を改善したことで、がんの有病数の増加が予想され、がん
有病者数を把握することは医療資源の適正配分に基づく医療計
画の策定などがん対策において極めて重要である。罹患数およ
び生存率を用いて有病数の推計が可能であるが、地域ごとの有
病数のモニタリングはほとんど行われていない。そこで、我々
は愛知県地域がん登録データを用いて、2012年における愛知県
のがん有病者数の推計を行った。愛知県地域がん登録は愛知県
人口約740万人をカバーする。我々は、がん登録室よりデータ
提供された罹患数、生存率データを利用した。 5 年有病数は、
一定期間（ 5 年）以内に診断され、生存している推計患者数と
定義した。罹患は年央に生じると仮定し、罹患から 1 - 5 年時
点での罹患数および 5 年生存率より、Pisaniらによる有病数推
計に基づいた公式により 5 年有病者数を算出した。2012年末に
おける有病者については、2008-12年の罹患数、生存率は2006-
08年生存率データを用いカプランマイヤー法を使用することで
実測生存率を算出した。2012年における愛知県内のがん患者の
推計有病者数は、男性68,013人、女性52,490人、合計で120,503
人であった。部位割合は、大腸がんが18.0％と最も多く、胃が
ん（13.4%）、乳がん（12.6%）、前立腺がん（12.1%）が続いた。
男女別では、男性では前立腺がんが21.5％と最も多く、次いで
大腸がん（18.5%）と胃がん（17.0%）であった。女性では、乳
がんが28.6％と最も多く、次いで大腸がん（17.4%）、胃がんと
子宮がん（8.8%）の順であった。65歳未満の若年有病者割合は、
女性で全体の48.4%占めており、男性の32%と比較し、女性で
は若年のがん有病者が多い傾向であった。主要12部位のがんに
おいて、年齢階級別では、 乳がんと子宮がんは65歳未満に占め
られる割合が最も高い有病数のがんであった。一方で、男性の
前立腺がんは65歳以上の高齢の有病者に占められる割合が最も
高いがんであった。

＜今後の方向＞
　有病数はがん対策を行う上でのモニタリングに有用な指標で
あり、今後もがん登録データを基に、罹患数および生存率の算
出値に基づくがん有病数の推計を行う予定である。

1 ）リサーチレジデント、 2 ）遺伝子医療研究部、
3 ）国立がん研究センターがん情報対策センター、
4 ）愛知県健康福祉部保健医療局健康対策課

＜研究課題＞　 1 - 3
　（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析
　（副題）　愛知県における国・県拠点病院の診療実態の把握
　　　　　─部位別、臨床進行度別 5 年相対生存率の比較─

＜研究者氏名＞
　山口通代 1 ）、伊藤秀美、中川弘子 2 ）、田中英夫
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＜目的・概要・進捗状況＞
　愛知県には、がん診療連携拠点病院（以下、「国指定」という。）
が17施設、がん診療拠点病院（以下、「県指定」という。）が 9
施設あり、県におけるがん診療の中心的役割を担っている。そ
の診療実態を把握することは、今後のがん対策の推進に向けて、
早期診断・治療体制の提供に関する改善の余地を知るために重
要である。我々は、愛知県がん登録資料から得られる初回治療
医療機関情報（以下、「治療機関」という。）を「国指定」、「県
指定」の区分を用いて分類し、主にがん検診を実施している主
要 5 部位がんの 5 年相対生存率を、臨床進行度別に 5 年相対生
存率（EdererII法）を比較し、がん診療均てん化の課題につい
て確認した。
　解析対象者83,875例の2006-09年に診断されたがん患者であ
る。初回治療を「国指定」で実施したものは49,564例（59.1%）
と最も多く、次に「拠点以外」19,733例（23.5%）、「県指定」
14,578例（17.4%）であった。部位別にみても、5 部位とも「国
指定」で実施した割合が、他医療機関群に比べて最も高かった。
また、臨床進行度別の治療機関割合については、「国指定」に
おいて、「隣接臓器浸潤」で全部位及び 5 部位ともに高かった。

「国指定」における治療は、「県指定」及び「拠点以外」と比較
し、 5 部位ともに 5 年相対生存率が高く、愛知県内のがん医療
における診療連携拠点病院の機能を果たしていることが確認さ
れた。更に、臨床進行度別生存率では、胃（隣接臓器浸潤）、
大腸（所属リンパ節転移）、肺（所属リンパ節転移・隣接臓器
浸潤）、子宮頸部（隣接臓器浸潤）において、生存率が10％以
上低い治療機関群が認められたことから、この分野でのがん医
療の均てん化に課題がある可能性が示唆される。また、全部位
及び 5 部位で「隣接臓器浸潤」での「国指定」の治療機関割合
が高く、その 5 年相対生存率が高いことから、拠点病院の整備
等により、がん診療の集約化が進み、拠点病院でより進行度の
進んだ患者を積極的に治療し、生存率向上に寄与している実態
が確認出来た。
　本結果をもとに、がん診療の課題に関する要因分析を進め、
今後、生存率に影響する要因について、より詳細な評価を進め
ることにより、医療計画に反映するなど、愛知県の医療の均て
ん化と、がん対策の効果的な実施に向けての資料として活用で
きると思われた。

＜今後の方向＞
　今後も、2013年12月より開始されている全国がん登録の仕組
みで収集される精度の高いデータを継続的に活用し、愛知県の
がん医療の質の評価、がん検診の精度評価等へと積極的な活用
に繋げていきたい。

1 ）研修生、 2 ）リサーチレジデント

＜研究課題＞　 2 - 1
　（主題）　効果的ながん予防法の開発および効果評価に関する

行動科学的研究
　（副題）　疾患リスクの情報提供コンテンツ制作プロセス
　　　　　〜科学コミュニケーション的視点から〜

＜研究者氏名＞
　渡邉美貴、細野覚代、吉村章代 1 ）、伊藤秀美 2 ）、尾瀬　功、
　松尾恵太郎 2 ）、田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞
　我々は、ゲノムワイド関連解析により乳がんとの関連が報告
された遺伝子多型と生活習慣情報を組み合わせて、日本人に特
化したリスク予測モデルを考案した。本モデルを用いたがん個
別予防の実用化のためには、一般市民への情報提供のあり方を
検討する必要がある。そこで、一般市民のニーズを明らかにし、
情報提供コンテンツを一般市民と協同で制作した。
　健診の場などでの実施を想定し、スライドを使ってグループ
単位で説明できるようなコンテンツを考えた。主な内容は、①
多因子疾患、②遺伝医学の基礎、③リスク予測検査、④乳がん
の予防行動についてである。最初に研究者のみでコンテンツ（ス
ライドと説明）を作成し、それを用いて、がん等の病歴のない
女性ボランティア 5 名（50〜63歳）に対して、 1 人ずつ説明を
行った。その直後に、理解度、コンテンツの改善点等について
半構造化インタビューの手法を用いて聞き取り調査を行い、
ニーズ等を検討し修正を加えて、情報提供コンテンツを制作し
た。
　一般市民が必要としている情報は、がん予防に関する具体的
な説明であった。このコンテンツの目的は、一般市民ががん予
防行動に向かうきっかけとすることである。そのためには、遺
伝医学に関する情報よりがん予防に関する具体的な説明が重要
であると考え、「多因子疾患」、「遺伝医学の基礎」については
スライドや説明を減らし、「乳がん予防行動」について理解し
やすくなるようなコンテンツを制作した。

＜今後の方向＞
　このコンテンツを用いて、一般住民にリスク予測を行い行動
変容について検討する。さらに、対象者の特性の違いやニーズ
についても検討し、それに応じたコンテンツを制作する。

1 ）中央病院乳腺科、 2 ）遺伝子医療研究部

＜研究課題＞　 2 - 2
　（主題）　効果的ながん予防法の開発および効果評価に関する

行動科学的研究
　（副題）　乳がん個別予防実用化への試み～リスク予測に対す

る認知と行動変容に関する長期追跡調査

＜研究者氏名＞
　細野覚代、渡邉美貴、尾瀬　功、伊藤秀美 1 ）、松尾恵太郎 1 ）、
　田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞
　当部では、common variantsである遺伝子多型と生活習慣情
報を組み合わせ、個別乳がん罹患リスクを算出するリスク予測
モデル構築と個別化予防法の実用化に取り組んでいる。しかし、
一般市民への多因子疾患罹患リスクの伝え方と情報提供に関す
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る課題はまだ解決されていない。
　本研究は乳がん罹患リスクフィードバック後12ヵ月間のリス
ク認知と行動変容の有無を評価した。
　がん等の重篤な疾患の既往が無い、名古屋市在住女性（44～
64歳［中央値55歳］）29名を対象とした。2014年12月に、我々
が制作した多因子疾患罹患リスクの情報提供コンテンツを用い
た説明を聞いた後、個別乳がんリスク予測を実施し、2015年 2
月にはリスクフィードバックを完了した。2015年 2 月、 6 月と
12月にリスク予測に対する認知、理解度、生活習慣に関する調
査票調査と電話インタビューを実施した。
　対象者29例のうち24例は乳がん検診を数年に一度受けてい
た。3 例は二親等以内に乳がん患者がいた。遺伝的リスクグルー
プは高リスク 9 例、中リスク12例、低リスク 8 例であった。説
明前に「自分ががんにかかる確率を知っておきたい」のは24例、

「遺伝子検査を受けてみたい」のは21例、「自分ががんに罹る確
率を知るのは恐い」のは11例だった。フィードバック直後と一
年後に、「がんにかかる確率を知っておきたい」のは24例と27例、

「別の遺伝子検査を受けてみたい」のは23例と22例、「がんに罹
る確率を知るのは恐い」のは 9 例と 8 例、「今後の生活習慣改
善に役立てたい」のはともに全例であった。しかし、リスク予
測をきっかけに行動変容を起こした参加者は 2 例であった。
　事前の適切な情報提供によって、12ヵ月後調査においても、
リスクフィードバックによる心理的不安は増強せず、がん予防
への意欲が保たれていた。行動変容を起こした参加者は少数で
あったが、もともと健康意識が高い集団なので、変化が明らか
にならなかった可能性もある。

＜今後の方向＞
　個別リスク予測実用化には、リスク認知から行動変容へス
ムーズにつなげられるような介入プログラムや介入ツール・コ
ンテンツ作成が必要である。

1 ）遺伝子医療研究部

＜研究課題＞　 2 - 3
　（主題）　効果的ながん予防法の開発および効果評価に関する

行動科学的研究
　（副題）　悪性胸膜中皮腫患者の生活の質横断調査

＜研究者氏名＞
　尾瀬　功、長松康子 1 ）、青江啓介 2 ）、加藤勝也 3 ）、堀田勝幸 4 ）、
　中川淳子 5 ）、原　桂子 5 ）、岸本卓己 6 ）、藤本伸一 6 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　悪性胸膜中皮腫（MPM）は石綿曝露によって生じる予後不
良の悪性腫瘍である。また、多くの患者は疼痛・呼吸困難など
の強い症状を呈する。MPM患者の生活の質（QOL）は良くな
いと思われるが、これまでに十分な調査が行われていない。
　MPMと診断された患者を対象とした。2016年 1 月から 3 月
にかけて、全国のがん専門病院等のMPM診療を行っている426
病院と、中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会を通して質

問票を配布した。QOL尺度としてEORTC QLQ-C30および
CoQoLoを使用した。また、質問票でPerformance status（PS）
や治療歴、労災申請状況などの情報を収集した。QOL指標の
比較はWilcoxon順位和検定を用いた。重回帰分析を用いて
QOLと相関する要因を求めた。
　133人のMPM患者より回答を得た。QLQ-C30のスコアをPS
による層別化を行うと、PS良好群のほうが不良群より機能ス
コアが有意に不良であるが、症状スコアは有意に良好であった。
CoQoLoでは、医師と良好な関係であったが、肉体的・心理的
な苦痛や他人への迷惑をかけることを気にしていた。良好な
QOLと相関する要因として、良好なPS、生存期間 2 年以上、
女性が示された。
　多くのMPM患者は肉体的、心理的困難を抱えている事が示
唆された。MPM患者に対する個別の支援が必要であると考え
られる。

＜今後の方向＞
　多角的なQOLの把握を目指して、悪性胸膜中皮腫患者の
QOLを縦断的に調査する。

1 ）聖路加国際大学　国際看護学、
2 ）山口宇部医療センター　腫瘍内科、
3 ）川崎医科大学総合医療センター　放射線科、
4 ）岡山大学病院　新医療研究開発センター、
5 ）岡山労災病院　看護部、
6 ）岡山労災病院　アスベスト関連疾患研究センター

分子腫瘍学部

＜研究課題＞　 1
　（主題）　肺がんの発症・進展機序の解明と分子標的療法の探

索
　（副題）　肺がんの浸潤・転移に関連する新規遺伝子CLCP 1

の機能解析と治療への応用

＜研究者氏名＞
　長田啓隆、長谷川郁恵、関戸好孝、高橋　隆 1 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　多くの先進諸国においてがん死亡率第一位を占める肺がんの
予後改善のために革新的な新規治療法の開発が求められてい
る。肺がんの発生・進展機序に関する分子生物学的な解析が精
力的に行われ、特徴的な遺伝子発現プロファイルが、肺がんの
病理組織像や臨床予後と強い関連を持つことが明らかとなって
きている。長年、我々は、高転移性の肺がん細胞株で高発現し
ているI型膜貫通型の新規転移関連遺伝子CLCP 1 の機能解析を
進め、その知見を新規の肺がん診断法・治療法へ応用すること
を目的とし研究を進めてきた。この転移関連分子CLCP 1 につ
いてこれまで、ホモ二量体及び受容体型チロシンキナーゼ

（Receptor tyrosine kinase: RTK）とのヘテロ二量体を形成す
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ることや、抗CLCP 1 抗体が上皮成長因子受容体（EGFR）の
内在化と分解を惹起することを明らかとしてきた。
　平成27年度、CLCP 1 は、EGFRやMET等のRTKが伝達する
シグナルによってリン酸化を受けて制御を受けているととも
に、逆に、そのリン酸化を介して、RTKシグナリングに促進
的に働く機能を持つ分子であり、CLCP 1 とRTKとの間に機能
的なクロストークが存在することを示唆する研究成果を得た。
その成果を受け、平成28年度は、これらの点についてさらに詳
細に解析を行うとともに、RTKの内在化・活性抑制を誘導す
る抗CLCP 1 抗体が、in vitro及びin vivoにおいて単独でどの程
度、腫瘍増殖抑制及び浸潤・転移抑制作用を有するかについて
検討していくことを計画していた。

＜今後の方向＞
　残念ながら、本研究を中心的に遂行していた長田啓隆室長が
8 月23日に病気のため逝去したため、本研究は名古屋大学にお
いて研究を継続することとなり、論文投稿を目指すこととなっ
た。

1 ）名古屋大学大学院医学系研究科分子腫瘍学分野

＜研究課題＞　 2 - 1
　（主題）　中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究
　（副題）　Merlin陰性悪性中皮腫において　E-カドヘリンの

発現は接着班キナーゼ阻害剤の耐性と相関する。

＜研究者氏名＞
　加藤毅人、佐藤龍洋、横井香平 1 ）、関戸好孝

＜目的・概要・進捗状況＞
　悪性中皮腫は胸膜あるいは腹膜に存在する中皮から発生する
腫瘍で、アスベスト曝露によって引き起こされる極めて予後不
良の腫瘍である。診断時には既に進行していることが多く、現
在、有効な標準治療法は確立していない。他の高頻度に発症す
る腫瘍に比べて、その分子病態の解析は極めて遅れており新規
の診断法や分子標的治療法の開発への大きな障壁となってい
る。がん抑制遺伝子異常としては、CDKN 2 A, NF 2 , BAP 1
遺伝子の高頻度不活化変異が認められるが、がん遺伝子変異は
稀である。NF 2 遺伝子産物（転写産物はMerlinと呼ばれる）
は細胞内の増殖抑制性のHippoシグナル伝達系を制御し、転写
コアクチベーターであるYAPの活性を抑制する。悪性中皮腫
細胞はNF 2 やHippoシグナル伝達系の構成因子をコードする
LATS 2 遺伝子等の変異により約70％の症例でYAPが恒常的に
活性化していることを当部は明らかにしてきた。
　Focal adhesion kinase（FAK）は接着斑に存在しインテグリ
ンを介したシグナル伝達に重要な役割を果たす非受容体型チロ
シンキナーゼで、そのタンパク過剰発現が様々な癌で報告され
ている。VS-4718は可逆的なFAK阻害剤であり、その効果に関
してはMerlinをコードするNF 2 遺伝子の変異との関連が報告
されている。そのためNF 2 変異が約40％に存在する悪性中皮
腫における奏効が期待されるが、中皮腫に対するVS-6063

（defactinibとして知られているFAK阻害剤）単独投与の第 2
相試験が効果不十分で中断しており不明な点も多い。われわれ
は悪性中皮腫株におけるVS-4718の抗腫瘍効果に関連するバイ
オマーカーについて検討した。
　悪性中皮腫細胞株に対してmatrigel on topによる培養を行っ
た上でVS-4718を投与してIC50を算出し、Merlinとの関連性、
及び、Merlin陰性株をMeT- 5 Aを基準にhigh IC50、low IC50に
分類して検討した。low IC50株は、Merlin陽性株では 3 / 8 株

（38％）、Merlin陰性株では 8 /13株（62％）存在し、Merin陰
性株でlow IC50の傾向にあった。またNF 2 遺伝子ホモザイガス
欠 失 株 で あ るY-MESO-22株 に 野 生 型NF 2 発 現 ベ ク タ ー

（Merlin WT）を導入したところVS-4718に対する感受性が低
下した。
　次に、Merlin陰性株の遺伝子の発現についてmicroarray及び
Gene Ontology解析を行った。統計解析の結果、278個の遺伝
子がhigh IC50、low IC50の間で発現に有意差が認められた。
Gene Ontology解析から278遺伝子の中では細胞間接着に関連
する遺伝子の頻度が高かった。細胞接着に関わる遺伝子で且つ
Rank products法 に お け るfold changeが 最 も 高 か っ た
E-cadherinに着目して検討を進めた。まず、Merlin陰性株に対
してReal-time PCRを行ったところE-cadherinの発現とIC50との
間に高い正の相関を確認した。次にE-cadherinを高発現する
Merlin陰 性 株 で あ るY-MESO-25株 に 対 し てE-cadherinの
knockdownを行ったところ、VS-4718に対する感受性の改善を
認めた。またY-MESO-25株に対してE-cadherinをknockdown
した株とコントロールベクターを導入した株でVS-4718の投与
後のcleaved caspase 3 （アポトーシスの指標）の発現を免疫
蛍 光 染 色 で 確 認 し た と こ ろknockdown株 に お い てcleaved 
caspase 3 の増強が認められた。

＜今後の方向＞
　 本 研 究 の 結 果 か らMerlin陰 性 悪 性 中 皮 腫 株 に お い て
E-cadherinの発現はFAK阻害剤であるVS-4718に対する耐性と
高い相関があることが分かった。Merlin陰性の悪性中皮腫にお
いてE-cadherinの発現を検討することで、VS-4718の効果をよ
り正確に予測できる可能性があると考えられた。E-cadherinの
VS-4718に対する効果予測のバイオマーカーとしての有用性
は、今後臨床試験にて確認する必要があると考えられた。

1 ）名古屋大学大学院医学系研究科、呼吸器外科

＜研究課題＞　 2 - 2
　（主題）　中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究
　（副題）　合成致死表現型を指標とした新規悪性中皮腫治療薬

標的の探索

＜研究者氏名＞
　村上優子、山岸良多、関戸好孝

＜目的・概要・進捗状況＞
　悪性中皮腫はアスベスト暴露に起因する極めて予後不良の腫
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瘍であり、現在も有効な治療法は確立されていない。悪性中皮
腫の原因遺伝子はいずれもがん抑制遺伝子である。がん抑制遺
伝子を活性化させる薬剤の開発は困難であるが、合成致死表現
型を利用することで、がん細胞特異的に作用する、副作用の少
ない阻害剤を作り得る分子標的の同定が可能である。本研究課
題では、悪性中皮腫の原因遺伝子変異と合成致死表現型を示す
遺伝子の網羅的探索と機能解析、その阻害剤の開発を目的とす
る。網羅的探索にはゲノムワイドのプール型レンチウィルス
shRNAライブラリー及び名古屋大学ITbM化合物ライブラリー
を用い、遺伝子及び化合物の両面からの探索を行う。shRNA
ライブラリースクリーニングから得られた候補遺伝子は合成致
死表現型を示す分子機構を解析するとともに、構造をもとにし
た阻害剤のバーチャルスクリーニング、既存の阻害剤の最適化
などを通じてシード化合物を得る。低分子化合物ライブラリー
から得られた候補化合物は、化合物の最適化を行うとともに、
標的タンパクを同定し、合成致死表現型を示す分子機構の解明
も行う。
　 現 在 原 因 遺 伝 子 の う ちBAP 1 遺 伝 子、NF 2 遺 伝 子、
LATS 2 遺伝子の変異に関してはshRNAライブラリースク
リーニングが終了している。候補遺伝子の幾つかについては分
子機構の解析を行い、また、阻害剤のインシリコスクリーニン
グを開始している。SETDB 1 、SETD 2 遺伝子については、
スクリーニングの結果を解析中である。ITbM化合物ライブラ
リースクリーニングについては、スクリーニング用の細胞株を
樹立中である。

＜今後の展望＞
　それぞれの原因遺伝子を標的とした合成致死スクリーニング
結果から共通の遺伝子や経路があるかどうかについて探索し、
存在した場合はその経路を集中して解析を行う。同時に、それ
ぞれの原因遺伝子と合成致死表現型を示す候補遺伝子につい
て、その分子機構を解析する。候補遺伝子の阻害剤の合成を試
みる（共同研究）。また、候補遺伝子の発現が予後マーカーに
なるかどうかについての検討を行う。

遺伝子医療研究部

＜研究課題＞　 1 - 1
　（主題）　がん罹患リスク・予後を決める遺伝子と環境要因の

組合せの解明、並びに予防・医療への応用
　（副題）　乳がんに関する遺伝子多型を伴うリスク予測法の開

発

＜研究者氏名＞
　伊藤秀美、郡山千早 1 ）、岩崎　基 2 ）、谷山祐香里 3 ）、
　大野ゆう子 2 ）、松尾恵太郎

＜目的・概要・進捗状況＞
　遺伝子多型が乳がんのリスクと関連する報告が積み重なって
来たが、実際にそれをどう予防に応用するかに関しては確立さ

れていない。我々は、乳がんのリスク予測モデルを、当センター
で実施してきた病院疫学データ、鹿児島大学・国立がん研究セ
ンターのデータを用いて検討した。本研究を通じて22個の遺伝
子多型の情報と疫学情報の組合わせを用いたリスク予測モデル
を構築した。また、遺伝子多型によるリスクに基づく生涯リス
クの推定も行った。今後の個別リスクフィードバックを行う基
盤が構築できた。

＜今後の方向＞
　今後、二つの方向性を検討する必要がある。一つは、次世代
シーケンサー等を用いた家族性乳がん関連遺伝子の情報も用い
たリスク予測モデルの構築を進め、より精密な個別化予防につ
ながるエビデンスを創出する事である。もう一つは、実際にリ
スク予測モデルを、予防行動に繋がるか否かの検証を予防介入
研究を通じて行う事である。

1 ）鹿児島大学、 2 ）国立がん研究センター、 3 ）大阪大学

＜研究課題＞　 1 - 2
　（主題）　がん罹患リスク・予後を決める遺伝子と環境要因の

組合せの解明、並びに予防・医療への応用
　（副題）　ALDH 2 遺伝子多型と禁煙行動との関連

＜研究者氏名＞
　正岡寛之 1 ）、伊藤秀美、尾瀬　功、渡邉美貴 2 ）、松尾恵太郎

＜目的・概要・進捗状況＞
　喫煙行動はがんリスクと大きな関連を示すものであり、がん
予防としての禁煙は重要な課題である。喫煙行動は飲酒行動と
強く交絡していることが報告されており、また飲酒行動は
ALDH 2 やADH 1 Bなどのアルコール代謝関連酵素の遺伝子多
型と強く関連している。禁煙を誘導するに辺り、飲酒行動、
ALDH 2 、ADH 1 B遺伝子多型の影響を同時に検討した研究に
より、禁煙しやすい集団がどういう遺伝的な特性を持つかを明
らかにすることを明らかにすることを目的とした。2912名の喫
煙歴ありの集団に対して、飲酒量、ALDH 2 、ADH 1 B遺伝子
型、性、年齢を考慮した解析を行うことにより、ALDH 2  
Lys/Lys型を保持する事が、禁煙のしやすさに関連することが
示された。

＜今後の方向＞
　今後、禁煙指導において、ALDH 2 遺伝子型により層別する
事の意義を見いだした。禁煙現場における有用性に関して検討
する研究を実施する必要がある。

1 ）リサーチレジデント
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＜研究課題＞　 1 - 3
　（主題）　がん罹患リスク・予後を決める遺伝子と環境要因の

組合せの解明、並びに予防・医療への応用
　（副題）　遺伝子多型情報を用いた大腸がんリスク予測モデル

の構築

＜研究者氏名＞
　細野覚代、伊藤秀美、尾瀬　功、渡邉美貴、田中英夫、
　松尾恵太郎

＜目的・概要・進捗状況＞
　大腸がんは日本で男女ともに高い罹患率、死亡率を示す疾病
である。有効ながん検診が存在するにも関らず死亡率が高いこ
との背景にはがん検診受診率の低さが考えられる。がん検診の
受診などの予防行動に対して、個々人のリスク情報の還元が影
響を与える可能性が示唆されている。我々は、愛知県がんセン
ターで実施されている病院疫学研究データを用い、 6 個の遺伝
子多型と、飲酒、喫煙などの環境要因情報と組み合せることに
より予測モデルを開発した。乳がんと異なり、遺伝子多型を加
味したリスク予測の精度は高くなかった。

＜今後の方向＞
　今後、使用する遺伝子多型の数を増やすなどの工夫により予
測モデルを改良していく必要がある。また、リスク群別の生涯
リスクの算定などの展開をしていく必要がある。

＜研究課題＞　 2
　（主題）　造血器細胞の分化、増殖に関与する遺伝子の血清学

的、分子生物学的研究
　（副題）　マウスモデルを用いたDLBCL（Diffuse Large B 

Cell Lymphoma）関連遺伝子の機能解析

＜研究者氏名＞
　高原大志 1 ）、春日井由美子、都築　忍

＜目的・概要・進捗状況＞
　DLBCL（び漫性大細胞型B細胞性リンパ腫）は悪性リンパ
腫の一亜型であり、その多くは遺伝子発現解析によりGerminal 
center B cell like （GCB）-DLBCL と Activated B cell like 

（ABC）-DLBCLに分類される。いずれも胚中心B細胞から発生
するとされている。DLBCLについては多数の遺伝子異常がこ
れまでに報告されているものの、何れの遺伝子異常が発症に寄
与しているのか、また複数の遺伝子異常の間に協調作用がある
のかといった問題は十分に解明されていない。この問題を検証
するため、以前我々が確立した、in vitroで成熟B細胞から胚中
心B細胞を誘導し、レトロウイルスにより腫瘍関連遺伝子を導
入して免疫不全マウスに移植する系を用いた。今回我々は
DLBCLの リ ン パ 腫 関 連 遺 伝 子 と し て 知 ら れ て い る
Card11L225LI、Bcl 2 、Bcl 6 について評価した。これらの 3 種
の全てと、任意の 2 種の遺伝子を導入したところ、 3 種すべて
を導入した群とCard11L225LI、Bcl 6 を導入した群においては、
いずれの個体においても 2 か月以内にDLBCLの発症がみられ

た。一方、それ以外の群においては、リンパ腫の発症は大きく
遅延するか、認められなかった。
　腫瘍細胞における転写因子の発現を検討したところ、腫瘍細
胞はABC-DLBCLのマーカーであるIRF 4 とFOXP 1 を発現し
ていた。今回の結果により、NF-κB経路の恒常的な活性化を
もたらす変異型Card11と、分化の停止をもたらすBcl 6 の協調
がABC-DLBCLの発症に重要な役割を果たしていることが示さ
れた。

＜今後の方向＞
　DLBCLにおいて報告されている多数の遺伝子異常に関して
も今回の検討と同様の評価が可能と考えている。さらに治療薬
のin vivoモデルとしての応用を期待している。

1 ）研修生

腫瘍免疫学部

＜研究課題＞　 1
　（主題）　腫瘍抗原の免疫学的、分子生物学的検索
　（副題）　がん細胞では異常なTAP分子によりエピトープを

提示する

＜研究者氏名＞
　岡村文子、赤塚美樹 1 ）、葛島清隆

＜目的・概要・進捗状況＞
　細胞傷害性Tリンパ球（CTL）は受容体を介してがん細胞の
ヒト白血球抗原（HLA）とペプチドの複合体を認識して、が
ん細胞を特異的に殺傷できる。しかしながらがん細胞にはしば
しば免疫細胞からの攻撃から回避する免疫回避機構が備わって
いる。抗原提示機構でペプチドを小胞体内へ運んでいる
transporter associated with antigen processing（TAP）の欠
損はがん細胞でのみ起こる。その結果、大部分のペプチドの供
給が行われなり、CTLによる免疫監視から回避しやすくなる。
しかしながら、TAP欠損時にどのような免疫応答が起こるか
詳しくわかっていない。これまで、CRISPR/Cas 9 システムに
よりTAP 2 遺伝子を標的としてゲノム編集法により遺伝子改
変がん細胞を作製し、CTLによる免疫応答を検討した。本年
度は、作製したTAP遺伝子改変がん細胞からTAP遺伝子をク
ローニングして、TAP発現欠失細胞に戻すことで、TAPの発
現や免疫応答が遺伝子をクローニングした元の細胞と同じ形質
を示すかどうか調べたまた作製した遺伝子改変がん細胞から樹
立したクローンにおける生化学的なTAP機能の解析および
TAP発現低下細胞に対するCTLによる免疫応答を行った。
　TAP 2 遺伝子を標的としたCRISPR/Cas 9 システムによりゲ
ノム編集した膵臓癌細胞株KP- 3 細胞由来のクローンから
TAP 2 遺伝子をクローニングした。TAP 2 蛋白質を全く発現
しないゲノム編集済みのKP 3 細胞にゲノム編集されたTAP 2
遺伝子を導入した。これらの細胞について、TAP 2 蛋白質の
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発現を調べるとともに、CTL応答を解析した。また、TAP 2
遺伝子をターゲットにしたゲノム編集済みのKP 3 細胞におけ
るTAPの機能を測定するためのpeptide transport assayを行っ
た。
　TAP 2 を発現しないゲノム編集済みのKP 3 細胞にゲノム編
集されたTAP 2 遺伝子を導入したことで、導入したTAP遺伝
子由来のTAP 2 発現が見られた。さらにそれらの細胞に対す
るCTL応答を調べたところ、元の細胞と同じ傾向のCTL応答
が観察された。また、peptide transport assayにより、TAP 2
を発現しないゲノム編集済みのKP 3 細胞ではまったくペプチ
ドを輸送せず、通常のTAP 2 を発現するKP 3 細胞ではペプチ
ド輸送能が高いことがわかった。一方で、ゲノム編集した
TAP 2 を持つKP 3 細胞では非常に弱いペプチド輸送が行われ
ていた。
　TAP 2 遺伝子を標的としてゲノム編集を行ったがん細胞株
において、TAP 2 の発現により提示されるエピトープが異な
ることが明らかとなった。TAP 2 を発現している変異であっ
ても、その発現量や変異によってはペプチド輸送の能力が低下
するが、エピトープを提示することが判明した。これらのこと
から、TAP遺伝子に変異があるがんにおいてはペプチドレパー
トリーが変化することで、免疫監視を逃れる可能性が示唆され
た。

＜今後の方向＞
　これまで明らかとなっていなかった、TAP遺伝子の変異に
よる発現低下や抗原提示されるエピトープペピチドのレパート
リーの変化について明らかにした。体内におけるこれらのエピ
トープの意義を今後解明していきたい。

1 ）客員研究員、藤田保健衛生大学・血液内科

＜研究課題＞　 2
　（主題）　免疫診断及び免疫治療の前臨床的及び臨床的研究
　（副題）　ヒト培養細胞を用いたT細胞受容体・親和性成熟シ

ステムの樹立

＜研究者氏名＞
　太田里永子、葛島清隆

＜目的・概要・進捗状況＞
　がんに対する特異的な細胞傷害性Tリンパ球（CTL）の働き
は、制御性T細胞や腫瘍等に発現しているPD-L 1 などの制御因
子によって抑制されている。免疫チェックポイント阻害剤は多
種のがんに有効であり、その効果が長期間持続するなど画期的
な治療であるが、 8 割以上の患者には無効であることから、新
たな治療法の開発が望まれている。
　がん抗原に特異的なT細胞から単離した抗原受容体遺伝子

（TCR）を、レトロウイルスベクターなどを用いて患者自己の
Tリンパ球に導入することが可能である。このようにして作製
したCTLを用いるがん免疫療法は有望な治療法の一つであり、
これまでにも様々な抗原を標的として開発が行われて来た。臨

床的に最も成功しているTCRは、HLA-A＊02: 01拘束性NY-
ESO 1 特異的TCRα鎖の相補性決定領域（CDR） 3 領域の 2
個のアミノ酸を変異して親和性を増強したものである。
　また、TCRをあたかも抗体の様に使用する前臨床的な研究
も報告されている。すなわち、がん特異的なTCRと抗CD 3 抗
体を結合させた分子は、がん細胞の表面に体内のTリンパ球を
動員・活性化して、がんを消退させる能力を有する。この場合
にも、野生型のTCRの結合力では全く効果がなく、親和性（結
合力）を抗体のレベルまで（100万倍程度）増強する必要がある。
　ヒトTCRの親和性をin vitroで増強する最も効果的な方法は
ファージディスプレイ法であるが、報告はただ一つのグループ

（英国）からに限られているのが現状である。免疫治療のこれ
からの展開を鑑みるに、効率の良いTCR親和性成熟（affinity 
maturation）システムを確立することは極めて重要である。そ
のため、我々はまずファージディスプレイ法に挑戦した。すで
に報告済みのHTLV- 1 ウイルス抗原Taxに対するTCRを用い
てCDRのアミノ酸にランダムに変異を導入したファージライ
ブラリーを作製した。抗原に対して結合力の強いTCRをスク
リーニングしたところ、高親和性TCRとして報告済みの変異
に類似したアミノ酸配列を持つTCRの単離に成功した。しか
し、我々の研究室で保有している 3 種類のHLA-A＊24: 02拘束
性TCR（hTERT, EpCAM, CMV pp65）の親和性の成熟を行っ
たが、目的とするTCRは得られなかった。原因として、ファー
ジ表面に機能的なTCRが十分に表出していないことが考えら
れた。
　そこで、ファージディスプレイ法に変わり、293T細胞を用
いた新規のTCRディスプレイ法の樹立を試みた。この方法で
は、CD 3 遺伝子を導入した293T細胞表面にCDR領域にランダ
ムな変異を導入したTCRライブラリーを表出させ、MHC 
tetramerにより強く結合する集団をフローサイトメーターで確
認できる利点がある。hTERT-TCRについて16種類のライブラ
リーを作製し、MHC tetramerにCD 8 非依存的に結合する
TCRの有無をスクリーニングした。その結果、このTCRでは
β鎖のCDR 1 とCDR 2 に抗原とのアフィニティを決定する部
位があることが示唆された。

＜今後の方向＞
　今後は、このシステムを用いて高い親和性を有するTCR変
異を同定していく予定である。
　また、TCRを大腸菌リコンビナントタンパクとして作製す
るシステムを確立しているので、将来はBiacoreによる分子間
相互作用解析も行う予定である。
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感染腫瘍学部

＜研究課題＞　 1 - 1
　（主題）　がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治

療戦略創出への応用
　（副題）　脂質ラフトによるシグナル分子の空間的制御とがん

進展

＜研究者氏名＞
　小根山千歳、渡邉理沙代

＜目的・概要・進捗状況＞
　最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナーゼ
c-Srcは、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められる。
しかし腫瘍組織においてもsrc遺伝子自体の変異はほとんど見
られず正常型として発現している。即ち細胞にはSrcの恒常性
を維持し、不要なSrcシグナルの伝播を阻止する巧妙な分子メ
カニズムがあり、その破綻ががん進展に深く関わっていると示
唆されるが、その詳細は未だ明らかとなっていない。昨年まで
に、がんにおける異常なSrcシグナルが、非受容体型チロシン
キナーゼFerにより中継される新たなメカニズムを見出した。
そこで今年度は、正常細胞においてFerの活性を制御している
分子を探索し、その役割を明らかにすることにより、Ferの制
御機構の破綻とがん進展との関わりを解明することを目的とし
て研究を進めた。正常細胞においてFerに結合する分子のプロ
テオミクス解析を行ない、見出された 9 種の分子についてFer
との結合を確認することにより、 4 種のFer制御因子候補を同
定した。

＜今後の方向＞
　大腸がん細胞などSrc-Ferがんシグナルが活性化している細
胞において、同定したFer制御因子候補の発現をノックダウン
し、増殖能や浸潤能などのがん形質に対する作用を解析する。
さらにFerのがん治療標的としての可能性を明らかにするた
め、Ferのリン酸化抗体を用いて様々な癌種におけるFer活性
化を調べ、Ferが寄与する癌種を解析する。

＜研究課題＞　 1 - 2
　（主題）　がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治

療戦略創出への応用
　（副題）　microRNAによるシグナル分子の発現制御とがん進

展

＜研究者氏名＞
　小根山千歳、渡邉理沙代、宮田眞美子

＜目的・概要・進捗状況＞
　Src等によるがんシグナルの伝達やその制御機構については、
主にリン酸化及びタンパク質間相互作用の側面から捉えられて
きたが、我々はそれら直接的なシグナル伝達経路の陰に、複数

のmicroRNA（miRNA）が協調してシグナル分子の発現を制
御する、いわば隠れたネットワークが存在することを示してき
た。今年度は、Src自体の発現亢進におけるmiRNAの関与を解
明するため、配列上c-src遺伝子を標的としうる複数のmiRNA
について解析した。その結果一つのmiRNAの発現量が、Srcの
発現が高いことが知られる大腸がん細胞において顕著に低下し
ていることを見出した。大腸がん細胞にこのmiRNAを導入す
るとSrcの発現が減少し、Srcノックダウン細胞と同様に、足場
非依存的増殖能が抑制されると共に、ストレスファイバー及び
細胞接着斑の形成が阻害され接着能や浸潤能が抑制された。こ
れらの結果から、当該miRNAはSrcを中心としてSrc近傍に存
在する因子の発現を同時に抑制することにより、がん形質発現
を制御していることが示唆された。がんの初期における当該
miRNAの発現低下がSrcシグナルの亢進を促し、がん悪性化に
寄与していると考えられる。これまでの一連の研究と合わせて
考えると、Srcシグナル経路では関連するタンパク質が複数の
miRNAによって同時に制御され細胞の恒常性の維持に寄与し
ていると考えられるが、がんではその仕組みが破綻し、むしろ
複数の機構がmiRNAを介して連携しがん進展を加速している
と考えられる。

＜今後の方向＞
　がん進展過程におけるSrcシグナルネットワークを明らかに
するため、これまでに作製したSrc発現誘導モデル細胞を用い
て、がん形質の変化に伴うmiRNA発現プロファイルとそれら
の役割を解析し、miRNAを介したSrcシグナルネットワークの
破綻とがん進展メカニズムを明らかにする。

＜研究課題＞　 1 - 3
　（主題）　がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治

療戦略創出への応用
　（副題）　ノックアウトマウスを用いたSrcシグナルに関わる

microRNAの生理的機能解析

＜研究者氏名＞
　八木玲子、渡邉理沙代、小根山千歳

＜目的・概要・進捗状況＞
　先の研究課題を含め、これまでの研究では、細胞レベルでが
んにおけるSrcシグナルの亢進に関わるmiRNAとその機能につ
いて明らかとしてきた。しかし時空間的に遺伝子の発現が変化
する生体において、それらのmiRNAがいつどのように機能し
ているかについては全く不明である。さらに実際にmiRNAが
生体におけるがん化シグナルにどの程度関わっており、がんの
治療ターゲットとなりうるのかについても明らかにする必要が
ある。そこで今年度は、我々が細胞接着斑のシグナルを制御す
る働きを見出したmiRNA二種について、それぞれの実験動物
モデル（ノックアウトマウス）を作製した。ノックアウトマウ
スの表現型について解析を進めた結果、胎生期あるいは生後し
ばらくして異常が見られることが明らかとなり、これらの
miRNAが生体において重要な役割を担っていることが示唆さ
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れた。

＜今後の方向＞
　これまでに観察されている表現型について、より匹数を増や
して同様の表現型が見られることを確認する。さらに表現型の
発現に至るメカニズムを明らかにするため、組織染色や細胞接
着斑形成に関わる遺伝子の発現や変異の有無を始め、組織内の
分子メカニズムを明らかにする。

＜研究課題＞　 2
　（主題）　細胞間コミュニケーションによるがん進展メカニズ

ムの解明
　（副題）　エクソソーム形成制御とがん進展

＜研究者氏名＞
　疋田智也、桒原　敦 1 ）、宮田眞美子、渡邉理沙代、
　小根山千歳

＜目的・概要・進捗状況＞
　エクソソームは、内部にタンパク質やRNA分子を含む直径
30-100nm程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれる
ことで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられている。
がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進している
ことが知られており、細胞増殖性だけでなく、ニッチ形成を介
して転移やその臓器指向性にも関与するなど多様な機能が明ら
かとなりつつある。しかし、エクソソームの形成や分泌の分子
機構に関してはほとんど明らかとなっていない。今年度は、エ
クソソーム形成・分泌促進機構へのSrcの関与を明らかとする
ため、Srcがん化モデル細胞系から分泌されるエクソソームを
解析したところ、Src活性化によりその粒子数が顕著に増加す
ることを見出した。さらにSrcがん化細胞から分泌されるエク
ソソームに内包される分子についてプロテオーム解析を行い、
エクソソーム形成・分泌に関与する候補分子を探索した。

＜今後の方向＞
　これら候補分子のSrcによるエクソソーム形成・放出促進に
おける役割やがん形質におけるエクソソーム放出の意義を明ら
かとするため、Srcがん化モデル細胞に候補分子の発現を変化
させた細胞を樹立し、分泌されるエクソソーム量及び内包され
る分子群の変化、及びエクソソームを放出したSrcがん化細胞
のがん形質について解析する。

1 ）研修生（大阪大学大学院理学研究科）

分子病態学部

＜研究課題＞　 1 - 1
　（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
　（副題）　腸管腫瘍形成におけるJNK/mTORC 1 経路の活性

化機構

＜研究者氏名＞
　梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　大腸がんの多くで最初に生じる遺伝子レベルの変化は、
APCがん抑制遺伝子の変異と考えられている。Apc遺伝子にヘ
テロ接合変異を持つ遺伝子改変マウス（以下Apc変異マウス）
では、腸上皮細胞のApc遺伝子座でのヘテロ接合性の消失

（LOH）によりAPCタンパクの機能が失われる結果、Wnt経路
が恒常的に活性化し、腺腫性ポリープを発症する。我々は、
Apc変異マウスの腸管ポリープの成長にはWnt経路の活性化に
加 え て、mammalian target of rapamycin complex 1  

（mTORC 1 ） 経 路 の 活 性 化 が 重 要 な 役 割 を 果 た す こ と、
mTORC 1 の活性化はその構成因子であるRaptorがJNKによっ
てリン酸化されて引き起こされることなどを報告してきた。し
かしながら、Apc変異マウスのポリープでJNKが活性化する機
序については不明であった。我々は前年度までに、JNKの活性
化を引き起こす因子の一つとしてIL- 1 βを見出した。また、
野生型マウスの小腸正常陰窩およびApc変異マウスのポリープ
に由来するオルガノイド培養と、ヒト大腸がん細胞株を用いた
解析から、IL- 1 βによるJNKの活性化はApcに変異が生じた細
胞において引き起こされやすいことを見出した。IL- 1 βシグ
ナル伝達経路の主要なアダプター因子であるMyD88の機能を
腸管上皮特異的に欠損させ、Apc変異マウスにおけるポリープ
形成への影響を検討したところ、MyD88の機能欠損によりポ
リープ形成数の減少傾向がみられたが、JNKの活性化は完全に
は抑制されなかった。このことは、生体内においてJNK-
mTORC 1 がIL- 1 β以外の因子によっても活性化されること
を示唆している。平成28年度は、MyD88の機能欠損によるポ
リープ形成数の減少が、細胞増殖の減少とアポトーシスの増加
によることを見出した。このMyD88の機能欠損によるアポトー
シスは、腫瘍上皮細胞では誘導されるが、正常上皮細胞では誘
導されなかった。このことは、MyD88の機能欠損がApcに変異
を持つ細胞のみを死滅させる可能性を示唆している。

＜今後の方向＞
　MyD88の機能欠損がApcに変異を持つ細胞のアポトーシスを
誘導する分子機序、またJNK-mTORC 1 経路との関連について、
明らかにしていきたい。また、これまでの結果では、MyD88
の機能欠損による腸管正常上皮細胞への顕著な異常は見られて
いないので、腫瘍上皮細胞を標的とした治療戦略にMyD88が
寄与できるかについても検討していきたい。

1 ）京大・国際高等教育院
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＜研究課題＞　 1 - 2
　（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
　（副題）　腸管腫瘍の悪性化におけるmTORC 1 経路の役割

＜研究者氏名＞
　藤下晃章、梶野リエ、武藤　誠 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　家族性大腸腺腫症のマウスモデルであるApc変異マウスは良
性の腺腫性ポリープを発症し、さらにSmad4 遺伝子のヘテロ
接合変異を併せ持つcis-Apc/Smad4 マウスは、局所浸潤性の
腸がんを発症する。我々はこれまでに、Apc変異マウスの腸管
ポリープおよびcis-Apc/Smad4 マウスの腸がんの管腔側への
成長にはmTORC 1 経路の活性化が重要な役割を果たし、
mTORC 1 選択的阻害薬everolimusによって腫瘍形成が顕著に
抑制されることを明らかにした。一方、cis-Apc/Smad4 マウ
スの腺がんの浸潤はeverolimusおよびmTORC 1 、mTORC 2
の両方を阻害するmTORキナーゼ阻害薬AZD8055でも抑制で
きないことを見出しており、その原因ががん細胞自身のmTOR
阻害薬に対するフィードバック経路によるEGFR経路の活性化
であることを明らかにした。さらに浸潤部がん細胞周辺の線維
芽細胞様の間質細胞ではmTOR阻害薬によるフィードバック
経路としてMEK/ERK経路の活性化が引き起こされることで
TIMP- 1 などのサイトカイン・ケモカインの発現誘導し、浸潤
しているがん細胞に対してmTOR阻害薬に抵抗性を与えてい
ることを明らかにした。mTOR阻害薬抵抗性獲得におけるが
ん微小環境・間質細胞の役割を解明し、治療標的となる分子を
探索するため、cDNAマイクロアレイ解析を行っている。
mTOR阻害薬抵抗性腺がんで 3 倍以上発現が増大している遺
伝子が100以上確認されたことから、これらの発現ががん細胞
由来または間質細胞由来かを明らかにするためレーザーマイク
ロダイゼクションを用いて各細胞を分離回収し、RT-PCRによ
り検証を行っている。

＜今後の方向＞
　mTOR経路阻害抵抗性大腸がんにおけるがん微小環境の役
割を解明し、がん微小環境を標的とした克服戦略を確立したい。
現在検証作業を行っている分子・シグナル経路を抑制できる阻
害薬とmTOR阻害薬と併用することで評価を行っていく。

1 ）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞　 1 - 3
　（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
　（副題）　マウスモデルを用いた大腸がんのがん関連線維芽細

胞の解析

＜研究者氏名＞
　藤下晃章、梶野リエ、小島　康、武藤　誠 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　KRAS遺伝子の変異は大腸がんを含む多くのがんで確認され
ている。KRASに変異のあるがんの治療標的としてKRASの下
流の一つであるMEK/ERK経路に着目し、KRAS変異大腸がん
モデルマウスにおけるMEK/ERK経路の役割・MEK阻害薬の
効果を検証することを最終目標としている。一方、生体レベル
でKRAS野生型の大腸がんに対するMEK/ERK経路の役割も明
らかではなかったことから、家族性大腸ポリープ症モデルマウ
スであるApc変異マウスを用いて検証したところ、腸管ポリー
プにおけるMEK/ERK経路は主に間質で活性化しており、
COX 2 /CCL 2 の 発 現 を 制 御 し て い る こ と、MEK阻 害 薬
trametinibの投与によりポリープ形成を抑制することをこれま
でに明らかにした。本年度は悪性度が高くKRASに変異のない
大腸がんにおけるMEK/ERK経路の役割を検証するため、浸潤
性 大 腸 が ん モ デ ル マ ウ ス で あ るcis-Apc/Smad4 マ ウ ス に
trametinibを投与し、腸管腺がん形成及び腺がんの浸潤に対す
る効果を検証した。MEK/ERK経路はApc変異マウスと同様に
間質細胞と腫瘍内の一部の腺がん細胞で活性化しており、間質
細胞由来と考えられるCOX 2 の発現を強力に抑制した。さら
に腺がん上皮細胞で発現しているERKの基質であるがん遺伝
子c-Fosの リ ン 酸 化 も 抑 制 で き た に も 関 わ ら ず、cis-Apc/
Smad4 マウスの腺がん形成及び浸潤を抑制することはなかっ
た。間質細胞のCOX 2 抑制だけではSmad 4 の変異が加わった
腸腺がんを抑制するには不十分であることが示唆された。

＜今後の方向＞
　大腸がんマウスモデル（cis-Apc/Smad4 マウス）の腸管腺
がんはtrametinib単独投与では抑制効果が認められなかった。
腸管良性腫瘍と比較し、浸潤性がんを抑制できない原因を追求
すると同時に、KRAS変異大腸がんモデルマウスにおける
MEK/ERK経路の役割を解明し、MEK阻害薬の効果を検証す
る。

1 ）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞　 2 - 1
　（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
　（副題）　新規大腸がん転移抑制遺伝子HNRNPLLの機能解

析

＜研究者氏名＞
　佐久間圭一朗、佐々木英一 1 ）、木村賢哉 2 ）、清水泰博 2 ）、
　谷田部　恭 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　①CD44のpre-mRNAスプライシングを介するHNRNPLLの
大腸がん転移抑制機序の解明
　前年度までに、shRNAライブラリーを用いたマウス生体内
スクリーニングによって、新規大腸がん転移抑制遺伝子
Hnrnpllを同定した。Hnrnpllのノックダウンによってマトリ
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ゲル浸潤能と生体内での肺転移能が亢進すること、HNRNPLL
はCD44 pre-mRNAと結合しvariant exon 6 のスプライシング
を制御すること、大腸がん細胞の上皮間葉転換（EMT）によっ
てHNRNPLLの発現が低下することなどを明らかにした。平成
28年度は、以上の研究成果を専門誌「Gut」に論文投稿し、ア
クセプトされた。
　②がん転移においてHNRNPLLが果たすその他の役割の解明
　 前 年 度 ま で に、HNRNPLL cDNAあ る い はHNRNPLL 
shRNAを導入した大腸がん細胞株SW480の次世代シーケン
サー解析によって、HNRNPLLがDNA複製関連遺伝子の発現
量を正に制御することが示唆された。平成28年度は、この現象
の分子メカニズムを検討した。HNRNPLLをノックダウンあ
るいは強制発現した複数種の大腸がん細胞株を転写阻害剤アク
チノマイシンDで処理し、DNA複製関連遺伝子群の発現量を
リアルタイムPCRで経時的に定量した。複数の遺伝子において
HNRNPLLノックダウン細胞では半減期が短縮し、強制発現
細胞では半減期が延長した。また、RNA免疫沈降法によって
HNRNPLLがこれらの遺伝子のmRNAに結合することを見出し
た。以上の結果はHNRNPLLがDNA複製関連遺伝子のmRNA
に結合することで安定化することを示唆しており、引き続き検
証をおこなっている。

＜今後の方向＞
　前述②の研究課題を推進するとともに、③EMTにおける
HNRNPLLの発現低下機序についても解明を進めたい。これら
の研究を通して転移治療の分子標的候補を同定したい。

1 ）遺伝子病理診断部、 2 ）消化器外科部

＜研究課題＞　 2 - 2
　（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
　（副題）　トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の同

定

＜研究者氏名＞
　藤下晃章、梶野リエ、小島　康、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学
療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸
がんについては依然として治療が困難なことが多い。我々は安
定的に転移する大腸がんマウスモデルが作出することで、転移
のメカニズムの解明及び、転移を標的とした治療法の確立を目
指している。我々は、大腸がんの転移を制御する遺伝子を個体
レベルで探索するために、PiggyBacトランスポゾンを用いた
スクリーニングを開始しており、これまでに、大腸がんモデル
として腸管に良性の腺腫を発症するVillin-creERT2 ; Ctnnb+/

loxEx3 マウス（VBマウス）およびLgr5 -creERT2 ; Ctnnb+/loxEx3

マウス（LBマウス）にトランスポゾン（ATP 1 -S 2 ）マウス、
さらにトランスポゼース（Rosa-LSL-PBase）マウスを交配さ

せることにより（LBAPマウス）、タモキシフェン依存的に腸
管ポリープを形成させると同時に、その細胞でトランスポゼー
スを発現させる系を構築した。作出したLBAPマウスにタモキ
シフェンを投与し、 6 ヶ月後に解析したところ、一部の腫瘍で
は浸潤が認められたものの、粘膜下層に到達する程度であり、
大部分の腫瘍では浸潤が認められなかった。
　本年度はヒト大腸がんで高頻度に変異や欠失が確認されてい
るKras、p53、Smad4 遺伝子をタモキシフェン依存的に改変
できるマウス（KrasLSL-G12V、p53flox/flox、Smad4 flox/flox; KPSマウス）
をVBAPと掛け合わせた。また、Lgr 5 は腸管以外の臓器に発
現しており、腸管以外で腫瘍を形成する可能性を憂慮し、
LBAPとの交配は除外した。作成過程で誕生したVBPS マウス
やVBKPSマウスは腸管に間質増生を伴う浸潤性腺がんを形成
した。現在、これらのマウスにおける転移の有無について解析
するとともに、トランスポゾンの検証を行うため量産している。

＜今後の方向＞
　Ctnnb/Kras/p53/Smad4 マウスにトランスポゾン/トランス
ポゼース（AP）マウスを交配し、腸腺がんの転移を促進させ
る遺伝子の同定を試みる。同時にオルガノイド培養した
BAPKPSの大腸がん細胞を野生型マウスに同所移植を行い、
肝臓に転移した細胞を回収し、転移に関与する遺伝子の同定を
試みる。

＜研究課題＞　 2 - 3
　（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
　（副題）　高転移性肺がん細胞における一次線毛下流シグナル

経路の役割の解明

＜研究者氏名＞
　佐久間圭一朗、米村重信 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　ヘッジホッグ（Hh）シグナル構成分子であるPTCH 1 や
SMOの遺伝子変異によるHhシグナルの異常な活性化は基底細
胞がんや髄芽腫の原因として知られている。一方、これらの変
異に依存しないHhシグナルの活性化も肺がん、膵がん、大腸
がん、前立腺がんなどで報告されており、これらの活性化には
Hhシグナルの上流制御因子である一次線毛が関与する可能性
が考えられる。しかし、一次線毛－Hh経路のがんの病態生理
における役割、特に転移における役割はほとんど解明されてい
ない。
　前年度までに、ヒト肺腺がん細胞株のA549をTGF-βで処理
すると一次線毛の発現が誘導されることを電顕レベルで確認し
た。平成28年度は、同じく肺腺がん細胞株であるPC-14を用い
た検討をおこない、A549同様にTGF-β処理によって一次線毛
が発現することを観察した。興味深いことに肺扁平上皮がん細
胞株のEBC- 1 や肺大細胞がん細胞株のLu99ではTGF-βによる
一次線毛の発現誘導を認めなかった。
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＜今後の方向＞
　TGF-β処理に伴う肺腺がん細胞の一次線毛発現機序を分子
レベルで解明するとともに、がんの進行における一次線毛の役
割を明らかにしたい。

1 ）理研・ライフサイエンス技術基盤研究センター

＜研究課題＞　 3
　（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
　（副題）　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞
　小島 康、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義 1 ）、武藤　誠 2 ）、
　青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋
肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が
ん 患 者 のPerformance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病
態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。我々は、
悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、悪液質マウ
スモデルの解析に取り組んでいる。
　Apc変異マウスでは約20週齢から、cis-Apc/Smad4 変異マウ
スでは14週齢から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕死の
状態に至る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎縮、白
色脂肪組織の萎縮、脾腫が特徴的である。前年度までに、悪液
質を発症したApc変異マウスとcis-Apc/Smad4 変異マウスの肝
臓、骨格筋、血漿、腫瘍組織の代謝変化に関して、キャピラリー
質量分析法（CE-MS）を用いた解析を行い、データに関して
統計学的検討を加えて、肝臓、骨格筋に関して悪液質に特徴的
な代謝プロファイルが存在することを確認した。平成28年度は、
ヒトメラノーマSEKI細胞をヌードマウスに移植する悪液質モ
デルの肝臓、骨格筋においても、cis-Apc/Smad4 変異マウス
と同様の特徴的な代謝変化が起こることを見出した。加えて、
cis-Apc/Smad4 変異マウスとSEKI細胞モデルの血漿の解析か
ら、悪液質発症に関連する可能性がある、有望な炎症関連物質
を同定した。

＜今後の方向＞
　悪液質発症マウスの肝臓・骨格筋に特徴的な代謝プロファイ
ルを生ずるメカニズムに関して検討を加える。またcis-Apc/
Smad4 変異マウスとSEKI細胞モデルの血漿の解析から同定し
た悪液質発症に関連する可能性のある炎症関連物質の詳細につ
いても検証を行う。

1 ）慶應大・先端生命科学研究所、
2 ）京大・国際高等教育院

腫瘍医化学部

＜研究課題＞　 1
　（主題）　がん細胞周期における新規キナーゼカスケイド
　（副題）　Chk 1 のシグナル伝達経路を標的とした新たな治療

戦略

＜研究者氏名＞
　後藤英仁、谷川順美、中井由希子 1 ）、鐘巻将人 2 ）、
　藤田雅俊 3 ）、稲垣昌樹 4 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　細胞の遺伝情報であるDNAは、外来性（電離放射線、紫外線、
DNA障害性薬物など）および内因性（フリーラジカル、細胞
内代謝産物など）の要因によって、絶え間なく、損傷されてい
る。DNA障害を受けた細胞は、細胞周期の進行を停止させる
こと（細胞周期チェックポイント）で、DNA修復に必要な時
間を生み出している。また、修復機能を上回るDNA損傷や欠
損の場合は、細胞周期の進行を半永久的に停止したり（細胞老
化）、細胞死（アポトーシス）を導いたりして、障害細胞を増
殖細胞集団から排除する。
　このようなDNA障害チェックポイントは、ATM-Chk 2 -p53
経路とATR-Chk 1 -Cdc25A経路 の大きく二つのシグナル伝達
経路によって制御されている。ATM-Chk 2 -p53経路は、多く
のがんにおいて（遺伝子変異や欠失などによって）障害されて
いることが知られている。そのため、抗がん剤や放射線治療等
でDNA障害を引き起こした後、Chk 1 阻害剤を併用すること
で細胞死をがん特異的に引き起こすことが期待され、多くの薬
剤が臨床治験に入っている。
　我々の研究グループは、これまでに、Chk 1 が、ATR以外
のキナーゼからもリン酸化修飾を受けて機能変化していること
が明らかにしてきた。そのなかで、Chk 1 がDNA障害チェッ
クポイント応答だけなく、外的なDNA損傷が引き起こされて
いない環境においても機能していることも明らかにしてきた。
また、詳細は不明であるが、外的なDNA損傷がない状態にお
いてもがん細胞のほうが正常細胞よりもChk 1 活性が高いこと
が数々のグループから報告されている。このことは、Chk 1 阻
害剤が単剤でも抗がん治療に用いることを示唆しており、近年
ではこの方向で薬剤開発がされつつある。
　しかしながら、外的なDNA損傷がない状態におけるChk 1
の機能はほとんどわかっていないのが現状といえる。その一つ
の要因として、RNA干渉法などの手法では特定の細胞周期で
のみChk 1 を阻害できないため、出てきた表現型がどの細胞周
期におけるChk 1 阻害による影響かを検討できないことがあげ
られる。
　我々は、CRISPR/Cas 9 を用いてCHEK1 遺伝子座に特定の
遺伝子を挿入することで、内在性のChk 1 が薬剤依存性に分解
されるHCT116（大腸がん）細胞株（CHEK1 mAID/mAID）を樹
立することに成功した。親株のHCT116細胞（CHEK1 WT/WT）
と比較して、外的DNA損傷刺激に対するチェックポイント応
答に（内在性のChk 1 を分解していない条件下では）大きな差
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異を認めなかった。CHEK1 mAID/mAID細胞では、オーキシンの
付加後15-30分という比較的短いタイミングで効率的なChk 1
の分解が誘導された。CHEK1 WT/WT細胞ではオーキシン添加
によって細胞増殖にほとんど変化認められなかったのにもかか
わらず、CHEK1 mAID/mAID細胞ではオーキシン添加後 2 - 3 日
目より細胞増殖が低下し、その後、細胞死（アポトーシス）が
誘導されることが判明した。
　以上の結果は、がん細胞において、外的DNA損傷がない状
態においてもChk 1 が細胞の生存に関与していること、Chk 1
阻害剤が単剤で十分にがん細胞に細胞死を誘導できることを示
唆している。

＜今後の方向＞
　最近、CHEK1 mAID/mAID細胞にオーキシンを添加すると、比
較的早い時期にCdc25Aの分解が抑制され、Cdc25Aのタンパ
ク質量が増加してくることが判明した。このことは、外的
DNA損傷がない時期においても、 1 ）Cdc25Aをリン酸化し、
分解へと誘導していること、 2 ）Cdc25Aの分解により、細胞
周期進行エンジンであるサイクリン依存性キナーゼ（Cdk）が
異常に活性化していること、 3 ）この異常活性化により、細胞
死が誘導させている可能性がある。この仮説が正しいかを検証
するため、現在、Cdkの活性を負に制御するCdc25Aまたはp53
をChk 1 とともにオーキシン依存的に分解できるようにした
ら、Chk 1 の分解による細胞死が減弱するのかを検証中である。
また、CHEK1 mAID/mAID細胞を用いて、Chk 1 の新規基質を探
索し、この中に新たな抗がん治療の分子標的になるようなもの
はないかを検証している。

1 ）中央実験室、 2 ）国立遺伝研、 3 ）九大・薬、
4 ）三重大・分子生理

＜研究課題＞　 2
　（主題）　新しい中心体及び細胞間接着制御因子群の機能解析
　（副題）　trichoplein, Albatrossをはじめとした中心小体動態

を制御する蛋白質群によるがん研究

＜研究者氏名＞
　猪子誠人、林　裕子、五島直樹 1 ）、清野　透 2 ）、稲垣昌樹 3 ）、
　加納英明 4 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　中心体は 1 umほどの小さな細胞内構造であるが、特徴的な
動態変化として、①中心小体複製、②紡錘体形成、③一次線毛
形成、の 3 つを示す。これらに付随する細胞分裂・増殖・分化
は細胞の重要現象であるだけでなく、がん化の標的でもある。
特にがんでは中心体数の異常や一次線毛形成能の欠失がみられ
る。このように小さい作用点で大きい現象効果を生む中心小体
構造には、治療標的としての期待も持てる。一方で、その小さ
さゆえに困難な解析は、最近の高～超解像顕微鏡やオミックス
解析技術の総合進歩による克服を待つ必要があった。
　これまでに私どもは、一次線毛形成制御が細胞周期制御と連

動する発見をtrichoplein-オーロラA分裂期キナーゼ分子経路と
共に示した（猪子ら、JCB2012；猪子ら、化学と生物2013）。
具体的には、①一次線毛を強制的に形成させた正常二倍体細胞
は増殖培地中でも細胞増殖休止が誘導されることを発見し、②
この線毛動態制御の内在性分子機構は中心小体内における
trichoplein蛋白質の微小局在の有無によるオーロラA分裂期キ
ナーゼの活性切り替えであることを提示した。これにより、一
次線毛が形成できない培養がん細胞はオーロラA阻害で特異的
に分裂期障害を起こし死滅する可能性を同時に提示し得た。
　これまでに、中心小体で動態制御にあずかる新規標的分子群
を局在と機能の両面から検索し、新たに補填した。具体的には
産総研が保有する蛋白質局在情報データベース（HGPD）に基
づき、中心体局在を示す遺伝子約680個およびtrichoplein類似
配列蛋白質約100個を抽出した。これらを配列特性やRPE 1 -
hTRET細胞（不死化正常二倍体）を用いた遺伝子ノックダウ
ンスクリーニングで絞り込み、trichopleinと類縁の機能蛋白質
を数十個見出した段階にある。
　昨年度以来、trichoplein類縁蛋白質であるAlbatross（猪子ら, 
JCB2008）が中心体の 3 機能を全て統括する新知見を得た。私
どもが作成したAlbatross抗体は、生体組織において、気管多
線毛の根元にある中心小体類似構造に加え、広く複製中の中心
小体に局在を示した。そのため、正常二倍体培養細胞で以下の
局在・機能相関実験を追加した。まず、詳細な局在観察では中
心小体の遠位端と近位端の両方への局在を認めた。Albatross
ノックダウンでは血清飢餓下での一次線毛形成が阻害された
が、これは先行報告で示唆のあった遠位端機能の障害による。
一方で、血清存在下のAlbatrossノックダウンでは新たに中心
小体複製の障害が明らかとなった。マーカーを用いた局在相関
確認や・生化学的結合実験からは、これが近位端に局在する
SAS 6 の障害によることが示唆された。さらにAlbatrossノッ
クダウンでは紡錘体形成の障害が新たに見られた。こちらは近
位端に局在するPlk 1 の障害との相関を示す強いデータを複数
得ている。以上の結果は、Albatrossが 3 つの特徴的な中心体
動態を統括するこれまでにない重要分子であることを示唆する
ものである。
　本年度は、さらなる確証を複数の細胞種、生化学的手法、点
変異導入、断片変異体解析、そしてレスキュー実験によって得
ることができたため、最終投稿準備中にある。
　また、国立大学法人筑波大学・数理物質系の加納英明准教授
との共同研究では、白色レーザーを搭載した新しい顕微鏡を開
発し、網膜内の重要構造であり、中心体に付属する「線毛根」が、
第二次高調波発生で標識物質なしに可視化できることを、実験
的に証明した。

＜今後の方向＞
　Albatrossの中心体機能については、先行研究との比較でア
ドバンスを詳細に提示し、がんの基盤研究の論文報告としてま
とめる。
　また、共同研究で可視化に成功した「線毛根」は、実は幅広
い生物の感覚に寄与することから、眼病の診断や広範な生物感
覚研究への応用が期待される。トピックスである細胞力覚とが
ん化の関係なども見えてくるかもしれない。
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1 ）産総研・創薬分子プロファイリング、
2 ）国立がんセ・研、 3 ）三重大・分子生理、
4 ）筑波大　数理物質科学研究科　電子・物理工学専攻

中央実験室

＜研究課題＞
　（主題）　食道がん、頭頸部腫瘍の分子遺伝学的研究
　（副題）　ミトコンドリアDNAの多型と食道がん発がんリス

ク

＜研究者氏名＞
　組本博司、松尾恵太郎 1 ）、田中英夫 2 ）、田島和雄 3 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　ミトコンドリアゲノムDNA（mtDNA）は核ゲノムDNAと
比べ、一般に変異が生じやすいといわれている。また最近では
老化やがん化に伴ってmtDNAに変異を生じることも報告され
ている。我々は、食道がんについて高頻度にmtDNAの変異が
蓄積していることを以前明らかにした。もともと食道は、喫煙・
飲酒の影響を直接受ける器官であり、これらの生活習慣によっ
て発がんリスクも上昇することが示されている。mtDNAに多
くの多型が存在することで、酸化的リン酸化の過程で電子が漏
れ、活性酸素がより多く産生されることが考えられる。そこで、
本研究では、mtDNAのD-loop領域に存在する多型の数を数え、
食道がんの発がんリスクとの関連を解析することを計画した。
また、生活習慣に関わる発がんリスクとmtDNAの多型の数と
の関連も解析する。
　本研究には、HERPACC（the Hospital based Epidemiologic 
Research Program at the Aichi Cancer Center）のデータベー
スより食道がん患者185例、食道がん患者に性、および年齢を
一致させた非がん患者対照185例を用いた。喫煙、飲酒習慣を
含む生活習慣に関する情報、さらに、血液からDNA得た。
　mtDNAのD-loop領域は、複製、転写をコントロールする領
域であり、多型、変異が多数見つかっている領域でもある。現
在、食道がん患者および、非がん患者由来のDNAの塩基配列
を決定すると同時に、これらの解析した塩基配列と、mtDNA
の基準配列であるrCRSと比較することによって、D-loop領域
の多型を網羅的に検出しているが、塩基置換が全体の 8 割を占
めた。現在のところ、平均で、食道がん患者で6.7多型/人、非
がん患者で6.7多型/人の多型が検出されている。

＜今後の方向＞
　今後、多型の数と食道がんリスクとの関連、さらに飲酒・喫
煙のリスクを修飾する多型の探索を行う。また、核だけでなく
ミトコンドリアでも働いていることが明らかとなっている修復
遺伝子、hOGG- 1 の多型（Ser326Cys）をそれぞれのサンプル
について解析し、mtDNAの変異と喫煙・飲酒との関連や、さ
らに、mtDNAの変異と飲酒・喫煙習慣との関連を明らかにし、
食道がんにおけるmtDNAの変異がどのような過程で生じるか

を考察する。

1 ）遺伝子医療研究部、 2 ）疫学・予防部、 3 ）三重大学医学部
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3 ．病院及び研究所における共同研究（共同研究費）

＜研究課題 1 ＞
　悪性中皮腫の原因遺伝子の同定と臨床応用
　Identification of genes responsible for the development and 
progression of mesothelioma and their clinical application

＜研究者氏名＞
　所　属　部　分子腫瘍学部
　研究者氏名　関戸好孝
　共同研究者　樋田豊明、田中広祐、堀尾芳嗣、谷田部 恭、
　　　　　　　水野鉄也、坂尾幸則

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞
　悪性中皮腫のゲノム異常の本体を明らかにするために、愛知
県がんセンターで樹立された悪性中皮腫細胞株および兵庫医科
大学で集積された悪性中皮腫検体を用いて全エクソームシーク
エンスを行い、ゲノム異常について解析を進めた。解析の結果、
悪性中皮腫は、 1 ）CDKN 2 A、NF 2 、BAP 1 、およびTP53
といった腫瘍抑制遺伝子の変異・欠失がドミナントな腫瘍であ
ることが明らかとなった。さらに、 2 ）他の固形腫瘍と比べ、
遺伝子変異数は比較的少ないこと、 3 ）活性型のがん遺伝子変
異（ドライバー変異）は稀であること、 4 ）染色体全般に広範
囲に欠失が見られること、5 ）遺伝子変異は、組織型（上皮型、
二相型、肉腫型）によって頻度の違いが認められること、等が
明らかとなった。
　機能的な視点から遺伝子変異を分類したところ、共通するパ
スウェイにおける異常が検出されていた。すなわち、NF 2 遺
伝子はHippo細胞内シグナル伝達系を制御するが、そのシグナ
ル伝達系の構成因子であるLATS 1 / 2 の変異や欠失が同定さ
れた。一方、BAP 1 はヒストン脱ユビキチン化酵素をコード
するが、同様にヒストン修飾に関わるSETDB 1 やSETD 2 の
遺伝子変異も同定された。これらの結果から、ゲノム異常から
統合される細胞内のシグナル伝達系異常としては　A）NF 2 -
Hippoシグナル伝達系の破綻と、その破綻によるYAP/TAZ転
写コアクチベーターの恒常的活性化、及びその下流遺伝子の転
写亢進、Ｂ）BAP 1 , SETDB 1 , SETD 2 変異を中心とするエ
ピジェネティクス異常、遺伝子転写機構の調節異常、さらには
DNA損傷修復応答の異常、C）CDKN 2 AやTP53異常による、
細胞周期調節、細胞老化・アポトーシス誘導機構の破綻、にま
とめられた。これら 3 つのシグナル伝達系機構の破綻が悪性中
皮腫の発生や進展に特に重要であることが示唆された。
　以上の結果より、臨床応用の観点からは、悪性中皮腫で変異
している遺伝子（腫瘍抑制遺伝子）を直接の標的として治療薬
の開発を行うことは極めて困難であり、別の戦略を立てること
の必要性が強く示唆された。NF 2 -Hippoバスウェイの破綻に
よるYAP/TAZの活性亢進については、これらが転写因子
TEADとの結合を阻害する薬剤の開発が考えられる一方、
NF 2 、BAP 1 と合成致死の表現型を示す遺伝子の同定が有力
な戦略になりうるものと考えられた。本研究成果を基軸に新た
な治療戦略の構築に向けた取組みが重要であることが強く示唆

された。

＜研究課題 2 ＞
　頭頸部癌症例対照
　A case-control study of head and neck cancer.

＜研究者氏名＞
　所　属　部　疫学・予防部
　研究者氏名　伊藤秀美
　共同研究者　長谷川泰久、松尾恵太郎、尾瀬　功、
　　　　　　　小栁友理子

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞
　中央病院との共同で頭頸部がんの症例対照研究を実施した。
飲酒習慣とALDH 2 遺伝子型の組合わせによる生涯リスクの推
計を行った。

＜研究課題 3 ＞
　遺伝子多型を含めた乳がんリスク予測モデリング
　Breast cancer risk prediction modeling using genetic 
polymorphisms information.

＜研究者氏名＞
　所　属　部　遺伝子医療研究部
　研究者氏名　松尾恵太郎
　共同研究者　伊藤秀美、尾瀬　功、鵜飼知嵩、岩田広治

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞
　遺伝子多型が乳がんのリスクと関連する報告が積み重なって
来たが、実際にそれをどう予防に応用するかに関しては確立さ
れていない。我々は、乳がんのリスク予測モデルを病院疫学デー
タを用いて構築してきた。本研究を通じて22個の遺伝子多型の
情報と疫学情報の組合わせを用いたリスク予測モデルを構築し
た。今後の個別リスクフィードバックを行う基盤が構築できた。

＜研究課題 4 ＞
　すい臓がんに結合する高親和性抗体の樹立

＜研究者氏名＞
　所　属　部　腫瘍免疫学部
　研究者氏名　桑原一彦
　共同研究者　葛島清隆、太田里永子、岡村文子、水野伸匡、
　　　　　　　原　和生、肱岡　範、清水泰博

＜目的、方法、進歩状況または結果のまとめ、考察等＞
1 ）膵・胆管がん細胞表面に特異的に結合する高親和性のモノ
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クローナル抗体を取得すること。
2 ）取得したハイブリドーマ（抗体産生細胞株）から抗体遺伝

子を単離した後、免疫療法への応用のための改変を加えて、
インビトロでの検討を実施すること。

3 ）取得した抗体について、診断への応用可能性の検討を実施
すること。

以上を目的とした。

　背景：我が国における急速な高齢人口の増加に伴い、高齢の
がん患者の急増によってがん死亡者数は増加すること予想され
ている。一方、がん患者全体の 5 年生存率はやや改善傾向にあ
るものの、 膵臓、胆管等の深部臓器に由来する早期発見の難し
いがんにおいては、明らかな生命予後の改善が未だに得られて
いない。効果の高い免疫療法の構築は、難治性がんの新規治療
として有望であると考えられる 1 ）。このため、がん抗原を標
的とした能動免疫あるいは受動免疫により、免疫を賦活化して
腫瘍細胞の駆逐を行うようなさまざまな治療法に期待が集まっ
ている。このためよりテーラーメイドで、副作用の少ない革新
的な治療法の構築が望まれている。
　我々は免疫応答で抗体の親和性成熟に機能する分子germinal 
center-associated nuclear protein（GANP）を過去に見出した。
この分子を免疫グロブリンプロモーター／エンハンサー制御下
で強制発現させた遺伝子導入マウス（以下GANPマウスと略）
を作製したところ、抗原に対してKD値＝ 1 x10－ 9 ～－11M水準の
超高親和性モノクローナル抗体を産生することが明らかとなっ
た。このマウスを用いた抗体事業がすでに展開されており、従
来法では作製することができなかった90種類以上の抗原に対し
て抗体作製に取り組み、90％の抗原に対して満足すべき抗体の
作製に成功している。
　研究方法：膵がん、胆管がん患者の腹水から、抗EpCAM抗
体結合磁気ビーズなどを用いてがん細胞を単離する。単離した
がん細胞をGANPマウスの腹腔内へ複数回接種し、脾臓細胞と
ミエローマ細胞を融合させる。HAT選択培地下で増殖してき
た細胞の培養上清を用いてがん細胞への反応性をELISAや免
疫組織染色などにより選別し、候補クローンを限界希釈法によ
りクローニングする。
　樹立したハイブリドーマから抗体をコードするmRNAを精
製した後、逆転写酵素を用いてcDNAを作製する。PCR法を用
いて抗体の重鎖、軽鎖それぞれの可変領域cDNAを融合し、
single chain fragment variant（scFV）をコードするDNAを作
製する。scFVは、当該抗体の抗原結合部位が 1 本のポリペプ
チドから構成されているものであるため、以下の応用が可能と
なる。すなわち、scFVからchimeric antigen receptor（CAR）
およびbi-specific T cell engagers（BiTE）を作製する。CAR
と は、scFVにT細 胞 抗 原 受 容 体（T cell antigen receptor, 
TCR）ζ鎖の細胞内シグナル伝達ドメインと、CD28および
4 - 1 BBL等のTリンパ球共刺激分子の細胞内ドメインを融合
した構造物である。BiTEとは、標的抗原に特異的なscFVと、
CD 3 に特異的なscFvに融合した蛋白構造物である。CAR遺伝
子を導入した活性化Tリンパ球およびBiTE蛋白の抗腫瘍機能
は、インビトロにおける細胞傷害試験と腫瘍移植免疫不全マウ
スを用いたインビボ試験で評価する。

　抗体が免疫診断へ応用可能かは得られた抗体の認識する抗原
の性状（がん細胞表面にのみ発現するのか、あるいは血清中に
分泌されるのか、など）に依存する。がん細胞表面にのみ発現
する抗原を認識する場合は抗体を標識してがん細胞に取り込ま
せることで体外診断に応用できる。血清中に放出される抗原の
場合はCA19- 9 などの腫瘍マーカーのように血清診断に応用で
きる。
　結果と考察：文書による説明と同意が得られた後に、がん性
腹水を有する膵がん患者腹腔内から注射器を使用して腹水を採
取した。腹水中には、がん細胞、マクロファージ等の炎症細胞、
リンパ球などが混在していたため以下の操作を行った。すなわ
ち、腹水を遠心してペレット状に集積した細胞分画をリン酸緩
衝液（PBS）で洗浄・遠心操作を数回繰り返した後に、少量の
PBSに懸濁し、磁気ビーズ標識した抗EpCAM抗体を加えて
4 ℃、20分静置した。さらにPBSによる洗浄・遠心操作を加え
た後、磁場を利用して磁気ビーズ標識抗EpCAM抗体が結合し
ているがん細胞を単離した。今年度に得られたがん性腹水は粘
張度が高いものであったので、以上の操作を加えた後に得られ
たがん細胞数が、マウス免疫に必要な数に満たなかった。今後
は、粘張度が低くがん細胞を比較的多く含むと予測される検体
を用いて、必要な細胞数を確保する予定である。

＜研究課題 5 ＞
　上咽頭がん組織に感染したＥＢウイルスゲノムの解析
　Analysis of Epstein-Barr virus genomes derived from 
nasopharyngeal carcinoma tissues

＜研究者氏名＞
　　所　属　部　感染腫瘍学部
　　研究者氏名　神田　輝
　　共同研究者　頭頸部外科　長谷川泰久

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞
　上咽頭がん組織にはほぼ100％ EBウイルスの感染が認めら
れ、細胞がん化におけるEBウイルスの関与が強く疑われてい
る。近年のシークエンス技術の進歩に伴い、EBウイルス株に
は多様性が存在することが明らかになったが、日本人上咽頭が
ん組織に感染しているEBウイルス株の解析の報告はきわめて
限られている。そこで、日本人上咽頭がん組織に感染したEB
ウ イ ル ス 株 に お け る ウ イ ル ス が ん 遺 伝 子LMP 1 （latent 
membrane protein 1 ）の塩基配列に着目して研究を行った。
　インフォームドコンセント下において上咽頭がん生検組織 3
検体の提供を受け、それぞれの組織に感染したEBウイルス株
のLMP 1 遺伝子塩基配列を決定した。これらの遺伝子がコー
ドするLMP 1 蛋白質について、アミノ酸配列レベルで既知の
LMP 1 蛋白質と比較する系統樹解析を行った。その結果、 2
検体は中国・東アジアの上咽頭がん・胃がんに感染している
EBウイルス株（中国・東アジア型）と同様のタイプであった。
一方、 1 検体は中国・東アジア型と（伝染性単核症由来株であ
るB95- 8 株に代表される）欧米型の中間の位置に分類された。
組換えEBウイルスを用いた実験系により、この中間型LMP 1
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遺伝子は、中国・東南アジア型のLMP 1 遺伝子と同様の機能
を有することを明らかにした。以上より、がん組織に感染して
いるEBウイルス株LMP 1 遺伝子は機能的に同じグループに属
することが示された。以上より、機能的に共通なLMP 1 遺伝
子を持つEBウイルス株が上咽頭がん発がんに関与する可能性
が示唆された。

＜研究課題 6 ＞
　大腸がん転移抑制遺伝子の同定およびその機能解析
　Identification and functional analysis of colon cancer 
metastasis suppressor genes

＜研究者氏名＞
　所　属　部　分子病態学部
　研究代表者　佐久間圭一朗
　共同研究者　佐々木 英一、木村賢哉、清水泰博、
　　　　　　　谷田部 恭、青木正博

＜目的＞
　大腸がんの罹患数は年々増え続けており、その死因の大半に
転移が関与するといわれる。転移の機序は未解明の点が多く、
転移促進因子は数多く報告されている一方で、転移抑制因子は
ほとんど同定されていない。我々は、低転移性マウス大腸がん
細胞株CMT93とshRNAライブラリーを用いたマウス生体内ス
クリーニング法を確立し、新規大腸がん転移抑制遺伝子として
pre-mRNAスプライシングファクターをコードするHnrnpllを
同定した。ヒトにもHnrnpllのオルソログHNRNPLLが存在す
る。本研究課題では、HNRNPLLの機能および発現制御機構の
解明をおこなう。

＜研究成果＞
　平成28年度の成果として、①新規大腸がん転移抑制遺伝子
HNRNPLLを 同 定 し た こ と、 ②HNRNPLLはCD44のpre-
mRNAスプライシングに関与すること、③HNRNPLLの発現低
下は上皮間葉転換とリンクすることを専門誌「Gut」に論文発
表した。さらにその続きとして、HNRNPLLによってスプライ
シング制御を受ける遺伝子群の網羅的同定を目的に、次世代
シーケンシングとRNA免疫沈降法を用いた検討をおこなった。
大 腸 が ん 細 胞 株SW480にHNRNPLL cDNAあ る い は
HNRNPLL shRNAを導入し、HiSeqを用いて両者のmRNA発
現パターンを網羅的に比較した。 2 倍以上の発現増加を示した
スプライスバリアントを有する遺伝子群を抽出し、公共データ
ベ ー スDAVID（Database for Annotation, Visualization and 
Integrated Discovery）によるクラスタリング解析をおこなっ
た と こ ろ、HNRNPLL cDNAを 導 入 し た 細 胞 で は“DNA 
replication”や“Cell cycle”などのパスウェイが上位に検出さ
れ、HNRNPLL shRNAを導入した細胞では“Regulation of 
actin cytoskeleton”、“Adherence junction”、“Focal adhesion”
な ど の パ ス ウ ェ イ が 上 位 に 検 出 さ れ た。 現 在、DNA 
replication関連遺伝子について、HNRNPLLによる発現量制御
機序の詳細な検討をおこなっている。

＜成果発表＞
　Sakuma K, Sasaki E, Kimura K, Komori K, Shimizu Y, 
Yatabe Y, and Aoki M. HNRNPLL, a newly identified 
colorectal cancer metastasis suppressor, modulates alternative 
splicing of CD44 during epithelial-mesenchymal transition. 
Gut, in press.
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4 ．プロジェクト研究（共同研究費）

＜研究課題 1 ＞
　ganp遺伝子多型の非遺伝散発性乳癌発症及び悪性進展への
寄与の検討
　Contribution of ganp polymorphisms to the occurrence and 
malignant progression of sporadic breast cancers

＜研究者氏名＞
　所　属　部　　腫瘍免疫学部
　研究者氏名　　権藤なおみ
　共同研究者　　伊藤秀美、吉村章代、桑原一彦

＜目的＞
　GANP分子の発現異常がマウスにおいては乳癌発症を引き起
こすことが明らかとなった（Kuwahara et al., 2016）。ヒト乳
癌の発症や悪性進展にもこの分子が関与する可能性を考え、ヒ
トganp遺伝子多型（single nucleotide polymorphisms; SNPs）
に着目して「愛知県がんセンター病院疫学研究」（HERPACC）
のデータを用いて症例対照研究を実施した。

＜方法＞
　「愛知県がんセンター病院疫学研究」（HERPACC）に参加し
た非がん対照者694名、乳癌患者1376名（2001年から2005年に
愛知県がんセンター中央病院で乳がんと診断された患者）のゲ
ノム情報を検討した。イルミナ社iCOGSチップでジェノタイプ
された約20万多型のうち、ganp領域にあるタグSNPsを13カ所
選定した。これらの遺伝子多型は、 2 個の連鎖不平衡ブロック
内に存在していたので、各ブロックから 1 つずつSNPsを選出
した（rs2839178とrs11702450）。統計解析は乳がんリスクとの
関連をConditional logistic regression modelによるオッズ比

（OR）と95％信頼区間（CI）にて評価し、乳癌症例での生存解
析をKaplan-Meier methodとmultivariable Cox proportional 
hazard modelによるハザード比（HR）と95％ CIを用いて行っ
た。

＜結果および進捗状況＞
①ganp遺伝子多型と乳癌リスク
　rs2839178とrs11702450は、両SNPでマイナーアレルの頻度
は乳がん患者では対象者と比較して 1 / 2 以下であることがわ
かった。rs2839178では、Genotype modelで、GG型の人の乳が
んリスクを 1 とした時、AA型の人のオッズ比は0.41であった

（95% CI, 0.23-0.72, p=0.002）。またper allele modelにおけるオッ
ズ 比 は、0.84（0.72-0.99, P＝0.038） で あ っ た。 一 方、
rs11702450では。rs2839186と同様の傾向を示したが、統計学
的に有意ではなかった。
　以上の結果から、rs2839178のAA型は、GG型と比べ、乳が
んリスクを40％低下させることが示され、rs2839178をはじめ
とするganp遺伝子多型は乳がんリスクと関連していることが
分かった。なお、この関連において、乳癌のサブタイプによる
差はなかった。

②ganp SNPsと乳癌患者予後
　ヒト乳癌患者検体を用いた後向きコホート研究により、
GANP低発現群は高発現群に比べて乳癌特異的生存期間、無再
発生存期間の両方において予後が悪いことが明らかとなってい
る（Kuwahara et al., 2016）。そこでganp SNPsが発症のみな
らず予後にも影響するかどうかを解析した。
　Per allele modelでrs2839178のG alleleを持つ患者は、無病生
存期間が長かった［HR 0.70（95%CI: 0.50-0.98）P＝0.04］。ま
た統計学的に有意差はないものの、全生存期間も長い傾向に
あ っ た［HR 0.69（95%CI: 0.44-1.08）P＝0.11］。rs11702450は
予後との関連は認めなかった。

＜考察＞
　ganp欠損マウスと乳癌発症との関連に基づき、本研究では
ヒト乳癌発症におけるGANPの役割関してganp遺伝子多型に着
目して解析した。ganp遺伝子多型は、乳癌リスクや予後と関
連することが示されたが、この遺伝子多型がGANPタンパク発
現にどのような影響を与えるかは本研究では明確にできていな
い。これまでGWASで同定された多くの乳癌疾患感受性遺伝
子のオッズ比は2.0以下（もしくは0.5以上）であることを考え
ると、本研究で解析したganp遺伝子多型のオッズ比は0.4であ
り、乳がん発症に大きな影響を与える遺伝子多型として大いに
有望である。

＜研究課題 2 ＞
　大腸がん転移抑制遺伝子の同定およびその機能解析
　Identification and functional analysis of colon cancer 
metastasis suppressor genes

＜研究者氏名＞
　所　属　部　分子病態学部
　研究代表者　佐久間圭一朗
　共同研究者　佐々木英一、木村賢哉、清水泰博、谷田部 恭、
　　　　　　　青木正博

＜目的＞
　大腸がんの罹患数は年々増え続けており、その死因の大半に
転移が関与するといわれる。転移の機序は未解明の点が多く、
転移促進因子は数多く報告されている一方で、転移抑制因子は
ほとんど同定されていない。我々は、低転移性マウス大腸がん
細胞株CMT93とshRNAライブラリーを用いたマウス生体内ス
クリーニング法を確立し、新規大腸がん転移抑制遺伝子として
pre-mRNAスプライシングファクターをコードするHnrnpllを
同定した。ヒトにもHnrnpllのオルソログHNRNPLLが存在す
る。本研究課題では、HNRNPLLの機能および発現制御機構の
解明をおこなう。
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＜研究成果＞
　平成28年度の成果として、①新規大腸がん転移抑制遺伝子
HNRNPLLを 同 定 し た こ と、 ②HNRNPLLはCD44のpre-
mRNAスプライシングに関与すること、③HNRNPLLの発現低
下は上皮間葉転換とリンクすることを専門誌「Gut」に論文発
表した。さらにその続きとして、HNRNPLLによってスプライ
シング制御を受ける遺伝子群の網羅的同定を目的に、次世代
シーケンシングとRNA免疫沈降法を用いた検討をおこなった。
大 腸 が ん 細 胞 株SW480にHNRNPLL cDNAあ る い は
HNRNPLL shRNAを導入し、HiSeqを用いて両者のmRNA発
現パターンを網羅的に比較した。 2 倍以上の発現増加を示した
スプライスバリアントを有する遺伝子群を抽出し、公共データ
ベ ー スDAVID（Database for Annotation, Visualization and 
Integrated Discovery）によるクラスタリング解析をおこなっ
た と こ ろ、HNRNPLL cDNAを 導 入 し た 細 胞 で は“DNA 
replication”や“Cell cycle”などのパスウェイが上位に検出さ
れ、HNRNPLL shRNAを 導 入 し た 細 胞 で は“Regulation of 
actin cytoskeleton”、“Adherence junction”、“Focal adhesion”
な ど の パ ス ウ ェ イ が 上 位 に 検 出 さ れ た。 現 在、DNA 
replication関連遺伝子について、HNRNPLLによる発現量制御
機序の詳細な検討をおこなっている。

＜成果発表＞
　Sakuma K, Sasaki E, Kimura K, Komori K, Shimizu Y, 
Yatabe Y, and Aoki M. HNRNPLL, a newly identified 
colorectal cancer metastasis suppressor, modulates alternative 
splicing of CD44 during epithelial-mesenchymal transition. 
Gut, in press.

＜研究課題 3 ＞
　HER 2 陽性胃癌患者のリキッドバイオプシーによるトラス
ツマブ耐性機序の解明とその克服法の検索
　A pilot study to investigate the mechanisms of resistance 
to trastuzumab and promising combination therapy to 
overcome the resistance using liquid biopsy in HER 2 -positive 
gastric cancer

＜研究者氏名＞
　所　属　部　薬物療法部
　研究者氏名　谷口浩也
　共同研究者　宇良　敬、門脇重憲、田中　努（内視鏡部）、
　　　　　　　中西速夫（遺伝子病理診断部）、室　　圭

＜目的＞
　切除不能進行・再発HER 2 陽性胃癌に対する標準治療は、
抗HER 2 抗体薬トラスツズマブを含む全身化学療法である。
しかしながら、未だその治療成績は十分とは言えないのが現状
である。本研究は、HER 2 陽性胃癌患者から採取した腫瘍由
来血中遊離DNAおよび血液循環腫瘍細胞を用いてトラスツズ
マブ獲得耐性機構を解明し、耐性克服を目標とした分子標的薬
併用療法を企業・医師主導治験として提案することを目的とし

ている。

＜方法＞
　当院通院中のHER 2 陽性胃癌患者を含む胃・大腸癌患者に
対し化学療法開始前、実施中、耐性後に血液採取を行い、腫瘍
由来血中遊離DNA（cfDNA）ならびに血液循環腫瘍細胞（CTC）
を採取する。cfDNAを抽出しBioRad社QX100によるdroplet 
digital PCR法にてHER 2 , EGFR, KRAS, PIK 3 CA, METなど
の遺伝子変異／遺伝子増幅の有無を測定し、抗HER 2 薬治療
前後での変化を検討する。CTCは院内で開発した方法にて測
定し、可能であればDNA/RNAを抽出、遺伝子発現解析を行う。

＜結果＞
　2017年 3 月末現在234検体の遺伝子変異解析を実施した。患
者背景は年齢中央値（範囲）66（24-88）歳，男／女 57%／
43%である。ほぼ全ての大腸癌患者から採取した血液検体から
cfDNAの抽出は可能であった。腫瘍組織のRAS/BRAF遺伝子
状態との一致率を検討したところ、RAS遺伝子は感度56.2%、
特異度85.4%であった。BRAF遺伝子変異は腫瘍組織由来の
DNAでBRAF変異型と診断された 6 例中 3 例でcfDNAからの
BRAF遺伝子変異が検出可能であった。一方、腫瘍組織からの
診断にてHER2 遺伝子増幅のある胃癌におけるcfDNAでの
HER 2  copy numberの検討を行ったが、copy numberの明ら
かな増加が認められたのは33.3%と低率であった。

＜考察＞
　本研究は腫瘍組織を（再）生検することなく低侵襲に患者の
癌の遺伝子状態を知り得る、いわゆる“リキッドバイオプシー”
の臨床応用を目指す重要な研究として位置付けられる。血液（血
漿）から癌由来の核酸（DNA）を抽出し、遺伝子状態を調べ
る技術は、近年急速に確立されつつあるが、未だ標準化されて
おらず発展途上である。本研究においても、遺伝子検査に十分
なcfDNA量の抽出は可能であったものの、遺伝子変異/増幅の
検出率は期待よりも低率であった。血液採取した患者の多くが、
進行癌患者であるものの化学療法により癌のコントロールが出
来ていたことも一因かもしれない。本法でcfDNAからHER 2
増幅を検出することは困難と考えられた。

＜研究課題 4 ＞
　悪性リンパ腫の治療効果・予後に関与する遺伝子変異の探索
　Investigation for genetic alterations associated with 
predictive and prognostic value in malignant lymphoma

＜研究者氏名＞
　所　属　部　　血液・細胞療法部
　研究者氏名　　加藤春美
　共同研究者　　都築　忍、山本一仁、木下朝博

＜背景・目的＞
　悪性リンパ腫は多様な病型から成り立ち、病型ごとに分子生
物学的・病理学的特徴および、臨床経過・予後が異なる。各病
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型の分子病態に基づいた治療の最適化をはかるために、治療に
先立ち薬剤反応性の事前予測および治療の最適化は重要な課題
である。本研究では、悪性リンパ腫の一病型であり、希少疾患
に属する成人リンパ芽球性リンパ腫における薬剤反応性を事前
に予測するシステムを構築することを目的としている。

＜方法および結果＞
　成人T細胞リンパ芽球性リンパ腫に対しては、2004年に米国
より報告された治療強度の高い化学療法であるhyper CVAD/
MA交代療法にひきつづく強化・維持療法での良好な治療成績 

（Thomas et al. Blood 2004）の報告結果を受けて、当院でも
2005年以降、成人T細胞リンパ芽球性リンパ腫に対して、上記
治療を継続的に実施している。今回の解析対象は、当院で診断
およびhyper CVAD/MA療法をうけた成人T細胞リンパ芽球性
リンパ腫 8 例。成人T細胞リンパ芽球性リンパ腫の診断にあ
たって、当院では骨髄腫瘍細胞の浸潤割合にかかわらず、リン
パ節腫大または縦郭腫瘤を有する症例は、成人T細胞リンパ芽
球性リンパ腫として連続的に治療をおこなっている。
　まず細胞起源を同定するため、抗CD 1 a, CD 2 , cCD 3 , 
sCD 3 , CD 7 , CD34抗体を用いて腫瘍細胞の表現型の解析をお
こなった。 4 症例はcortical T-cell type、 2 症例はmedullary 
T-cell type、 2 例はpro T/pre T-cell typesであった。これら 8
症例のうち、 2 例で再発をみとめ、再発を認めた症例はpro/
pre T-cell typesと診断された症例であった。一方で、歴史的
に成人T細胞リンパ芽球性白血病と定義され予後が不良である
ため移植治療が適応考慮される 2 例（cortical T-cell type）に
ついては上記治療で長期寛解を得ることができている。
　既報として、小児急性リンパ芽球性白血病では、細胞起源と
予後との相関が検討されており、early T-cell precursor acute 
lymphoblastic leukemiaと診断される表現型を示す症例の存在
が示されている（Coustan-Smith et al. Lancet Oncol 2009）。
Early T-cell precursorsの 表 現 型 と し て は、T細 胞 表 現 型 

（CD 1 a陰性, CD 8 陰性, CD 5 dim）を有する細胞において、
myeloidま た はstem cell antigensと し てCD13, CD33, CD34, 
CD117, and/or HLA-DRを発現している細胞と定義されている 

（Bell et al. Nature 2008）。これらの症例では予後不良な経過を
示すことが報告されていたが（Coustan-Smith et al. Lancet 
Oncol 2009）、その後、いくつかの研究グループより報告がお
こなわれており、予後不良でないというデータも報告されてい
る。今回、これらの表現型について検討を行ったところ、pro 
T-cell typeの症例がearly T-cell precursorsの表現型と診断さ
れた。本症例はhyper CVAD/MA交代療法中に早期再発を認
め、化療抵抗性を有する症例であったことを示した（Kato H 
et al. Hematology. 2017; ahead of print）。
　Early T-cell precursorsの表現型を含む上記 8 症例のうち、
正常細胞からのDNAを抽出可能な症例について、腫瘍細胞に
おける遺伝子変異解析の検討をおこなった。磁気細胞分離法を
用いて細胞純化可能な症例について遺伝子の抽出を行い、次世
代シーケンサーを用いた遺伝子変異の解析を行い 3 症例のデー
タを取得することができた。現在、詳細な解析を進めつつ、臨
床情報との関連を検討し、予後・治療予測因子となるマーカー
につき統計学的解析を行っている。

＜考察および結語＞
　本研究では、成人T細胞リンパ芽球性リンパ腫を対象として、
正常T細胞の各分化段階を基に、腫瘍性T細胞における分化段
階と臨床経過との関連性について解析を行った。小児急性リン
パ 芽 球 性 白 血 病 で 示 さ れ て い るearly T-cell precursor 
phenotypeは、成人リンパ芽球性リンパ腫においても認められ
る表現型であり、治療抵抗性を示す症例であった。本研究で明
らかにされた新たな特筆すべき知見としては、従来の定義では
予後不良とされる成人T細胞リンパ芽球性白血病と診断される
リンパ節腫大または縦郭腫瘤を有する 2 例（cortical T-cell 
type）に対して、成人T細胞リンパ芽球性リンパ腫に対する強
化型治療をおこなうことで、予後の改善が見込める可能性が示
されたことである。現在、得られた遺伝子解析データについて、
臨床情報を含めた詳細な検討を実施中であり、予後・治療予測
因子となるマーカーの同定を試みている。
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第 2 章　研究発表関係

1 ．学会等における研究発表テーマ調べ（総長）

総長

001	 Kinoshita T : The Para-Aortic Lymph Node Dissection 
in The Era of Neoadjuvant Chemotherapy. Korea 
International Gastric Cancer Week, 2017,(Korea),[招 聘 講
演]

002	 木下　平 : 噴門側胃切除術の再建方法と治療成績．第78回
日本臨床外科学会総会，2016,(東京),[ビデオシンポジウム : 
特別発言]

003	 林　大介，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，岩田至紀，重吉　到，筒山将之，赤澤智
之，清水泰博，木下　平 : 当院における膵中央切除術の検
討．第116回日本外科学会定期学術集会，2016,(大阪),[ポス
ターセッション]

004	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，木下　平 : 膵癌手術における膵切除断端
の術中迅速病理診断の意義．第116回日本外科学会定期学
術集会，2016,(大阪),[ポスターセッション]

005	 千田嘉毅，清水泰博，夏目誠治，小森康司，川上次郎，木
下　平 : 当科における腹腔鏡下膵尾側切除術の術式と手術
適応の変遷．第28回日本肝胆膵外科学会・学術集会，
2016,(大阪),[口演]

006	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，植村則久，木下敬史，千
田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平 : 通常
ポートの腹腔鏡下胃切除術の技術で施行可能な胃癌
Reduced Port Surgery．第71回日本消化器外科学会総会，
2016,(徳島),[ビデオセッション]

007	 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，清水泰博，木下　平 : 術
後栄養指標からみた胃術後障害．第46回胃外科術後障害研
究会，2016,(鳥取),[口演]

008	 重吉　到，伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，木下　平 : 当
院に於ける胃亜全摘症例の検討．第89回日本胃癌学会総会，
2017,(広島),[ポスターセッション]

009	 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，清水泰博，木下　平 : 腹
腔鏡下胃切除と開腹手術における術中出血量と計算された
出血量．第89回日本胃癌学会総会，2017,(広島),[ポスター
セッション]
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2 ．学会等における研究発表テーマ調べ（病院）

消化器内科部

001	 Hara K : EUS-BD. AEG Myanmar Workshop,2016, 
(YANGON),[特別講演]

002	 Hara K : Interventional EUS Live Demo. AEG Myanmar 
Workshop,2016,(YANGON),[ワークショップ]

003	 Ueno M, Ozaka M, Ishii H, Sato T, Ikeda M, Uesugi K, 
Sata N, Miyashita K, Mizuno N, Tsuji K, Okusaka T, 
Furuse J : Phase II study of modified FOLFIRINOX for 
chemotherapy-naïve patients with metastatic pancreatic 
cancer.. ASCO 2016,2016,(Chicago, USA),[ポスター]

004	 Hara K : What is the best route of EUS-BD? .T-CAP 
2016,(名古屋),[講演]

005	 Okuno N, Hara, K, Yamao K, Mizuno N, Hijioka S, 
Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, 
Hirayama T, Shibuya H, Kondou H, Fujita A, 
Toriyama K, Suzuki H, Bhanthumkomol P , Niwa Y : 
Efficacy of the 6 -mm fully covered self-expandable 
metallic stent for EUS-guided hepaticogastrostomy : a 
prospective clinical study. Tokyo Conference of Asian 
Pancreato-biliary Interventional Endoscopy 2016,2016,(東
京),[口演]

006	 Hara K :  Teaching Material of EUS. 2 nd AEG 
subcommittee meeting,2016,(シンガポール),[口演]

007	 Hara K : Goal of Teaching Subcommittee. 2 nd AEG 
subcommittee meeting,2016,(シンガポール),[ワークショッ
プ]

008	 Hijioka S : The method of EUS screening and early 
detection of pancreatic cacer. EUS Course by Prof. 
Susumu Hijioka,2016,(モスクワ),[講演]

009	 Hijioka S, Hosoda W, Matsuo K, Ueno M, Furukawa M, 
Yoshitomi H, Ikeda M, Furuse J, Yatabe Y, Mizuno N 
:  C l i n i c op a t h o l o g i c a l  a n a l y s e s  i n  p an c r e a t i c 
neuroendocrine carcinoma (pNEC): a retrospective 
multicenter study. 第14回　 日 本 臨 床 腫 瘍 学 会 学 術 集
会,2016,(神戸),[シンポジウム]

010	 Mizuno N, Hijioka S, Ueno M, FurukawaM, Yoshitomi 
H, Ikeda M, Kobayashi N, Morizane C, Taguchi H, 
Kitano M, Komoto I, Kiojima Y, Matayoshi N, 
Murohisa T, Kanno A, Takagi T, Sakaguchi M, 
Furuse J, Yatabe Y : Rb expression and KRAS mutation 
a s  p red i c t o r s  o f  r e sponse  t o  p l a t i num-based 
chemothe rapy  (PBC )  o f  sma l l  and  l a rge  c e l l 
neuroendocrine carcinoma (NEC): a subgroup analysis of 
the Japan pNEC study. Joint Conference of International 
Assocoation of Pancreatplogy, Japan Pancreas Society 
and the Asian Oceanic Pancreatic Association 2016,2016, 
(仙台),[口演]

011	 Hirayama T, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka H, 

Okuno N, Shibuya H, Kondou H, Fujita A, Natsume S, 
Senda S, Shimizu Y, Niwa Y, Yamao K : Histological 
diagnosis with rapid on-site evaluation in endoscopic 
ultrasound-guided fine-needle aspiration of pancreatic 
solid lesions. 第47回日本膵臓学会大会,2016,(仙台),[一般演
題]

012	 Shibuya H, Hara K,  Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, 
Hirayama T, Kondo H, Fujita A, Shimizu Y, Senda Y, 
Natsume N, Niwa Y : Utility of temporary deployment 
of fully covered self-expandable metal stents for post-
operative benign bilioenteric anastomotic stricture. 第47
回日本膵臓学会大会　第20回国際膵臓学会　第 6 回アジア
オセアニア膵臓学会,2016,(仙台),[一般演題]

013	 Okuno N, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Tajika M, 
Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, Hirayama T, 
Shibuya H, Kondou H, Fujita A, Toriyama K, Suzuki 
H, Niwa Y : Efficacy of the 6 -mm fully covered self-
e x p a n d a b l e  m e t a l l i c  s t e n t  f o r  E U S - g u i d e d 
hepaticogastrostomy. EUS2016,2016,(ハ ン ガ リ ー),[ポ ス
ター]

014	 Mizuno N, Todaka A, Mori K, Boku N, Ozaka M, Ueno 
H, Ktayashi S, Uesugi K, Kobayashu N, Hayashi H, 
Sudo K, Okano N, Horita Y, Kamaei K, Yukisawa S, 
Nakamori S, Yachi Y, Henmi T, Kobayashi M, 
Fukutomi A : Observational study of FOLFIRINOX 
(FFX) for unresectable/recurrent pancreatic cancer (PC) 
in Japanese patients(pts)(JASPAC 06): final results. ESMO 
2016,2016,(Copehhagen, Denmark)[ポスター]

015	 Hara K : EUS Intervention. 1 st join meeting between 
Siriraj GI Endoscopy Center & Nagoya University 
Hospital. Advanced in GI Endoscopy,2016,(バンコク),[講演]

016	 Hara K : Pancreato-biliary Endoscopic therapy. 1 st join 
meeting between Siriraj GI Endoscopy Center & Nagoya 
University Hospital. Advanced in GI Endoscopy,2016,(バ
ンコク),[Live Demo]

017	 Hara K : Pancreato-biliary Endoscopic therapy DB-ERCP. 
1 st join meeting between Siriraj GI Endoscopy Center & 
Nagoya  Un ivers i ty  Hosp i t a l .  Advanced  in  GI 
Endoscopy,2016,(バンコク),[Live Demo]

018	 Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Hirayama M, 
Mizuno N, Hara K, Hijioka S,  Imaoka H , FujiyoshiT, 
Hieda N, Okuno N, Yoshida T, Yamao K, Bhatia V, 
Ando M, Niwa Y : Optimal Intake of Clear Liquids 
during Preparation for Colonoscopy with Low Volume 
Polyethylene Glycol plus Ascorbic Acid (PEG-ASC). 
UEGW 2016,2016,(Vienna),[ポスター]

019	 Hijioka S : ERCP. APDW2016,2016,(神戸),[Hands-on 
Seminar]

020	 Hijioka S他 : Ultrasound Fields : Liver, Pancreas and 
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Biliary. APDW2016,2016,(神戸),[Hands-on Seminar]
021	 Ishihara M, Tanaka T, Hirayama Y, Ohnishi S, 

Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, Hara K, Tajika M, 
Niwa Y : Clinical outcome of salvage endoscopic 
submucosal dissection for esophageal squamous cell 
cancer aftdefinitive chemoradiotherapy APDW 2016. 
2016,(神戸),[一般演題]

022	 Hara K : AEG Teaching MaterialEUS-FNA. AEG annual 
meeting,2016,(神戸),[ワークショップ]

023	 Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, Hara K : Evidence-
based Chemotherapy for Pancreatic Cancer. APDW 
2016,2016,(神戸),[シンポジウム]

024	 Hijioka S, Hanada K, Jang J : Cutting-edge in Early 
Detection of Pancreatic Cancer. APDW 2016,2016,( 神
戸),[口演]

025	 Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, 
Oonishi S, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, 
Shimizu Y, Komori K, Kinoshita T, Bhatia V, 
Yatabe 5  Y, Niwa Y : Endoscopic submucosal dissection 
versus transanal endoscopic microsurgery and transanal 
resection for the treatment of lower rectal tumor. APDW 
2016,2016,(神戸),[ポスター]

026	 Oonishi S, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, 
Hirayama Y, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, 
Niwa Y : Clinico-pathological features of H. pylori 
negative gastric mucosa-associated lymphoid tissue 
(MALT) lymphoma. APDW2016,2016,(神戸),[ポスター]

027	 Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, Onishi S, Hara 
K, Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, Tajika M, Niwa Y : 
Mucin phenotype and endoscopic features for early 
gastric cancer detected after H.pylori eradication. 
APDW2016,2016,(神戸),[ポスター]

028	 Hirayama Y, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, 
Mizuno N, Hara K, Hijioka S, Imaoka H，Okuno N, 
Hieda N, Yoshida T, Kondou H, Hirayama T, Shibuya 
H, Suzuki H, Toriyama K, Fujita A, Yamao K, Niwa 
M : Long-term clinical outcome of colorectal cancer with 
submucosal invasion after endoscopic resection. 
APDW2016,2016,(神戸),[ポスター]

029	 Tajika M, Toriyama K, Niwa Y : The efficacy of The 
Japan NBI Expert Team (JNET) classification for 
endoscopically resectable lesions of colorectal tumors. 
JDDW2016,2016,(神戸),[Panel Discussion]

030	 Hara K : Interventional EUS using AXIOS. EUS Medical 
Advisory Board in Galway, Ireland,2016,(アイルランド), 
[講演]

031	 Hara K : Advance of EUS guided therapy. EUS Medical 
Advisory Board in Galway, Ireland,2016,(アイルランド), 
[講演]

032	 Hara K : EUS-guided biliary drainage. 第 9 回新華医院学
会,2016,(上海交通大学),[講演]

033	 Hara K : Interventional EUS/ EUS-FNA. 第 9 回新華医院

学会,2016,(上海交通大学),[講演]
034	 Hara K : EUS/ EUS-FNA Hands-on, TTT course. 第 9 回

新華医院学会,2016,(上海交通大学),[講演]
035	 Hara K : Cholangioscopy SPY-DS through the EUS-HGS 

route. 4 th APFF,2016,(東京),[講演]
036	 Morizane C, Ueno M, Sasahira N, Nagashima F, 

Mizuno N, Shimizu S, Hayata N, Ikezawa H, Suzuki 
T, Nakajima R, Ikeda M : A Phase 2  Study of 
Lenvatinib in Unresectable Biliary Tract Cancer. 2017 
Gastrointestinal Cancers Symposium,2017,(San Francisco, 
CA, USA),[ポスター]

037	 Hara K : The impact of EUS and EUS-FNA in pancreatic 
cancer. Japan-Korea-Taiwan Joint Meeting for Pancreatic 
Cancer in Wakayama,2017,(和歌山),[講演]

038	 Hara K : Interventional EUS. Yangon workshop & Live 
demo,2017,(Yangon),[特別講演]

039	 Hara K : EUS, ERCP Live demo. Yangon workshop & 
Livedemo,2017,(Yangon),[ワークショップ]

040	 Toriyama K, Hijioka S, Komoto I, Kobayashi N, 
Okusaka T, Eisei  G, Sudo K, Furukawa M, 
Tachibana Y, Ishioka C, Yasuda H, Mizuno N, Hara 
K, Imamura M, Ito T : Prospective Observational Study 
1  on the Prognosis of Patients with Unresectable 
A d v a n c e d  G a s t r o i n t e s t i n a l  a n d  P a n c r e a t i c 
Neuroendocrine Tumors (PROP-UP 1  study) in Japan. 
14th Annual ENETS Conference,2017,(バルセロナ),[ポス
ター]

041	 Hara K : Techniques of EUS-FNA. 4 th South China 
EUS summit AEG lecture,2017,(深州),[講演]

042	 Hara K : EUS-guided pancreatobiliary intervention. 4 th 
South China EUS summit,2017,(深州),[講演]

043	 Hara K : Live demo. 4 th South China EUS summit,2017, 
(深州),[ワークショップ]

044	 肱岡　範 : NET 2 . 第102回 日本消化器病学会総会,2016, 
(東京),[座長]

045	 原　和生 : 膵癌診療. 臨床腫瘍学セミナー,2016,(名古屋),[講
演]

046	 原　和生 : CLE. 日本病理学会,2016,(仙台),[講演]
047	 肱岡　範 : 高リスク群に対するスクリーニング(前向き臨

床試験のデザイン). 家族性膵癌登録制度附随研究「膵がん
早期発見のためのサーベイランスに関する研究」平成28年
度第一回 コンセンサスミーティング,2016,(東京),[講演]

048	 田中　努，田近正洋，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ, 稗田信弘，吉田　
司，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，山雄健次，丹羽康正 : 早期胃癌ESD症例に対す
るH.pylori除菌療法後に発症した異時性胃癌の検討. 第102
回日本消化器病学会,2016,(東京),[口演]

049	 藤田　曜，原　和生，山雄健次 : EUSガイド下ランデブー
法による 胆道アプローチ. 第102回日本消化器病学会総
会,2016,(東京),[シンポジウム]

050	 渋谷　仁，肱岡　範，原　和生 : 膵嚢胞性疾患における嚢
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胞液分析の有用性と限界. 第102回日本消化器病学会総会, 
2016,(東京),[一般演題]

051	 石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，安部哲也，室　圭，古平　毅，山雄健
次，丹羽康正 : “MM以深食道表在癌に対する内視鏡切除
＋化学放射線療法の可能性. 第102回日本消化器病学会総
会,2016,(東京),[一般演題]

052	 鳥山和浩，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大
西祥代，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ, 平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，藤田　曜，丹羽
康 正 : 狭 窄 症 状 で 発 見 さ れ たHyperplastic/serrated 
polyposis syndrome(HPS)の一例. 第 3 回消化管ポリポーシ
ス研究会,2016,(東京),[一般演題]

053	 平山貴視，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，渋谷　仁，近藤　尚，徳久順也，鳥山和浩，鈴木
博貴，藤田　曜，丹羽康正，山雄健次 : 経過観察中の膵神
経内分泌腫瘍(pNET)の 7 例. 第102回日本消化器病学会総
会,2016,(東京),[一般演題]

054	 肱岡　範 : 進化する内視鏡医療 ─内視鏡学の未来へのか
け橋─. 第91回 日本消化器内視鏡学会総会,2016,(東京),[ハ
ンズオンセミナー「EUS」トレーナー]

055	 藤田　曜，原　和生，山雄健次 : Convex型 EUSを用いた 
胆道癌の術前診断 “EUS所見をどう理解し、いかに臨床に
活かすか？”. 第91回 日本消化器内視鏡学会総会,2016,(東
京),[プレナリーセッション]

056	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，稗田信弘，奥野のぞみ, 吉田　
司，平山貴視，近藤　尚，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，徳久順也，山雄健次，丹羽康正 : 超高齢者の下
部消化管内視鏡検査におけるアスコルビン酸加高張性腸管
洗浄液と等張性腸管洗浄剤の比較検討，第91回日本消化器
内視鏡学会総会,2016,(東京),[ポスター]

057	 肱岡　範 : 「胆膵」内視鏡治療困難例. 第91回日本消化器内
視鏡学会総会,2016,(東京),[セッション(読影者)]

058	 平山貴視，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，渋谷　仁，近藤　尚，徳久順也，鳥山和浩，鈴木
博貴，藤田　曜，丹羽康正，山雄健次 : “EUS-FNAの迅速
細胞診を最大限に活かすための試み. 第91回日本消化器内
視鏡学会総会,2016,(東京),[一般演題]

059	 鳥山和浩，田近正洋，丹羽康正 : 下部消化管における 
Advanced Diagnostic endscopy for treatment 当院におけ
る大腸拡大NBI(JNET)分類の有用性に関する検討. 第91回
日本消化器内視鏡学会総会,2016,(東京),[パネルディスカッ
ション]

060	 奥野のぞみ, 原　和生，肱岡　範，水野伸匡 : 瘻孔形成術
を応用した手技. 第 5 回 超音波内視鏡下穿刺術の手技標準
化に関する研究会,2016,(東京),[附置研究会]

061	 渋谷　仁，原　和生，山雄健次 : 術後の良性胆管空腸吻合
部狭窄に対する内視鏡的治療法の検討. 第91回日本消化器
内視鏡学会総会,2016,(東京),[一般演題]

062	 鈴木博貴，田近正洋，丹羽康正 : 当院における食道ステン
ト留置術の検討. 第91回日本消化器内視鏡学会総会, 
2016,(東京),[ワークショップ]

063	 田中　努，田近正洋，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ, 稗田信弘，吉田　
司，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，山雄健次，丹羽康正 : H.pylori除菌療法後に発
症した胃癌の臨床病理学的検討. 第91回日本消化器内視鏡
学会,2016,(東京),[口演]

064	 平山　裕，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ, 稗田信弘，吉田　
司，近藤　尚，平山貴視，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，山雄健次，丹羽康正 : 当院における大腸
T 1 (SM)癌に対する内視鏡治療成績及び長期経過について
の検討. 第91回日本消化器内視鏡学会総会,2016,(東京),[ポス
ター]

065	 肱 岡　 範 : 膵 癌 の 診 断 と 治 療 の 最 前 線. Young 
Investigators Meeting Pancreatic Cancer-,2016,(高松),[講
演]

066	 肱岡　範 : 膵神経内分泌腫瘍の診断 update. 第28回 日本
内分泌外科学会総会,2016,(横浜),[口演]

067	 鈴木博貴，肱岡　範，近藤　尚，山雄健次，原　和生 : 
EUSによる評価が有用であった嚢胞状リンパ節転移伴う進
行胃癌の 1 例. 第89回日本超音波医学会学術集会,2016,(京
都),[ポスター]

068	 肱岡　範 : 膵消化管神経内分泌腫瘍(GEP-NET)診断と治療
の最前線. 第90回 東海核医学セミナー,2016,(名古屋),[講演]

069	 肱岡　範 : Borderline rescctable 膵癌に対するSMI を用い
たUS評価の有用性の検討. 第89回 日本超音波医学会 学術
集会,2016,(京都),[口演]

070	 肱岡　範，原　和生，山雄健次 : 膵頭部スクリーニングに
おける膵辺縁のメルクマールを用いた死角のない抽出法. 
第89回 日本超音波医学会 学術集会,2016,(京都),[パネルディ
スカッション]

071	 原　和生 : 胆膵内視鏡.胆膵内視鏡研究会,2016,(沖縄),[ワー
クショップ]

072	 鳥山和浩，大瀬戸久美子，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞ
み, 田中　努，石原　誠，清水泰博，田近正洋，原　和生，
丹羽康正 : 膵神経内分泌腫瘍を契機に発端者として診断に
至った多発性内分泌腫瘍症 1 型の 2 例. 第22回日本家族性
腫瘍学会学術集会,2016,(松山),[一般演題]

073	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水
野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，小森康司，木
下敬史，清水泰博，丹羽康正 : 大腸全摘術後の回腸嚢に発
生する腫瘍の検討. 第22回日本家族性腫瘍学会,2016,(松
山),[要望演題]

074	 肱岡　範，田中　努，石原　誠，丹羽康正，山雄健次 : 検
診にて発見され術前診断し得た小型SPNの 1 例. 第55回日
本消化器がん検診学会総会,2016,(鹿児島),[口演]

075	 鈴木博貴，田近正洋，丹羽康正 : 当院におけるH.pylori陰
性胃MALTリンパ腫の臨床病理学的特徴. 第124回日本消
化器病学会東海支部例会,2016,(浜松),[シンポジウム]
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076	 肱岡　範 : 膵・消化管神経内分泌腫瘍(NET)～診断と治療
の最前線～. 消化器疾患医療連携の会,2016,(奈良),[講演]

077	 原　和生 : 胆膵領域におけるInterventional EUS. 第116回
日本消化器内視鏡学会 中国支部例会,2016,(島根),[教育講演]

078	 肱岡　範 : 消化器内視鏡的治療の指導, 獨協胆膵US研究
会,2016,(栃木),[講演]

079	 肱岡　範，山雄健次 : ROLES OF EUS AND EUS-FNA 
IN DIAGNOSING PANCREATIC MALIGNANCY. The 
19th International Congress of Cytology,2016,(横浜),[シン
ポジウム]

080	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水
野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，小森康司，木
村賢哉，木下敬史，清水泰博，丹羽康正 : 家族性大腸腺腫
症患者の大腸切除術後の残存腸管に対するサーベイランス
に関する検討. 第85回日本大腸癌研究会 主題Ⅰ 遺伝性大
腸癌,2016,(大阪),[口演]

081	 原　和生 : 愛知県がんセンター中央病院　消化器内科の紹
介. 第 5 回中部地区がん医療連携学術講演会,2016,(名古
屋),[講演]

082	 原　和生 : EUSによる胆膵領域の内視鏡治療. 第16回日本
消化器内視鏡学会東海支部ガイドライン研修会,2016,(名古
屋),[講演]

083	 原　和生 : "胆膵内視鏡診療に関する心構え～初学者・指
導者への学習・教育のコツ～. 第 1 回 内視鏡修練の会, 
2016,(鳥取),[特別講演]

084	 渋谷　仁，原　和生，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，平
山貴視，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，佐々
木英一，谷田部　恭，清水泰博，丹羽康正 : 膵管内進展を
認め、二期的膵全摘を行った膵腺房細胞癌の一例. 第17回
臨床消化器病研究会,2016,(東京),[ポスター]

085	 渋谷　仁，大石敬之，肱岡　範，原　和生，水野伸匡，坂
本康成，近藤俊輔，森実千種，上野秀樹，奥坂拓志 : 膵神
経内分泌腫瘍に対するストレプトゾシン単剤治療の成績. 
第14回臨床腫瘍学会学術集会,2016,(神戸),[ポスター]

086	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次，丹羽康正 : レボホ
リナートでアナフィラキシー様症状を来した切除不能大腸
癌の一例. 第13回日本臨床腫瘍学会総会,2016,(神戸),[ポス
ター]

087	 伊東文子，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，丹羽康正，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，千
田嘉毅，夏目誠治，清水泰博，谷田部　恭，原　和生 : 遠
隔転移を伴う切除不能進行膵癌に対し、化学療法が奏功し
根 治 切 除 可 能 と な っ た 三 例. 第53回 肝 胆 膵 治 療 研 究
会,2016,(名古屋),[口演]

088	 原　和生 : EUS-BDについて. 仙台内視鏡治療ライブセミ
ナー2016,2016,(仙台),[講演]

089	 肱岡　範 : 膵癌の現状とその早期診断におけるUS, EUSの
役割. 公立多良木病院胆膵超音波研究会,2016,(熊本)

090	 肱岡　範 : 膵・消化管の神経内分泌腫瘍(NET)の診断・治
療の最前線. Management of Neuroendocrine Tumors 学

術講演会,2016,(大阪),[講演]
091	 肱岡　範 : EUS screening およびEUS-FNAのテクニック. 

太田EUS研究会,2016,(群馬),[講演]
092	 田中　努，田近正洋，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水

野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視，渋
谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，藤田　曜，岩屋
博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正 : LSBE
に発生したバレット食道癌の 1 例. 第13回拡大内視鏡研究
会,2016,(東京),[口演]

093	 肱岡　範 : 膵・消化管NETに対するストレプトゾシン. 第
4 回 日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会,2016,(東京),[シン
ポジウム]

094	 渋谷　仁，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，田近正洋，
田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代 , 近藤　尚，鈴
木博貴，鳥山和浩，平山貴視，藤田　曜，岩屋博道，伊東
文子，松本慎平，倉岡直亮，丹羽康正，原　和生 : 当院に
おける進行膵消化管神経内分泌腫瘍(GEP-NET)に対する
streptozocin(STZ)の使用成績. 第 4 回日本神経内分泌腫瘍
研究会学術集会,2016,(東京),[ポスター]

095	 鳥山和浩，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ, 田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，平山貴視，渋谷　仁，近
藤　尚，鈴木　博，藤田　曜，稲葉吉隆，田近正洋，原　
和生，丹羽康正 : 当院におけるソマトスタチン受容体シン
チグラフィーの有用性に関する検討. 第 4 回日本神経内分
泌腫瘍研究会学術集会.2016,(東京),[一般演題]

096	 平山貴視，原　和生，奥野のぞみ, 肱岡　範，水野伸匡，
田近正洋，田中 努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，近
藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，渋谷　仁，藤田　曜，岩屋
博道，伊東文子，松本慎平，倉岡直亮，谷田部　恭，丹羽
康正，清水泰博 : "IPMN経過観察中に同時性多発膵管癌を
来した 1 例. 第65回日本消化器画像診断研究会.2016,(福
岡),[一般演題]

097	 岩屋博道，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，奥野のぞみ，
平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，藤田　曜，伊東文子，倉
岡直亮，松本慎平，田近正洋，丹羽康正 : 膵神経内分泌腫
瘍(G 1 /G 2 )における非典型的な画像形態の臨床的意義に
ついての検討. 第 4 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会, 
2016,(東京),[ポスター]

098	 鈴木博貴，原　和生，肱岡　範，近藤　尚 : EUS、EUS-
FNAが治療方針決定に有用であった転移性膵癌の 1 例. 第
37回日本超音波医学会中部地方学術集会,2016.(名古屋),[一
般口演]

099	 原　和生 : SPYglass DSを用いた胆膵腫瘍性疾患の診療. 
胆道学会,2016,(横浜),[講演]

100	 原　和生 : EUS-BDガイドライン CQ 3 . 胆道学会,2016,(横
浜),[ガイドライン公聴会]

101	 奥野のぞみ, 原　和生，肱岡　範 : 胆道疾患に対する超音
波内視鏡下胆管胃吻合術(EUS-HGS)におけるトラブル
シューティング. 第52回 胆道学会,2016,(横浜),[ビデオワー
クショップ]

102	 藤田　曜，奥野のぞみ, 原　和生 : Convex型 EUSを用い
た 胆道癌の術前診断“EUS所見をどう理解し、いかに臨
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床に活かすか？第52回 胆道学会,2016,(横浜),[ワークショッ
プ]

103	 渋谷　仁，肱岡　範，奥野のぞみ，水野伸匡，清水泰博，
村上善子，谷田部　恭，原　和生 : 十二指腸乳頭部Goblet 
cell carcinoidの一例. 第52回 胆道学会,2016,(横浜),[ポス
ター]

104	 原　和生 : Convex EUSの描出法, 北陸EUS Hands-onセミ
ナー,2016,(金沢),[講演]

105	 肱岡　範 : 消化管NETに対する集学的治療における‘診断’
の重要性～SRSを中心に～, オクトレオスキャン発売記念
講演会,2016,(大阪),[講演]

106	 肱岡　範 : 膵・消化管の神経内分泌腫瘍(NET)の診断・治
療の最前線，Hokkaido Neuroendocrine Tumor FORUM, 
2016,(札幌),[講演]

107	 肱 岡　 範 : pNET診 断・ 治 療 の 最 前 線. ALL KYUSHU 
ｐNET Practical Conference,2016,(福岡),[講演]

108	 松本慎平，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，田近正洋， 原　和生 : 当
院における膵神経内分泌腫瘍(pNET)に対するスニチニブ
の治療成績, 第230回日本内科学会東海地方会,2016,(名古
屋),[一般口演]

109	 大西祥代，田中　努，石原　誠，平山　裕，田近正洋，丹
羽康正，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，原　和生 : 
H.pylori除 菌 療 法 に よ り 完 全 寛 解 が 得 ら れ たAPI 2 -
MALT 1 陽性胃MALTリンパ腫の 1 例. 第230回日本内科
学会東海地方会,2016,(名古屋),[一般演題]

110	 岩屋博道，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，奥野のぞみ，
平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，藤田　曜，伊東文子，倉
岡直亮，松本慎平，田近正洋，丹羽康正 : 膵神経内分泌腫
瘍に対してエベロリムス投与後に発症した間質性肺炎が治
療へ与える影響. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横
浜),[ポスター]

111	 伊東文子，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ, 田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，千田嘉毅，夏目誠治，田
近正洋，清水泰博，丹羽康正，原　和生 : 切除不能膵癌に
対するnab-PTX/GEM療法の単施設における後ろ向きコ
ホート研究. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ミ
ニシンポジウム]

112	 今岡　大，水野信匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，平山　裕，稗田信弘，吉田　司，奥野
のぞみ，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 転移性膵癌にお
けるCEAの予後予測因子としての有用性についての検討. 
第54回日本癌治療学会総会,2016,(横浜)

113	 肱岡　範 : NETの画像診断─鑑別診断ポイント─. NET 
座談会 東海エリア,2016,(静岡),[座談会]

114	 肱岡　範 : NET 集学的治療の重要性. NET 座談会 東海エ
リア,2016,(静岡),[座談会]

115	 奥野のぞみ, 原　和生，山雄健次 : 悪性胆道狭窄に対する
超 音 波 内 視 鏡 下 胆 管 胃 吻 合 術(EUS-HGS)の 検 討, 
JDDW2016,2016,(神戸),[デジタルポスター]

116	 藤田　曜，原　和生，山雄健次 : 膵腫瘍性病変に対する
EUS-FNA検 体 に お け るK-ras遺 伝 子 解 析 の 有 用 性. 

JDDW2016,2016,(神戸),[デジタルポスター]
117	 平山貴視，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田

中　努，石原　誠，平山　裕，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，渋谷　仁，藤田　
曜，徳久順也，田近正洋，丹羽康正，山雄健次 : 膵臓癌に
対するEUS-FNAの診断能の向上に向けた取り組み. 第58
回日本消化器病学会大会,2016,(神戸),[デジタルポスター]

118	 石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，山雄健次，丹羽　康正 : 当院における
ESD非治癒切除例の検討. JDDW2016,2016,(神戸),[一般演
題]

119	 原　 和 生 : 基 調 講 演 M-Throughの 有 用 性. JDDW2016, 
2016,(神戸),[講演]

120	 奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，平山貴視，渋
谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，丹羽
康正，山雄健次 : 悪性胆道狭窄に対する超音波内視鏡下胆
管胃吻合術(EUS-HGS)の検討. 第92回日本消化器内視鏡学
会総会,2016(神戸)[ポスター]

121	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水
野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視，渋
谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，藤田　曜，安藤
昌彦，丹羽康正 : 大腸内視鏡検査における腸管洗浄剤の至
適投与法の検討. 第92回日本消化器内視鏡学会総会, 
2016,(神戸),[ポスター]

122	 原　 和 生 : .EUS/ERCP Hands-on。JDDW2016,2016,(神
戸),[司会]

123	 肱岡　範，原　和生，清水泰博 : IPMNにおける壁肥厚所
見の重要性. JDDW2016,2016,(神戸),[シンポジウム]

124	 肱岡　範 : 膵・消化管の神経内分泌腫瘍(NET)の診断・治
療 の 最 前 線 ─ と っ つ き に く いNETを 紐 解 き ま す ─. 
JDDW2016,2016,(神戸),[セミナー]

125	 肱 岡　 範 : 神 経 内 分 泌 腫 瘍 の 診 断・ 治 療 のUpdate. 
JDDW2016,2016,(神戸),[セミナー]

126	 渋谷　仁，肱岡　範，原　和生 : P-NET, GEP-NETの治療
方針. JDDW2016,2016,(神戸),[パネルディスカッション]

127	 鈴木博貴，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，水
野伸匡，原　和生，肱岡　範，丹羽康正 : 当院における食
道表在癌に対する内視鏡治療後非治癒切除に対する追加治
療成績の検討. 第92回日本消化器内視鏡学会総会,2016,(神
戸),[ポスター]

128	 平山　裕，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　

和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ, 稗田信弘，吉田　
司，近藤　尚，平山貴視，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，山雄健次，丹羽康正 : 当院における頸部食道表
在癌の治療成績および長期経過. 第92回日本消化器内視鏡
学会総会,2016,(神戸),[ポスター]

129	 原　和生 : 超音波内視鏡を用いた胆膵診療. 浜松肝胆膵セ
ミナー,2016,(浜松),[特別講演]

130	 肱岡　範 : 膵癌の診断と治療の最前線. 第106回日本消化器
病学会中国支部例会 第117回日本消化器内視鏡学会中国支
部例会,2016,(岡山) ,[講演]
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131	 肱岡　範 : 膵癌の現状とその早期診断におけるEUSの役割. 
胆膵研究会,2016,(埼玉),[講演]

132	 藤田　曜，奥野のぞみ，原　和生 : Convex型 EUSを用い
た 胆道癌の術前診断“EUS所見をどう理解し、いかに臨
床に活かすか？日本消化器病学会東海支部第125回例会, 
2016,(名古屋),[シンポジウム]

133	 倉岡直亮，田中　努，田近正洋 : 中下咽頭表在癌に対する
ELPSの治療成績. 第125回日本消化器病学会東海支部例会, 
2016,(名古屋),[シンポジウム]

134	 原　和生 : EUSを用いた消化器内科診療. EUS研究会,2016, 
(仙台),[特別講演]

135	 肱岡　範 : NET関連. 長野 北信NETフォーラム,2016,(長野)
[講演]

136	 原　和生 : 若手セッション・膵臓. 第59回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会,2016,(名古屋),[座長]

137	 奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡 : 良性胆道疾患に対する
超音波内視鏡下瘻孔形成術を応用した手技. 第59回日本消
化器内視鏡学会東海支部例会,2016,(名古屋),[シンポジウム]

138	 藤田　曜，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，岩屋
博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正 : 胆道癌
の術式決定におけるConvex型 EUSの有用性. 第59回日本
消化器内視鏡学会東海支部例会,2016,(名古屋),[一般演題]

139	 渋谷　仁，原　和生，奥野のぞみ, 肱岡　範，水野伸匡，
大西祥代，平山　裕，石原　誠，田中　努，田近正洋，伊
東文子，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，藤田　曜，鳥山
和浩，鈴木博貴，近藤　尚，平山貴視，夏目誠治，千田嘉
毅，清水泰博，丹羽康正 : 術後良性胆管空腸吻合部狭窄に
対する短期的カバー付き金属製ステント留置の有用性. 第
59回日本消化器内視鏡学会東海支部例会,2016,(名古屋),[一
般演題]

140	 鈴木博貴，石原　誠，田近正洋 : MM以深食道表在癌に対
するESD+追加CRTの治療成績. 第59回日本消化器内視鏡
学会東海支部例会,2016,(名古屋),[シンポジウム]

141	 平山貴視，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，渋
谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，岩屋
博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正 : "EUS-
FNAにおける迅速細胞診の可能性. 第59回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会,2016,(名古屋),[一般演題]

142	 原　和生 : EUS診断の基本とrisk management. 日本消化
器内視鏡学会 近畿セミナー,2016,(大阪),[講演]

143	 肱岡　範 : 進行膵消化管神経内分泌腫瘍(GEP-NET)に対す
るSTZの使用成績. ノーベルファーマ株式会社社内研修会, 
2016,(名古屋),[講演]

144	 肱岡　範 : 不随研究；高リスク群に対するスクリーニング
(前向き臨床試験). 平成28年度第 2 回 家族性膵癌に関する
小班会議,2016,(東京)[講演]

145	 肱岡　範 : 膵神経内分泌腫瘍の全てを話します！第180回
浜松胆膵疾患勉強会,2017,(静岡),[講演]

146	 肱岡　範 : ①膵・消化管神経内分泌腫瘍治療に対するスト

レプトゾシンその 1 ②膵・消化管神経内分泌腫瘍治療に対
するストレプトゾシンその 2 . 日経メディカル on line 配
信ビデオ,2017,(名古屋),[講演]

147	 原　和生 : 胆膵疾患に対するInterventional Endoscopy. 第
3 回横浜胆膵内視鏡手技交流研究会,2017,(横浜),[特別講演]

148	 原　和生 : 胆膵疾患に対するInterventional Endoscopy. 京
滋消化器内視鏡治療勉強会,2017,(京都),[特別講演]

149	 原　和生 : EUS-FNAの将来，My deram. 第 6 回 超音波内
視鏡下穿刺術の手技標準化に関する研究会,2017,(東京),[講
演]

150	 原　和生 : 胆膵疾患に対する内視鏡診療の進歩. 第158回日
本消化器内視鏡学会東北支部例会,2017,(仙台),[特別講演]

151	 肱岡　範 : 消化管NETに対する集学的治療における‘診断’
の重要性～SRSを中心に～. 第47回 茨城臨床核医学研究会, 
2017,(茨城),[講演]

152	 原　和生 : 膵癌診療に関する最新のトピックス. 第 5 回 
FIGHT-Japan研究会,2017,(大阪),[特別講演]

153	 原　和生 : 私のこだわりEUS & ERCP. 北野病院ライブセ
ミナー,2017,(大阪),[特別講演]

154	 原　和生 : EUS, ERCP, 北野病院ライブセミナー,2017,(大
阪),[ワークショップ]

155	 肱岡　範 : オクトレオスキャンの適応と課題. NEXT-
Japan,2017,(東京),[講演]

156	 平山　裕，田近正洋，田中　努，石原　誠，大西祥代，原　
和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，近藤　尚，平山
貴視，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，藤田　曜，岩屋博
道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正 : 当院にお
けるGIST診療の現状. 第13回日本消化管学会総会学術集
会,2017,(名古屋),[ワークショップ]

157	 松本慎平，肱岡　範，水野伸匡，桑原崇通，奥野のぞみ，
平山貴視，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，渋
谷　仁，岩屋博道，伊東文子，倉岡直亮，原　和生，清水
泰博，千田嘉毅，夏目誠治 : 膵管狭窄を契機にEUSで同定
されたT 1 a膵癌の 1 例. 第 7 回膵癌早期診断研究会,2017, 
(東京),[一般口演]

158	 肱岡　範 : オクトレオスキャンの臨床活用について. NET 
Progress Japan,2017,(東京),[講演]

159	 藤田　曜，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥
野のぞみ，谷田部　恭，清水泰博 : 術前の鑑別が困難であっ
た膵神経内分泌腫瘍の一例. 第66回消化器画像診断研究会, 
2017,(東京)[ポスター]

160	 原　和生 : 膵小病変に対するEUS-FNA. FNA masters, 
2017,(東京),[講演]

161	 原　和生 : Techniques of EUS-FNA. 群馬テクニカルセミ
ナー,2017,(群馬),[特別講演]

162	 原　和生 : EUS, EUS-FNA, ライブセミナー. 群馬テクニカ
ルセミナー,2017,(群馬),[ワークショップ]

163	 原　和生 : 癌診療の実際. 東愛知新聞 サロン会,2017,(豊橋), 
[特別講演]

164	 肱岡　範 : 膵神経内分泌腫瘍(NET)～診断と治療の最前線
～. 第10回神戸胆膵研究会,2017,(神戸),[講演]

165	 肱岡　範，他 : GEP-NET 治療選択 新WHO分類と治療へ
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の 影 響. NET Advisory Boarｄ Meeting,(東京),[Board 
Meeting]

166	 肱岡　範，他 : 1 )各NET関連薬剤の最適な適応症例 2 )各
NET関連薬剤の位置づけなど. Neuroendocrine Tumor 
Advisory Board Meeting (東京),[Board Meeting]

内視鏡部

001	 Okuno N, Hara, K, Yamao K, Mizuno N, Hijioka S, 
Tajika M, Tanaka T, Ishihara M,  Hirayama Y, 
Hirayama T, Shibuya H, Kondou H, Fujita A, 
Toriyama K, Suzuki H, Bhanthumkomol P , Niwa Y : 
Efficacy of the 6 -mm fully covered self-expandable 
metallic stent for EUS-guided hepaticogastrostomy: a 
prospective clinical study. Tokyo Conference of Asian 
Pancreato-biliary Interventional Endoscopy 2016,2016,(東
京).[口演]

002	 Okuno N, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Tajika M, 
Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, Hirayama T, 
Shibuya H, Kondou H, Fujita A, Toriyama K, Suzuki 
H, Niwa Y : Efficacy of the 6 -mm fully covered self-
e x p a n d a b l e  m e t a l l i c  s t e n t  f o r  E U S - g u i d e d 
hepaticogastrostomy. EUS2016,2016,(ハ ン ガ リ ー),[ポ ス
ター]

003	 Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, 
Mizuno N, Hara K, Hijioka S, Imaoka H, Fujiyoshi T, 
Hieda N, Okuno N, Yoshida T, Yamao K, Bhatia V, 
Ando M, Niwa Y : Optimal Intake of Clear Liquids 
during Preparation for Colonoscopy with Low Volume 
Polyethylene Glycol plus  Acorbic Acid (PEG-ASC). 
UEGW 2016,2016,(Vienna),[ポスター]

004	 Ishihara M, Tanaka T, Hirayama Y, Ohnishi S, 
Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, Hara K, Tajika M, 
Niwa Y : Clinical outcome of salvage endoscopic 
submucosal dissection for esophageal squamous cell 
cancer after definitive chemoradiotherapy. ＡＰＤＷ2016, 
2016,(神戸),[一般演題]

005	 Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, 
Oonishi S, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, 
Shimizu Y, Komori K, Kinoshita T, Bhatia V, Yatabe 
Y, Niwa Y : Endoscopic submucosal dissection versus 
transanal endoscopic microsurgery and transanal 
resection for the treatment of lower rectal tumor. 
APDW2016,2016,(神戸),[ポスター]

006	 Oonishi S, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, 
Hirayama Y, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, 
Niwa Y : Clinico-pathological features of H. pylori 
negative gastric mucosa-associated lymphoid tissue 
(MALT) lymphoma. APDW2016,2016,(神戸),[ポスター]

007	 Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, Onishi S, Hara 
K, Mizuno N, Hijioka S, Okuno N, Tajika M, Niwa Y : 

Mucin phenotype and endoscopic features for early 
gastric cancer detected after H.pylori eradication. 
APDW2016,2016,(神戸),[ポスター]

008	 Hirayama Y, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, 
Mizuno N, Hara K, Hijioka S, Imaoka H, Okuno N, 
Hieda N, Yoshida T, Kondo H, Hirayama T, Shibuya 
H, Suzuki H, Toriyama K, Fujita A, Yamao K, Niwa 
Y : Long-term clinical outcome of colorectal cancer with 
submucosal invasion after endoscopic resection. 
APDW2016,2016,(神戸),[ポスター]

009	 Tajika M, Toriyama K, Niwa Y : The efficacy of The 
Japan NBI Expert Team (JNET) classification for 
endoscopically resectable lesions of colorectal tumors. J 
JDDW2016,(神戸),[International Session (Panel Discussion)]

010	 Toriyama K, Hijioka S, Komoto I, Kobayashi N, 
Okusaka T, Eisei  G, Sudo K, Furukawa M, 
Tachibana Y, Ishioka C, Yasuda H, Mizuno N, Hara 
K, Imamura M, Ito T : Prospective Observational Study 
1  on the Prognosis of Patients with Unresectable 
A d v a n c e d  G a s t r o i n t e s t i n a l  a n d  P a n c r e a t i c 
Neuroendocrine Tumors (PROP-UP 1  study) in Japan. 
14th Annual ENETS Conference,2017,(バルセロナ),[ポス
ター]

011	 田中　努，田近正洋，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　
司，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，山雄健次，丹羽康正 : 早期胃癌ESD症例に対す
るH.pylori除菌療法後に発症した異時性胃癌の検討. 第102
回日本消化器病学会,2016,(東京),[口演]

012	 石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，安部哲也，室　　圭，古平　毅，山雄
健次，丹羽康正 : MM以深食道表在癌に対する内視鏡切除
＋化学放射線療法の可能性. 第102回日本消化器病学会, 
2016,(東京),[一般演題]

013	 田近正洋，田中　努，丹羽康正 : 当院における大腸腫瘍に
対する診断や治療に画像強調観察(IEE)が及ぼす影響の検
討. 第102回日本消化器病学会,2016,(東京),[パネルディス
カッション]

014	 平山貴視，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，渋谷　仁，近藤　尚，徳久順也，鳥山和浩，鈴木
博貴，藤田　曜，丹羽康正，山雄健次 : 経過観察中の膵神
経内分泌腫瘍(PNET)の 7 例. 第102回日本消化器病学会, 
2016,(東京),[一般演題]

015	 鳥山和浩，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大
西祥代，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，藤田　曜，丹羽
康 正 : 狭 窄 症 状 で 発 見 さ れ たHyperplastic/serrated 
polyposis syndrome(HPS)の一例 .第 3 回消化管ポリポーシ
ス研究会,2016,(東京),[一般演題]

016	 赤澤智之，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，田近正洋，小
森康司，安部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下敬史，植村
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則久，夏目誠治，川上次郎，田中　努，石原　誠，岩田至
紀，筒山将之，重吉　到，林　大介，清水泰博 : 75歳以上
の高齢者における早期胃癌ESD非治癒切除症例の検討. 第
116回日本外科学会定期学術集会,2016(大阪),[ポスター]

017	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，稗田信弘，奥野のぞみ，吉田　
司，平山貴視，近藤　尚，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，徳久順也，山雄健次，丹羽康正 : 超高齢者の下
部消化管内視鏡検査におけるアスコルビン酸加高張性腸管
洗浄液と等張性腸管洗浄剤の比較検討. 第91回日本消化器
内視鏡学会総会,2016,(東京),[ポスター]

018	 平山貴視，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，渋谷　仁，近藤　尚，徳久順也，鳥山和浩，鈴木
博貴，藤田　曜，丹羽康正，山雄健次 : EUS-FNAの迅速
細胞診を最大限に活かすための試み. 第91回日本消化器内
視鏡学会総会,2016,(東京),[一般演題]

019	 平山　裕，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，吉田　司，奥野のぞみ，稗田
信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和
浩，藤田　曜，徳久順也，山雄健次，丹羽康正 : 当院にお
ける大腸T 1 (SM)癌に対する内視鏡治療成績及び長期経過
についての検討. 第91回日本消化器内視鏡学会総会,2016, 
(東京),[ポスター]

020	 鳥山和浩，田近正洋，丹羽康正 : 下部消化管における 
Advanced Diagnostic endscopy for treatment 当院におけ
る大腸拡大NBI(JNET)分類の有用性に関する検討. 第91回
日本消化器内視鏡学会総会,2016,(東京),[パネルディスカッ
ション]

021	 田中　努，田近正洋，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　
司，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，山雄健次，丹羽康正 : H.pylori除菌療法後に発
症した胃癌の臨床病理学的検討. 第91回日本消化器内視鏡
学会総会,2016,(東京),[口演]

022	 石原　誠，田近正洋，丹羽康正 : 食道表在癌の内視鏡診断・
治療の現状と限界 MM以深食道表在癌に対する内視鏡治
療の治療成績、長期予後の検討. 第91回 日本消化器内視鏡
学会総会,2016,(東京),[パネルディスカッション]

023	 鈴木博貴，田近正洋，丹羽康正 : 当院における食道ステン
ト留置術の検討. 第91回日本消化器内視鏡学会総会,2016, 
(東京),[ワークショップ]

024	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水
野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，小森康司，木
下敬史，清水泰博，丹羽康正 : 大腸全摘術後の回腸嚢に発
生する腫瘍の検討. 第22回日本家族性腫瘍学会,2016,(松
山),[要望演題]

025	 鳥山和浩，大瀬戸久美子，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞ
み，田中　努，石原　誠，清水泰博，田近正洋，原　和生，
丹羽康正 : 膵神経内分泌腫瘍を契機に発端者として診断に
至った多発性内分泌腫瘍症 1 型の 2 例. 第22回日本家族性
腫瘍学会学術集会,2016,(松山),[一般演題]

026	 肱岡　範，田中　努，石原　誠，丹羽康正，山雄健次 : 検
診にて発見され術前診断し得た小型SPNの 1 例. 第55回 日
本消化器がん検診学会総会,2016,(鹿児島),[口演]

027	 鈴木博貴，田近正洋，丹羽康正 : 当院におけるH.pyrori陰
性胃MALTリンパ腫の臨床病理学的特徴. 日本消化器学会
東海支部第124回例会,2016.(浜松),[シンポジウム]

028	 田近正洋 : 胃・十二指腸①. 日本消化器病学会東海支部第
125回例会,(浜松),[座長一般演題]

029	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水
野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，小森康司，木
村賢哉，木下敬史，清水泰博，丹羽康正 : 家族性大腸腺腫
症患者の大腸切除術後の残存腸管に対するサーベイランス
に関する検討. 第85回日本大腸癌研究会 主題Ⅰ 遺伝性大
腸癌,2016,(大阪),[口演]

030	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次，丹羽康正 : レボホ
リナートでアナフィラキシー様症状を来した切除不能大腸
癌の一例. 第13回日本臨床腫瘍学会総会,2016,(神戸),[ポス
ター]

031	 渋谷　仁，原　和生，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，平
山貴視，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，佐々
木英一，谷田部　恭，清水泰博，丹羽康正 : 膵管内進展を
認め、二期的膵全摘を行った膵腺房細胞癌の一例. 第17回
臨床消化器病研究会,2016,(東京),[ポスター]

032	 伊東文子，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，丹羽康正，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，千
田嘉毅，夏目誠治，清水泰博，谷田部　恭，原　和生 : 遠
隔転移を伴う切除不能進行膵癌に対し、化学療法が奏功し
根 治 切 除 可 能 と な っ た 三 例. 第53回 肝 胆 膵 治 療 研 究
会,2016,(名古屋),[口演]

033	 田近正洋 : 第567回東海胃腸疾患研究会,2016,(名古屋),[座長]
034	 田中　努，田近正洋，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水

野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視，渋
谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，藤田　曜，岩屋
博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正 : LSBE
に発生したバレット食道癌の 1 例. 第13回拡大内視鏡研究
会,2016,(東京),[口演]

035	 渋谷　仁，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，田近正洋，
田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，近藤　尚，鈴
木博貴，鳥山和浩，平山貴視，藤田　曜，岩屋博道，伊東
文子，松本慎平，倉岡直亮，丹羽康正，原　和生 : 当院に
おける進行膵消化管神経内分泌腫瘍(GEP-NET)に対する
streptozocin(STZ)の使用成績. 第 4 回日本神経内分泌腫瘍
研究会学術集会,2016,(東京),[ポスター]

036	 鳥山和浩，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，平山貴視，渋谷　仁，近
藤　尚，鈴木　博，藤田　曜，稲葉吉隆，田近正洋，原　
和生，丹羽康正 : 当院におけるソマトスタチン受容体シン
チグラフィーの有用性に関する検討. 第 4 回日本神経内分
泌腫瘍研究会学術集会.2016,(東京),[一般演題]

037	 平山貴視，原　和生，奥野のぞみ，肱岡　範，水野伸匡，
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田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，近
藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，渋谷　仁，藤田　曜，岩屋
博道，伊東文子，松本慎平，倉岡直亮，谷田部　恭，丹羽
康正，清水泰博 : "IPMN経過観察中に同時性多発膵管癌を
来した 1 例. 第65回日本消化器画像診断研究会.2016,(福
岡),[一般演題]

038	 岩屋博道，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，奥野のぞみ，
平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，藤田　曜，伊東文子，倉
岡直亮，松本慎平，田近正洋，丹羽康正 : 膵神経内分泌腫
瘍(G 1 /G 2 )における非典型的な画像形態の臨床的意義に
ついての検討. 第 4 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会, 
2016,(東京),[ポスター]

039	 田近正洋 : 胃の腫瘍について. 愛知県がん登録研修会,2016, 
(名古屋),[講演]

040	 田近正洋 : 最新の内視鏡診断と内視鏡治療 胃癌と大腸癌. 
総合講義 : 最新医療と看護,2016,(愛知県立大学),[講演]

041	 大西祥代，田中　努，石原　誠，平山　裕，田近正洋，丹
羽康正，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，原　和生 : 
H.pylori除 菌 療 法 に よ り 完 全 寛 解 が 得 ら れ たAPI 2 -
MALT 1 陽性胃MALTリンパ腫の 1 例. 第230回日本内科
学会東海地方会,2016,(名古屋),[一般演題]

042	 松本慎平，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，田近正洋，原　和生 : 当
院における膵神経内分泌腫瘍(pNET)に対するスニチニブ
の治療成績, 第230回日本内科学会東海地方会,2016,(名古
屋),[一般口演]

043	 岩屋博道，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，奥野のぞみ，
平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，藤田　曜，伊東文子，倉
岡直亮，松本慎平，田近正洋，丹羽康正 : 膵神経内分泌腫
瘍に対してエベロリムス投与後に発症した間質性肺炎が治
療へ与える影響. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横
浜),[ポスター]

044	 伊東文子，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，千田嘉毅，夏目誠治，田
近正洋，清水泰博，丹羽康正，原　和生 : 切除不能膵癌に
対するnab-PTX/GEM療法の単施設における後ろ向きコ
ホート研究. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ミ
ニシンポジウム]

045	 今岡　大，水野信匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，平山　裕，稗田信弘，吉田　司，奥野
のぞみ，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 転移性膵癌にお
けるCEAの予後予測因子としての有用性についての検討. 
第54回日本癌治療学会総会,2016,(横浜)

046	 杉山圭司，成田有季哉，門脇重憲，三谷誠一郎，本多和典，
舛石俊樹，谷口浩也，宇良　敬，安藤正志，田近正洋，室　　
圭 : 化学療法DIC合併進行胃癌に対する初回フッ化ピリミ
ジン・プラチナ併用化学療法.第54回日本癌治療学会総会, 
2016,(横浜)

047	 舛石俊樹，谷口浩也，杉山圭司，三谷誠一郎，本多和典，
成田有季哉，門脇重憲，宇良　敬，安藤正志，田近正洋，
室　　圭 : 一次治療dublet+bevacizumab療法はKRAS遺伝
子型に関わらず大腸癌の予後を延長する. 日本癌治療学会

総会,2016,(横浜)
048	 神谷忠宏，谷口浩也，上原圭介，中山裕史，中山吾郎，高

橋卓嗣，中野祐往，松岡　宏，宇都宮節夫，坂本英至，森　
義徳，小森康司，田近正洋，室　　圭，谷田部　恭 : 大腸
がんのバイオマーカーBRAF/PIK 3 CA遺伝子変異と原発
部位の関連 愛知大腸がん遺伝子プロファイル研究(第 2
報). 第54回日本癌治療学会総会,2016,(横浜)

049	 宇良　敬，田近正洋，安部哲也，室　　圭，門脇重憲，谷
口浩也，成田有季哉，田中　努，石原　誠，植村則久，川
上次郎 : 食道がん治療の改善に向けて 食道癌術前化学療
法から手術までの待期期間が予後に及ぼす影響の検討. 第
54回日本癌治療学会総会,2016,(横浜)

050	 石原　誠，田中　努，田近正洋，丹羽康正 : 当院における
食道癌根治的CRT後の遺残・再発に対するsalvage ESDの
治療成績 第70回 日本食道学会学術集会,2016,(東京),[ポス
ター]

051	 石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，山雄健次，丹羽康正 : 当院における
ESD非治癒切除例の検討. 第92回日本消化器内視鏡学会総
会,2016,(神戸),[一般演題]

052	 田中　努，田近正洋，丹羽康正 : 胃悪性リンパ腫の内視鏡
像の検討. 第92回日本消化器内視鏡学会総会2016(神戸), 
[ワークショップ]

053	 奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，平山貴視，渋
谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，丹羽
康正，山雄健次 : 悪性胆道狭窄に対する超音波内視鏡下胆
管胃吻合術(EUS-HGS)の検討. 第92回日本消化器内視鏡学
会総会,2016(神戸)[ポスター]

054	 田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，水
野伸匡，原　和生，肱岡　範，奥野のぞみ，平山貴視，渋
谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，藤田　曜，安藤
昌彦，丹羽康正 : 大腸内視鏡検査における腸管洗浄剤の至
適投与法の検討. 第92回日本消化器内視鏡学会総会,2016, 
(神戸),[ポスター]

055	 鈴木博貴，田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，水
野伸匡，原　和生，肱岡　範，丹羽康正 : 当院における食
道表在癌に対する内視鏡治療後非治癒切除症例に対する追
加治療成績の検討. 第92回日本消化器内視鏡学会総会,2016, 
(神戸),[ポスター]

056	 平山貴視，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
中　努，石原　誠，平山　裕，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，渋谷　仁，藤田　
曜，徳久順也，田近正洋，丹羽康正，山雄健次 : 膵臓癌に
対するEUS-FNAの診断能の向上に向けた取り組み. 第58
回日本消化器病学会大会,2016,(神戸),[デジタルポスター]

057	 平山　裕，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　
司，近藤　尚，平山貴視，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，
藤田　曜，山雄健次，丹羽康正 : "当院における頸部食道
表在癌の治療成績および長期経過, 第58回日本消化器病学
会大会,2016,(神戸),[ポスター]
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058	 舛石俊樹，田近正洋，室　　圭 : 切除不能進行・再発大腸
癌一次治療におけるベバシズマブ併用は予後を改善してい
るか？ . 第58回日本消化器病学会大会,2016,(神戸),[パネル
ディスカッション]

059	 田近正洋 : 早期大腸がん : 内視鏡診断・治療のための腸管
洗浄. 名古屋市守山区医師会学術講演会,2016,(名古屋),[講
演]

060	 田近正洋 : 正確な内視鏡診断のための最適な腸管洗浄法. 
第71回日本大腸肛門病学会学術集会ランチタイムセミ
ナー,2016,(伊勢),[講演]

061	 倉岡直亮，田中　努，田近正洋 : 中下咽頭表在癌に対する
ELPSの治療成績. 日本消化器病学会東海支部第125回例
会,2016,(名古屋),[シンポジウム]

062	 田近正洋 : 日本消化器病学会東海支部第125回例会,2016,(名
古屋),[座長　シンポジウム]

063	 鈴木博貴，石原　誠，田近正洋 : MM以深食道表在癌に対
するESD+予防的CRTの治療成績. 第59回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会,(名古屋),[シンポジウム]

064	 田近正洋 : 第59回日本消化器内視鏡学会東海支部例会,(名
古屋),[座長 シンポジウム]

065	 藤田　曜，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，岩屋
博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正 : 胆道癌
の術式決定におけるConvex型 EUSの有用性. 第59回日本
消化器内視鏡学会東海支部例会,2016,(名古屋),[一般演題]

066	 渋谷　仁，原　和生，奥野のぞみ，肱岡　範，水野伸匡，
大西祥代，平山　裕，石原　誠，田中　努，田近正洋，伊
東文子，岩屋博道，倉岡直亮，松本慎平，藤田　曜，鳥山
和浩，鈴木博貴，近藤　尚，平山貴視，夏目誠治，千田嘉
毅，清水泰博，丹羽康正 : 術後良性胆管空腸吻合部狭窄に
対する短期的カバー付き金属製ステント留置の有用性. 第
59回日本消化器内視鏡学会東海支部例会,2016,(名古屋),[一
般演題]

067	 平山貴視，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，渋
谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，岩屋
博道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正 : "EUS-
FNAにおける迅速細胞診の可能性. 第59回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会,2016,(名古屋),[一般演題]

068	 田近正洋 : 早期咽頭癌・食道癌の診断と治療. 第27回日本
消化器内視鏡学会東海セミナー,2017,(名古屋),[講演]

069	 石原　誠，田近　正洋，田中　努，平山　裕，大西祥代，
加藤　忠，丹羽康正 : 症例検討 1 セッション「上部消化管」. 
"第13回日本消化管学会総会学術集会,2017,(名古屋),[症例検
討セッション]

070	 平山　裕，田近正洋，田中　努，石原　誠，大西祥代，原　
和生，水野伸匡，肱岡　範，奥野のぞみ，近藤　尚，平山
貴視，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，藤田　曜，岩屋博
道，伊東文子，倉岡直亮，松本慎平，丹羽康正 : 当院にお
けるGIST診療の現状. 第13回日本消化管学会総会学術集
会,2017,(名古屋),[ワークショップ]

071	 田近正洋 : 「大腸(消化管出血」」. 第13回日本消化管学会総
会,2017,(名古屋),[座長 一般演題]

072	 石原　誠，田近正洋，田中　努，丹羽康正 : 胃切除後のバ
レット食道の検討. 第89回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[ポ
スター]

073	 杉山圭司，成田有季哉，三谷誠一郎，本多和典，舛石俊樹，
谷口浩也，門脇重憲，谷口浩也，宇良　敬，安藤正志，田
近正洋，室　　圭 : サルコペニアが切除不能・再発胃癌の
予後に及ぼす影響. 第89回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[ポ
スター]

074	 成田有季哉，田近正洋，河合貞幸，松島知広，飯泉　桜，
高島淳生，室　　圭，安井博史，高張大亮，朴　成和 : 
DCS療法後のタキサン再投与に関する後方視的検討. 第89
回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[ポスター]

呼吸器内科部

001	 Shimizu J, Oya Y, Tanaka  T, Yoshida T, Horio Y, 
Hida T, Sakao Y, Yatabe Y : Clinical outcomes of 
patients with LS-SCLC treated with chemoradiotherapy， 
Can we find candidates for salvage surgery? WCLC 
2016,2016,(Wein)[Poster]

002	 Hida T, Kim HY, Imamura F, Fukino K, Akamatsu H 
: Osimertinib vs platinum+based chemotherapy in 
pat ients with EGFRm T790M-posit ive aNSCLC 
(AURA 3 ), 57th Japan Lung Cancer Society Annual 
Meeting,2016,(Fukuoka),[Plenary session]

003	 Nishio M, Kiura K, Abe T, Imamura F, Matsumoto S, 
Okamoto I, Satouchi M, Takenoyama M, Nakagawa K, 
Kurata T, Fujisaka Y, Tokushige K, Natori H, Hida 
T : Global Phase Ⅲ study of ceritinib in ALK+NSCLC 
patients previously treated with crizotinib (ASCEND- 5 ): 
Japanese subset results， 57th Japan Lung Cancer Society 
Annual Meeting,2016,(Fukuoka),[アンコールセッション]

004	 Nishio M, Azuma K, Hayashi H, Hida T, Inoue A, 
Iwamoto Y, Ikeda S Kiura K, Satouchi M, Sugawara 
S, Takeda K, Bhardwaj D, Keating A, Komatsu K, 
Morishita M, Takeda K, Morita S, Fukuoka M, 
Nakagawa K : ASP8273 tolerability and antitumor 
activity in TKI-naïve Japanese subjects with EGFR 
mutation-positive non-small cell lung cancer: preliminary 
results, 57th Japan Lung Cancer Society Annual Meeting, 
2016,(Fukuoka),[Oral session]

005	 土屋雅子，荒井保明，堀尾芳嗣，船﨑初美，青儀健二郎，
宮内一恵，高橋　都 : がん診断後の離職割合の経時的変化
と要因分析 : 多施設共同研究. 第29回日本サイコオンコロ
ジー会,2016,(札幌) ,[口演]

006	 大矢由子，田中広祐，古田裕美，近藤千晶，渡辺尚宏，吉
田達哉，清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明，谷田部　恭 : 
Alectinib耐性時に小細胞肺癌へ形質転換したALK融合遺
伝子陽性NSCLCの 1 例. 第57回日本肺癌学会学術集会, 
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2016,(福岡),[症例報告]
007	 古田裕美，吉田達哉，大矢由子，田中広祐，近藤千晶，渡

辺尚宏，清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明，谷田部　恭 : 
Afatinib獲得耐性後、複数回の再生検にてT790M変異を検
出した肺腺癌の 1 例. 第109回日本肺癌学会中部支部会, 
2016,(名古屋),[症例報告]

008	 渡邉清永，黒田浩章，水野　瞳，稲吉三葉，村井一輝，山
田知里，足立明美，吉田達哉，坂尾幸則，内藤由美子 : 肺
がん胸腔鏡手術における術後回復強化プロトコール
(ERAS)の評価, 第17回日本クリニカリパス学会学術集会. 
2016,(石川) ,[シンポジウム]

009	 中西速夫，安立弥生，出嶋　仁，服部正也，黒田浩章，吉
田達哉，岩田広治，谷田部　恭 : フィルタ型CTC分離デバ
イスを用いた肺がん、乳がん等のCTCに関する前臨床的
および臨床的検討. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜), 
[ポスター]

010	 田中広祐，長田啓隆，村上優子，堀尾芳嗣，樋田豊明，関
戸好孝 : 悪性中皮腫においてHippo伝達経路の共役転写因
子YAPがCD44の発現を制御し、これらはスタチンによっ
て阻害される. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜), 
[English Oral Sessions]

011	 東　公一，樋田豊明，軒原　浩，近藤征史，金　永学，瀬
戸貴司，滝口裕一，西尾誠人，吉岡弘鎮，今村文生，堀田
勝幸，渡部　聡，後藤功一，中川和彦，光冨徹哉，山本信
之，田中智宏，田村友秀 : ALK陽性肺癌を対象としたア
レクチニブ(ALC)とクリゾチニブ(CRZ)の比較第Ⅲ相試験
(J-ALEX試験). 第57回日本肺癌学会学術集会,2016,(福岡), 
[アンコールセッション]

012	 坂　英雄，菅原俊一，樋田豊明，堀田勝幸，山田一彦，倉
田宝保，横山琢磨，関　順彦，川口知哉、梅村茂樹，西尾
誠 人，Gregory M， Lubiniecki，Roy S， Herbst， : 
PD-L 1 発現陽性既治療非小細胞肺癌に対するペムブロリ
ズマブの第Ⅲ相試験(KEYNOTE-010)の日本人集団解析.第
57回日本肺癌学会学術集会,2016,(福岡),[口演]

013	 大橋圭明，杉山栄里，松本慎吾，葉　清隆，富井啓介，中
川　拓，吉田達哉，原　聡志，本庄　統，杉本啓介，久山
彰一，津田岳志，後藤功一 : 分子標的治療開発を目指した
肺扁平上皮癌の遺伝子スクリーニング(LC-SCRUM-Japan). 
第57回日本肺癌学会学術集会,2016,(福岡) ,[一般演題(口演)]

014	 田中広祐，長田啓隆，村上優子，堀尾芳嗣，樋田豊明，関
戸好孝 : Hippo伝達経路不活化悪性中皮腫細胞においてス
タチンがYAP-CD44カスケード抑制を介して増殖を阻害す
る. 第57回日本肺癌学会学術集会,2016,(福岡),[一般演題(ポ
スター)]

015	 大矢由子，吉田達哉，田中広祐，古田裕美，近藤千晶，渡
辺尚宏，清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明，坂尾幸則，谷田
部　恭 : 既治療非小細胞肺癌におけるNivolumabの使用成
績と効果予測因子についての検討. 第57回日本肺癌学会学
術集会,2016,(福岡) ,[一般演題(口演)]

016	 古田裕美，吉田達哉，大矢由子，田中広祐，近藤千晶，渡
辺尚宏，清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明，坂尾幸則，谷田
部　恭 : 高齢者(75歳以上)におけるOsimertinibの安全性の

検討. 第57回日本肺癌学会学術集会,2016,(福岡),[一般演題
(口演)]

017	 下村一景，大矢由子，吉田達哉，伊藤宏佳，水野靖也，樋
田豊明 : 再発小細胞肺癌患者に対する塩酸アムルビシン＋
ペグフィルグラスチム併用療法の骨髄抑制へ与える影響. 
第57回日本肺癌学会学術集会,2016,(福岡),[一般演題(ポス
ター)]

血液・細胞療法部

001	 Yamamoto K :  Immune checkpoint blockage in 
lymphoma(Immune Check Point Inhibitor; Promising 
Treatment for Cancer, 英語発表). 第14回日本臨床腫瘍学
会学術集会,2016,(神戸市),[International Symposium 2 ]

002	 Miyazaki K, Asano N, Yamada T, Takasaki H, 
Igarashi T, Nishikori M, Ohata K, Sunami K, 
Yoshida I, Niitsu N, Okamoto M, Yano H, Nishimura 
Y, Tamaru S, Izutsu K, Kinoshita T, Suzumiya J, 
Nishikawa M, Katayama N, Yamaguchi M : Dose-
Adjusted (DA) - EPOCH-R with High-Dose Methotrexate 
for Newly Diagnosed CD 5 -Positive Diffuse Large B-Cell 
Lymphoma (CD 5 +DLBCL): Interim Results from a 
Phase II Study. 58th American Society of Hematology 
Annual Meeting & Exposition,2016,(San Diego),[ポスター]

003	 Kato H., Yamamoto K, Higuchi Y, Saito T, Hori M, 
Taji H, Yatabe Y, Nakamura S, Kinoshita Y : 
Mogamulizumab followed by GDP regimen in a patient 
with primary refractory angioimmunoblastic T-cell 
lymphoma. 第14回日本臨床腫瘍学会学術集会,2016,(神戸
市),[ポスターフリーディスカッション]

004	 Inagaki Y, Saito S, Yamamoto K, Usui E, Uchida T, 
Kinoshita T, Tamaki S, Sakai T, Kato T, Ono Y, 
Sawsa M, Ohashi H, Kakimoto Y, Imai K : The 
r e t r o s p e c t i v e  a n a l y s i s  o f  t h e  6 9  c a s e s  o f 
radioimmumotherapy by zevalin. 第78回日本血液学会学
術集会,2016,(横浜),[口演]

005	 Maruyama D, Ogura M, Ishizawa K, Abe Y, Izutsu K, 
Ando K, Terui Y, Imaizumi Y, Tsukasaki K, Suzuki 
K, Izumi T, Usuki K, Kinoshita T, Taniwaki M, 
Uoshima N, Suzumiya J, Kurosawa M, Nagai H, 
Uchida T, Tobinai K : Phase II trial of bendamustine-
rituximab for untreated patients with indolent B-cell NHL 
or MCL. 第78回日本血液学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

006	 Tobinai K, Maruyama D, Makita S, Kinoshita T, 
Yamamoto K, Higuchi Y, Murakami S, Terui Y, 
Yokoyama M, Uechi A, Ishida Y, Hatake K : Japanese 
phase I study of polatuzumab vedotin in relapsed/
refractory B-cell non-Hodgkin lymphoma. 第78回日本血液
学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

007	 Saito T, Kato H, Mihara H, Yamamoto K, Tange N, 
Taji H, Yatabe Y, Nakamura S, Kinoshita T : 
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Incidence and clinical characteristics of nodular 
lymphocyte predominant Hodgkin lymphoma. 第78回日本
血液学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

008	 Kinoshita T, Hatake K, Fukuhara N, Choi I, 
Taniwaki M, Ando K, Maruyama D, Terui Y, Higuchi 
Y, Onishi Y, Yasunobu A, Kobayashi T, Yukari S, 
Tobinai K : Phase 2  study of nivolumab in Japanese 
patients with rekapsed or refractory Hodgkin lymphoma. 
第78回日本血液学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

009	 Kato H, Ymamamoto K, Saito T, Tange N, Taji H, 
Yatabe Y, Nakamura S, Kinoshita T : Clinical impact 
of early progression in patients with DLBCL after 
R-CHOP based therapy. 第78回日本血液学会学術集会, 
2016,(横浜),[口演]

010	 Tojo A, Kyo T, Yamamoto K, Takahashi N, Nakamae 
H, Kobayashi Y, Tauchi T, Okamoto S, Miyamura K, 
Iwasaki H, Hatake K, Matsumura I, Usui N, Yanase 
K, 1  Hu S, Farinh H, Naoe T, Ohyashiki K : Ponatinib 
Phase 1 / 2  Study in Japanese Patients With Ph+ 
Leukemia. 第78回日本血液学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

011	 Fujimoto F, Kawabata H, Takai K, Ide M, Tsukamoto 
N, Kinoshita T, Aoki S, Masaki Y : A multicenter 
retrospective study of patients with TAFRO syndrome. 
第78回日本血液学会学術集会,2016,(横浜),[ポスター]

012	 山本一仁 : 悪性リンパ腫. 日本臨床腫瘍学会第28回教育セ
ミナーBセッション,2016,(神戸市),[教育セミナー]

013	 樋口悠介，加藤春美，山本一仁，堀　南美，齋藤統子，田
地浩史，谷田部　恭，中村栄男，木下朝博 : 当院における
Adolescent and Young Adult世代のびまん性大細胞型B細
胞リンパ腫及び縦隔原発大細胞型B細胞リンパ腫患者の後
方視的検討. 第56回日本リンパ網内系学会総会,2016,(熊本
市),[ポスター]

薬物療法部

001	 Muro K, Uetake H, Tsuchihara K, Shitara K, 
Yamazaki K, Oki E, Sato T, Naitoh T, Komatsu Y, 
Kato T, Iwasaki K, Soeda J, Hihara M, Yamanaka T, 
Ochia I A, Yoshino T  :  PARADIGM study:  A 
multicenter, randomized, phase III study of mFOLFOX 6  
plus panitumumab or bevacizumab as first-line treatment 
in patients with RAS (KRAS/NRAS) wild-type metastatic 
colorectal cancer. ASCO,2016,(シカゴ),[Poster Session]

002	 Masuishi T, Taniguchi H, Komori A, Mitani S, 
Hasegawa H, Narita Y, Kadowaki S, Ura T, Ando M, 
Muro K : Phase I study of alternate-day administration of 
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stage I esophageal squamous cell carcinoma: a long-term 
comparison. 第14回日本臨床腫瘍学会学術集会,2016,(神戸), 
[口演]

061	 長谷川裕子，谷田部　恭，安藤正志，三谷誠一郎，舛石俊
樹，小森　梓，成田有季哉，谷口浩也，門脇重憲，宇良　敬，
室　　圭 : The clinical importance of chemotherapy 
based on predicted primary sites for cancer of unknown 
primary. 第14回日本臨床腫瘍学会学術集会,2016,(神戸),[口
演]

062	 室　　圭(司会) : The new molecular target and treatment 
strategy for advanced gastric cancer. 第14回日本臨床腫
瘍学会学術集会,2016,(神戸),[インターナショナルシンポジ
ウム]

063	 門脇重憲(司会) : 大腸がん①. 第14回日本臨床腫瘍学会学術
集会,2016,(神戸),[ポスター]

064	 安藤正志(司会) : 保険外併用療養費制度の現状と課題. 第14
回日本臨床腫瘍学会学術集会,2016,(神戸),[シンポジウム]

065	 原　浩樹，岡本　渉，加藤健志，濱口哲弥，谷口浩也，水
上 拓 郎， 傳 田 忠 道， 森 脇 俊 和， 設 樂 紘 平， 吉 野 孝 之 
SCRUM-Japan GI-SCREEN : Efficient Identification of 
Cancer Genome Alterations in Advanced Colorectal 
Cancer. 第14回日本臨床腫瘍学会学術集会,(神戸),[口演]

066	 原　浩樹，小島隆嗣，廣中秀一，加藤　健，對馬隆浩，宇
良　敬，土岐裕一郎，大津　敦，浜本康夫，北川雄光 : 食

道がんに対するニボルマブ(ONO-4538/BMS-936558)の第Ⅱ
相試験 : PD-L 1 発現に関する有効性の検討. 第14回日本臨
床腫瘍学会学術集会,2016,(神戸),[口演]

067	 木藤陽介，濱内　諭，山崎健太郎，小森　梓，舛石俊樹，
谷口浩也，盛　啓太，室　　圭，安井博史 : レゴラフェニ
ブを含む標準治療に不応・不耐な切除不能進行・再発大腸
癌に対するTAS-102の治療成績. 第14回日本臨床腫瘍学会
学術集会,2016,(神戸),[口演]

068	 木藤陽介，濱内　諭，山崎健太郎，小森　梓，舛石俊樹，
谷口浩也，盛　啓太，室　　圭，安井博史 : レゴラフェニ
ブまたはTAS-102により 4 か月以上の無増悪生存が得られ
た切除不能進行・再発大腸癌患者の臨床的特徴. 第14回日
本臨床腫瘍学会学術集会,2016,(神戸),[口演]

069	 室　　圭(演者) : 腫瘍縮小が必要と考えられる患者さんへ
の治療戦略. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ス
ポンサードシンポジウム]

070	 室　　圭(演者) : PD-L 1 陽性進行胃癌に対するペンブロリ
ズマブの第Ⅰ相臨床試験. 第54回日本癌治療学会学術集会, 
2016,(横浜),[シンポジウム]

071	 室　　圭(演者) : 大腸癌二次化学療法のいま～分子標的治
療薬をどう使う？～. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016, 
(横浜),[学術セミナー]

072	 室　　圭(演者) : 消化管癌(食道・胃・大腸癌)における免疫
チェックポイント阻害薬の可能性. 第54回日本癌治療学会
学術集会,2016,(横浜),[教育シンポジウム]

073	 宇良　敬，田近正洋，安部哲也，室　圭，門脇重憲，谷口
浩也，成田有季哉，田中　努，石原　誠，植村則久，川上
次郎 : 食道癌術前化学療法から手術までの待機期間が予後
に及ぼす影響の検討. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016, 
(横浜),[シンポジウム]

074	 舛石俊樹，谷口浩也，杉山圭司，三谷誠一郎，本多和典，
成田有季哉，門脇重憲，宇良　敬，安藤正志，田近正洋，
室　　圭 : 一次治療doublet+bevacizumab療法はKRAS遺
伝子型に関わらず大腸がんの予後を延長する. 第54回日本
癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ワークショップ]

075	 杉山圭司，成田有季哉，門脇重憲，三谷誠一郎，本多和典，
舛石俊樹，谷口浩也，宇良　敬，安藤正志，田近正洋，室　　
圭 : DIC合併進行胃癌に対する初回フッ化ピリミジン・プ
ラチナ併用化学療法. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016, 
(横浜),[ワークショップ]

076	 赤羽和久，坂本英至，室田かおる，高原悠子，角田伸行，
村田　透，室　　圭，岩田広治 : 乳がん診療におけるがん
サバイバーシップ支援～就労支援を中心として～. 第54回
日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[シンポジウム]

077	 傳田忠道，室　　圭，板橋道朗，大橋靖雄，杉原健一 : 切
除不能な大腸癌症例におけるセツキシマブを含む一次治療
の観察研究(CORAL). 第54回日本癌治療学会学術集会,2016, 
(横浜),[ミニシンポジウム]

078	 清田尚臣，長谷川泰久，室　　圭，高橋俊二，尾上琢磨，
本間明宏，鈴木政美，家根旦有，原　浩樹，西條　憲，山
中 竹 春， 田 原　 信 : 再 発・ 転 移 頭 頸 部 癌 に 対 す る
Paclitaxel+Carboplatin+Cetuximab療法の第Ⅱ相試験. 第
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54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ワークショップ]
079	 田原　信，室　　圭，長谷川泰久，山崎知子，若杉哲郎，

門脇重憲，花井義信，今井健太郎，嶋本隆司，Jonathan 
Cheng D : UPDATE : 進行性・転移性の日本人頭頸部扁
平上皮癌患者に対するMK-3475の第Ⅰb相試験. 第54回日
本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ワークショップ]

080	 神谷忠宏，谷口浩也，上原圭介，中山裕史，中山吾郎，高
橋卓嗣，中野祐住，松岡　宏，宇都宮節夫，森　義徳，小
森康司，田近正洋，室　　圭 : BRAF/PIK 3 CA遺伝子変
異と原発部位の関連─愛知大腸がん遺伝子プロファイル研
究第 2 報─. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ミ
ニシンポジウム]

081	 谷口浩也 : 大腸がん診療における遺伝子関連検査のガイダ
ンス. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[スポン
サードシンポジウム]

082	 高畑知帆子，宇良　敬，小原真紀子 : PS不良の外来化学療
法例に対する電話によるアクティブアセスメントの効果. 
第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ワークショッ
プ]

083	 中島貴子，野田順子，朝井哲也，牧田智誉子，西川大輔，
宇良　敬 : 予防的胃瘻造設が頭頸部癌に対する化学放射線
療法の臨床経過に及ぼす影響の検討. 第54回日本癌治療学
会学術集会,2016,(横浜),[ワークショップ]

084	 富田寿彦，石神浩德，藤原義幸，門脇重憲，小寺泰弘，今
本治彦，今野元博，福島亮治，秀村晃生，上田修吾，梨本　
篤，藪崎　裕，楠本哲也，上之園芳一，北山丈二 : 腹膜播
種陽性胃癌に対するS- 1 /oxaliplatin+paclitaxel腹腔内投与
併用療法の第Ⅱ相試験. 第54回日本癌治療学会学術集会, 
2016,(横浜),[ミニシンポジウム]

085	 福島亮治，石神浩德，藤原義幸，梨本　篤，藪崎　裕，今
本治彦，今野元博，小寺泰弘，上之園芳一，天貝賢二，門
脇重憲，三輪洋人，山口拓洋，山口博紀，北山丈二 : 腹膜
播種陽性胃癌に対するパクリタキセル腹腔内投与併用療法
を検証する第Ⅲ相試験. 第54回日本癌治療学会学術集会, 
2016,(横浜),[ミニシンポジウム]

086	 野村基雄，安藤正志，横田知哉，宮崎拓也 : 根治切除不能・
転移性粘膜黒色腫に対するニボルマブの第Ⅱ相試験(Trial 
in progress). 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜), 
[ポスター]

087	 服部正也，吉村章代，澤木正孝，権藤なおみ，石黒淳子，
小谷はるる，片岡愛弓，大西　桜，岩瀬まどか，杉野香世
子，安藤正志，岩田広治 : ペルツズマブ治療後のHER 2 陽
性進行再発乳癌に対するT-DM 1 の有効性. 第54回日本癌
治療学会学術集会,2016,(横浜),[ワークショップ]

088	 室　　圭 : 切除不能進行・再発大腸癌における薬物療法の
進歩と展望. 第24回日本消化器関連学会週間,2016,(神戸),[教
育講演]

089	 舛石俊樹，田近正洋，室　　圭 : 切除不能進行・再発大腸
癌一次治療におけるベバシズマブ併用は予後を改善してい
るか？ . 第24回日本消化器関連学会週間,2016,(神戸),[パネ
ルディスカッション]

090	 室　　圭(司会) : StageⅣ大腸がんの治療. 第71回日本大腸

肛門病学会学術集会,2016,(三重),[パネルディスカッション]
091	 室　　圭(演者) : 消化管癌(食道癌､ 胃癌､ 大腸癌)における

目根気チェックポイント阻害薬の可能性. 第 5 回日本免
疫・細胞治療学会学術集会,2016,(東京),[シンポジウム]

092	 室　　圭 : チームで取り組む大腸がん薬物療法の実践とが
ん薬物療法における曝露対策. 第34回日本ストーマ・排泄
リハビリテーション学会総会,2017,(名古屋),[ランチョンセ
ミナー]

093	 室　　圭(演者) : Clinical outcomes in patients with 
advanced gastric cancer treated with pembrolizumab 
(MK-3475) in KEYNOTE-012. 第89回日本胃癌学会総会, 
2017,(広島),[教育講演]

094	 室　　圭( 演者)  :  O n c o l o g i c a l  t r e a t m e n t  f o r 
gastroesophageal junction (GEJ) adenocarcinoma across 
the world. 第89回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[ワーク
ショップ]

095	 杉山圭司，成田有季哉，三谷誠一郎，本多和典，舛石俊樹，
谷口浩也，門脇重憲，宇良　敬，安藤正志，室　　圭 : 
Impact of sarcopenia on survival outcomes in patients 
(pts) with metastatic gastric cancer (mGC). 第89回日本胃
癌学会総会,2017,(広島),[口演]

096	 成田有季哉，田近正洋，河合貞幸，松島知広，飯泉　桜，
髙島敦生，室　　圭，安井博史，高張大亮，朴　成和 : 
Impact of sarcopenia on survival outcomes in patients 
(pts) with metastatic gastric cancer (mGC). 第89回日本胃
癌学会総会,2017,(広島),[ポスター]

遺伝子病理診断部・臨床検査部

001	 Yasushi Y : Genetic of pulmonary adenocarcinoma 
presenting with GGNs;What genetic changes lead togrow 
up?, Fleischner Society,2016,(USA, NY),[口演]

002	 Yasushi Y : Biologand Heterogene of EGFR-mutated 
NSCLC, KALC Fall Conference,2016,(Korea, Seoul),[シ ン
ポジウム]

003	 Yasushi Y : Proposal for a comsensus report on IHC 
from the IASLC path panel, IASLC Pathology Panel 
Meeting,2016,(Austria, Vienna),[ワークショップ]

004	 Yaushi Y : Molecular Testing Guideline for Selection of 
Lung Cancer Patients, World Lung Cancer Conference, 
2016,(Austria, Vienna),[シンポジウム]

005	 谷田部　恭 : 病理におけるバイオマーカー診断の実際. 第
105回日本病理学会総会,2015,(仙台),[講演]

006	 谷田部　恭 : 腫瘍における分子病理診断の基本原則. 第105
回日本病理学会総会,2015,(仙台),[講演]

007	 谷田部　恭 : 病理・生検①. 第39回日本呼吸器内視鏡学会
学術集会,2016,(名古屋),[座長]

008	 谷田部　恭 : 臨床試験における病理裏事情. 虎の穴プレレ
クチャー2016,2016,(大阪),[講演]

009	 谷田部　恭 : ALK肺がんにおける最新の話題. 第 3 回呼吸
器病理カンファレンス,2016,(滋賀),[特別講演]
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010	 谷田部　恭 : 肺がん診療における新しいCAP/IASLC/
AMP Molecular Testing Guideline. 第55回日本肺癌学会東
北支部学術集会,2016,(仙台),[特別講演]

011	 谷田部　恭 : 肺がん診療におけるALK検査の実施. Chugai 
Lung Cancer Seminar in Kagoashima,2016,(鹿児島),[特別
講演]

012	 谷田部　恭 : 新しい肺がんにおけるバイオマーカーガイド
ライン～診断薬とガイドラインの最前線～. 第62回日本病
理学会秋期特別総会,2016,(金沢),[ランチョンセミナー]

013	 谷田部　恭 : 新薬の登場により病理医に求められること. 
第62回日本病理学会秋期特別総会,2016,(金沢),[コンパニオ
ンミーティング・座長]

014	 谷田部　恭 : 新しい病理分野. 第57回日本肺癌学会学術集
会,2016,(福岡),[講演]

015	 三窪将史 : 原発性肺癌における治療後再生検検体の組織学
的特徴の検討. 第105回日本病理学会総会,2015,(仙台),[講演]

016	 森　俊輔 : 肺原発リンパ上皮様癌の臨床病理学的検討. 第
59回関西胸部外科学会学術集会,2016,(三重県),[講演]

017	 柴田典子 : 遺伝子検査のための病理標本の作り方─注意す
べきこと─. H28年度日臨技中部圏支部医学検査学会(第55
回),2016,(石川),[口演]

018	 所　嘉朗，藤田奈央，太田裕子，植田菜々絵，尾関順子，
柴田典子，村上善子，佐々木英一，橋本光義，山雄健次，
越川　卓，谷田部　恭 : 膵EUS-FNAにおける細胞像の見
方について. 平成28年度日臨技中部圏支部病理細胞検査研
修会,2017,(三重),[口演]

019	 藤田奈央，植田菜々絵，太田裕子，村上善子，谷田部　恭 : 
胸水・心嚢水に出現した乳癌の細胞学的検討. 第56回東海・
北陸支部総会,2017,(愛知),[口演]

020	 藤田奈央，植田菜々絵，太田裕子，村上善子，谷田部　恭 : 
胸水・心囊水に出現した乳癌の細胞学的検討. 第36回東海
連合会総会,2017,(愛知),[口演]

頭頸部外科部

001	 Hanai N : Larynx-sparing treatment based on induction 
chemotherapy and its response in hypopharyngeal cancer. 
19th WCBIP/WCBE World Congress,2016,(イタリア),[口
演]

002	 Hasegawa Y, Kiyota N, Takahashi S, Yokota T, Yen 
C.-J, Iwae S, Shimizu Y, Hong R.-L, Goto M, Namba 
Y, Ferris R.L, Monga M, Lynch M, Hagihara S, 
Tahara M : Efficacy and safety of nivolumab for 
recurrent or metastatic (R/M) squamous cell carcinoma 
of the head and neck (SCCHN) in Asia: CheckMate 141 
subgroup analysis. ESMO Asia 2016 Congress,2016,(シン
ガポール),[口演]

003	 Tahara M, Muro K, Hasegawa Y, Chung H.C, Lin C.-
C, Keam B, Cheng J, Bang Y.-J : Efficacy and safety of 
pembrolizumab (MK-3475) in recurrent/metastatic head 
and neck squamous cell carcinoma (R/M HNSCC): Subset 

analyses for Asia-pacific patients in KEYNOTE-
012(KN-012) B 2  cohort. ESMO Asia 2016 Congress,2016, 
(シンガポール),[口演]

004	 Hanai N, Terada H, Shimode Y, Furukawa MK, Sato 
Y, Hasegawa Y : The utility of ultrasound in the 
d i a g n o s i s  o f  c e r v i c a l  l y m p h  n o d e s  a f t e r 
chemoradiotherapy. 5 th Congress of Asian Society for 
Head and Neck Oncology,2017,(バリ島),[ポスター]

005	 鈴木秀典，花井信広，西川大輔，福田裕次郎，長谷川泰 
久 : 頭頸部癌に対するプラチナ併用とセツキシマブ併用放
射線治療後の救済手術後における合併症と手術部位感染
症. 第117回日本耳鼻咽喉科学会通常総会・学術講演
会,2016,(名古屋),[ポスター]

006	 高野　学，鈴木秀典，花井信広，福田裕次郎，小出悠介，
西川大輔，的場拓磨，寺田星乃，長谷川泰久 : 頭頸部原発
悪性粘膜黒色腫症例の検討. 第117回日本耳鼻咽喉科学会
通常総会・学術講演会,2016,(名古屋),[ポスター]

007	 花井信広，寺田星乃，長谷川泰久 : 超音波検査による化学
放射線療法後の頸部リンパ節診断に関する検討. 第89回日
本超音波医学会,2016,(京都),[口演]

008	 寺田星乃 : 頸部リンパ節転移における化学放射線治療後の
超音波検査を用いた評価. 第89回日本超音波医学会,2016, 
(京都),[口演]

009	 花井信広，寺田星乃，長谷川泰久 : 超音波検査による化学
放射線療法後の頸部リンパ節診断に関する検討. 第36回日
本乳腺甲状腺超音波医学界学術集会,2016,(京都),[シンポジ
ウム]

010	 花井信広 : 頭頸部外科手術における最新テクニック～コツ
とピットフォール～. 第40回日本頭頸部癌学会,2016,(大宮), 
[学術セミナー]

011	 福田裕次郎，長谷川泰久，鬼塚哲郎，丹下健一，川端一嘉，
岩江信法，本間明宏，鈴木政美，家根且有，山中竹春，田
原　信 : 再発・転移頭頸部扁平上皮癌に対するPCE併用療
法の第Ⅱ相試験(CSPOR-HN02). 第40回日本頭頸部癌学会, 
2016,(大宮),[口演]

012	 小出悠介，福田裕次郎，西川大輔，鈴木秀典，花井信広，
的場拓磨，寺田星乃，高野　学，長谷川泰久 : 甲状腺乳頭
癌の外側咽頭後リンパ節転移. 第40回日本頭頸部癌学会, 
2016,(大宮),[口演]

013	 松居秀敏，林　隆一，鬼塚哲郎，藤井　隆，加藤孝邦，岩
江信法，長谷川泰久，寺尾恭一，門田信也，小川武則，米
澤宏一郎，藤井正人 : 早期下咽頭癌の治療成績 多施設共
同による後方視的研究. 第40回日本頭頸部癌学会,2016,(大
宮),[口演]

014	 伊地知圭，的場拓磨，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，福
田裕次郎，小出悠介，高野　学，寺田星乃，村上信五，長
谷川泰久 : 原発不明頸部リンパ節転移症例の検討. 第40回
日本頭頸部癌学会,2016,(大宮),[口演]

015	 平川　仁，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，鈴木幹男，長
谷川泰久 : 頸部食道がんに対する術前化学療法の病理学的
効果と意義. 第40回日本頭頸部癌学会,2016,(大宮),[ポス
ター]
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016	 花井信広 : 化学放射線療法後の頸部リンパ節診断に関する
検討. 第13回頭頸部超音波研究会,2016,(大宮),[口演]

017	 花井信広 : 超音波検査による化学放射線療法後の頸部リン
パ節診断に関する検討 進捗状況報告. 第13回頭頸部超音波
研究会,2016,(大宮),[口演]

018	 寺田星乃 : 頸部リンパ節転移における化学放射線治療後の
超音波検査を用いた評価. 第13回頭頸部超音波研究会,2016, 
(大宮),[口演]

019	 花井信広 : 切除可能頭頸部がんの治療戦略. 福岡頭頸部癌
セミナー,2016,(福岡),[特別講演]

020	 松塚　崇，長谷川泰久 : 口腔癌におけるSentinel Node 
Navigation Surgery. 第78回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学
術講演会,2016,(鹿児島),[シンポジウム]

021	 花井信広 : 耳鼻咽喉科・頭頸部外科医による頭頸部がん集
学的治療の実践. 第78回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講
演会,2016,(鹿児島),[学術セミナー]

022	 鈴木秀典，花井信広，西川大輔，福田裕次郎，小出悠介，
寺田星乃，高野　学，長谷川泰久，奥村誠子，橘　五月，
角谷　聡，兵藤伊久夫 : 口腔悪性腫瘍における気管切開を
考える. 第11回頭頸部癌術後機能研究会シンポジウム,2016, 
(名古屋),[シンポジウム]

023	 加藤　健，小島隆嗣，大幸宏幸，花井信広，泉佐知子，全
田貞幹 : 切除可能頸部食道癌に対する 5 -FU/CDDP/RTの
多施設共同臨床第II相試験(Ce-CRT P-II). 第70回日本食道
学会学術集会,2016,(東京),[ポスター]

024	 花井信広 : 個別化と低侵襲を目指す頭頸部癌治療. 第 4 回 
北河内頭頸部癌治療セミナー,2016,(大阪),[特別講演]

025	 花井信広，寺田星乃 : 超音波検査による化学放射線療法後
の頸部リンパ節診断に関する検討. 第14回頭頸部超音波研
究会,2016,(加賀),[口演]

026	 花井信広 : 化学放射線療法と頸部郭清術. 第31回耳鼻科腫
瘍セミナー,2016,(大阪),[特別講演]

027	 長谷川泰久 : 頭頸部がんの機能温存手術. 第24回福島県耳
鼻咽喉科臨床懇話会,2016,(郡山),[特別講演]

028	 花井信広 : 頭頸部癌手術のcontroversy. 第 6 回南大阪頭頸
部腫瘍フォーラム,2016,(大阪),[特別講演]

029	 田原　信，室　　圭，長谷川泰久，山崎知子，榎田智弘，
若杉哲郎，門脇重憲，花井義信，田中義信，今井健太郎，
嶋本隆司，Cheng Jonathan D : 頭頸・口腔 頭頸部がんに
対する治療戦略 UPDATE 進行性・転移性の日本人頭頸
部扁平上皮癌患者に対するMK-3475の第Ib相試験. 第54回
日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

030	 清田尚臣，横田知哉，長谷川泰久，室　　圭，高橋俊二，
尾上琢磨，本間明宏，鈴木政美，家根旦有，原　浩樹，西
條　憲，山中竹春，田原　信 : 頭頸・口腔 頭頸部がんに
対する治療戦略 再発・転移頭頸部癌に対するPaclitaxel+ 
Carboplatin+Cetuximab療法の第II相試験. 第54回日本癌治
療学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

031	 高橋俊二，清田尚臣，長谷川泰久，横田知哉，岩江信法，
清水　康，後藤昌弘，灘波良信，Ferris Robert L, Monga 
Manish, 田原　信 : 頭頸・口腔 頭頸部がんに対する治療
戦略 再発性または転移性(R/M)頭頸部扁平上皮癌(HNSCC)

に対するnivolumab療法と検査者選択療法の比較. 第54回
日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

032	 全田貞幹，小島隆嗣，大幸宏幸，加藤　健，泉佐知子，花
井信広，堅田親利，清田尚臣，對馬隆浩，藤井正人 : 食道 
食道がんに対する治療戦略 頸部食道癌に対するCDDP/ 5 -
FU併用化学放射線療法の多施設共同臨床第II相試験. 第54
回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

033	 花井信広 : 局所進行頭頸部癌 ─切除する？しない？─. 第
4 回西日本中部地区頭頸部腫瘍研究会,2016,(岡山),[特別講
演]

034	 長谷川泰久，塩谷彰浩，吉本世一，本間明宏，横山純吉，
菅澤　正，楯谷一郎，塚原清彰，尾瀬　功 : 頭頸部癌にお
けるICG 蛍光法を用いたセンチネルリンパ節生検術. 第18
回SNNS研究会学術集会,2016,(東京),[シンポジウム]

035	 甲能直幸，長谷川泰久，吉本世一，松塚　崇，本間明宏，
塩谷彰浩，横山純吉，小須田茂，近松一朗，吉崎智一，上
村裕和，三浦弘規，菅澤　正，鈴木幹男，丸尾貴志，楯谷
一郎，尾瀬　功，谷田部　恭，川北大介，鈴木基之，塚原
清彰，村上善子 : 頭頸部癌センチネルリンパ節生検術臨床
試験 頭頸部癌センチネルリンパ節生検術共同研究班. 第18
回SNNS研究会学術集会,2016,(東京),[シンポジウム]

036	 花井信広 : 頸部リンパ節診断における厚みの測定の定義. 
第15回頭頸部超音波研究会,2016,(名古屋),[口演]

037	 向山宣昭，曾根三千彦，鈴木秀典，花井信広，長谷川泰久 
: 口腔癌の臨床病理学的検討. 第167回東海地方部会連合講
演会,2016,(津),[口演]

038	 藤井香那，別府慎太郎，村瀬貴幸，伊地知圭，草深公秀，
長谷川泰久，稲垣　宏 : 唾液腺腺様嚢胞癌におけるMYB, 
MYBL 1 , MYBL 2 , NFIBのFISH解析による検討. 第61回
日本唾液腺学会総会ならびに学術集会,2016,(東京),[口演]

039	 別府慎太郎，伊藤洋平，村瀬貴幸，草深公秀，長谷川泰久，
伊地知圭，稲垣　宏 : 唾液腺腺様嚢胞癌における癌精巣抗
原の発現. 第61回 日本唾液腺学会総会ならびに学術集会, 
2016,(東京),[口演]

040	 齋田昂佑，村瀬貴幸，藤井香那，伊地知圭，長谷川泰久，
草深公秀，稲垣　宏 : 唾液腺腺様嚢胞癌におけるRAS遺伝
子変異の臨床病理学的意義. 第61回 日本唾液腺学会総会な
らびに学術集会,2016,(東京),[口演]

041	 萩原純孝，兵藤伊久夫，西川大輔，山本憲幸，日比英晴，
長谷川泰久 : 広範な下顎切除と腓骨皮弁再建を行った小児
Ewing肉腫の 1 例. 第35回日本口腔腫瘍学会総会・学術大
会,2017,(福岡),[口演]

042	 花井信広 : 頸部手術 頭頸部がん専門医の立場から. 第 3 回
日本脊椎前方側方進入手術研究会,2017,(名古屋),[シンポジ
ウム]

043	 花井信広 : 化学放射線療法後の頸部リンパ節診断に関する
検討. 第16回頭頸部超音波研究会,2017,(東京),[口演]

044	 鈴木秀典，的場拓磨，花井信広，西川大輔，福田裕次郎，
小出悠介，長谷川泰久 : リンパ節転移陽性下咽頭癌におい
てLymph node densityは生存を予測する. 第27回日本頭頸
部外科学会総会ならびに学術講演会,2017,(東京),[口演]

045	 西川大輔，花井信広，鈴木秀典，福田裕次郎，小出悠介，
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寺田星乃，高野　学，小栗恵介，長谷川泰久 : 頭頸部扁平
上皮癌患者におけるL 3 骨格筋面積指数の臨床的意義. 第
27回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会,2017,(東
京),[口演]

046	 高野　学，鈴木秀典，花井信広，福田裕次郎，西川大輔，
小出悠介，寺田星乃，小栗恵介，長谷川泰久 : 小唾液腺癌
における頸部リンパ転移領域と予後について. 第27回日本
頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会,2017,(東京),[口演]

047	 鈴木秀典，西尾正美，玉木恒男，中多祐介，花井信広，西
川大輔，福田裕次郎，小出悠介，寺田星乃，高野　学，小
栗恵介，長谷川泰久 : 下咽頭喉頭癌の救済手術症例におけ
るFDG-PET/CTによる予後予測. 第34回東海頭頸部腫瘍研
究会,2017,(名古屋),[口演]

048	 福田裕次郎，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，小出悠介，
寺田星乃，高野　学，小栗恵介，兵藤伊久夫，奥村誠子，
橘　五月，角谷　聡，長谷川泰久 : 頭頸部再建手術中の電
気メス高周波分流による熱傷例. 第34回東海頭頸部腫瘍研
究会,2017,(名古屋),[口演]

049	 鈴木秀典，玉木恒男，西尾正美，向山宣昭，別府慎太郎，
花井信広，西川大輔，福田裕次郎，小出悠介，長谷川泰 
久 : 口腔癌の腫瘍体積による癌進展・転移メカニズムに関
する研究. 第50回制癌剤研究会,2017,(徳島),[口演]

050	 小栗恵介，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，福田裕次郎，
小出悠介，寺田星乃，高野　学，長谷川泰久 : 頻回のプロ
ボックス交換を要した症例とその対処.第34回東海頭頸部
腫瘍研究会,2017,(名古屋),[口演]

形成外科部

001	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 頭頚部「機
能再建」を考える. 第59回日本形成外科学会総会・学術集会, 
2016,(福岡),[シンポジウム]

002	 奥村誠子，角谷　聡，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 乳房インプ
ラント再建におけるripplingの 1 次 1 期・ 1 次 2 期および
2 次 2 期での比較. 第59回日本形成外科学会総会・学術集
会,2016,(福岡),[一般演題]

003	 角谷　聡，奥村誠子，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲 : 
乳房再建における胸骨傍リンパ節の影響. 第59回日本形成
外科学会総会・学術集会,2016,(福岡),[ポスター]

004	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 当院におけ
る舌亜全摘・全摘再建における皮弁縫着の工夫. 第40回頭
頚部癌学会,2016,(大宮),[シンポジウム]

005	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 当院におけ
る放射線療法治療歴を有する遊離皮弁再建例の検討. 第40
回頭頚部癌学会,2016,(大宮),[シンポジウム]

006	 角谷　聡，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 頭頸部複合
組織欠損に対する再建の検討. 第40回頭頚部癌学会,2016, 
(大宮),[一般演題]

007	 奥村誠子，角谷　聡，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲 : 
当院における年代別 1 次再建率と再建方法の検討. 第24回
日本乳癌学会学術総会,2016,(東京),[ポスター]

008	 兵藤伊久夫，奥村誠子，橘　五月，角谷　聡，亀井　譲 : 
当院における骨軟部腫瘍に関連する再建の検討. 第51回中
部形成外科学会学術集会,2016,[一般演題]

009	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 高齢者にお
ける頭頸部再建. 第 8 回日本創傷外科学会総会・学術集会, 
2016,(東京),[シンポジウム]

010	 Complications of breast reconstruction with TE/SBI : 
infection【How to solve】奥村誠子，角谷　聡，橘　五月，
兵藤伊久夫，片岡愛弓，石黒淳子，岩田広治，亀井　譲 : 
第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総
会,2016,(東京),[パネルディスカッション]

011	 奥村誠子，角谷　聡，兵藤伊久夫，武石明精，亀井　譲 : 
free TRAM flapによる 1 次 1 期乳房再建におけるIMFの
位置の検討. 第 4 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会,2016,(東京),[一般演題]

012	 角谷　聡，橘　五月，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 
局所陰圧閉鎖療法よる閉鎖が得られなかった咽頭皮膚瘻の
一例. 第68回東海形成外科学会,2016,(長久手),[一般演題]

013	 兵藤伊久夫，奥村誠子，橘　五月，角谷　聡，亀井　譲 : 
当院における遊離皮弁による骨軟部再建の検討. 第43回日
本マイクロサージャリー学会学術集会,2016,(広島),[一般演
題]

014	 橘　五月，角谷　聡，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 
肋骨付き前鋸筋＋広背筋連合皮弁における術中ICG評価. 
第43回日本マイクロサージャリー学会学術集会,2016,(広
島),[一般演題]

015	 角谷　聡，橘　五月，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 
エナメル上皮腫切除後の下顎広範囲欠損に対し, 二つの遊
離皮弁による再建を行った一例. 第43回日本マイクロサー
ジャリー学会学術集会,2016,(広島),[一般演題]

016	 奥村誠子，石黒淳子 : 乳房再建における乳腺外科の役割. 
第 2 回東海乳房再建研究会,2016,(名古屋),[パネリスト]

017	 橘　五月，角谷　聡，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 
舌再建に深下腹壁動脈穿通枝皮弁(DIEP皮弁)を用いた 2
例.2017,(名古屋),[一般演題]

018	 橘　五月，角谷　聡，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 
先天性水疱症に伴う口腔癌に対し, 遊離皮弁再建を行った
1 例. 第69回東海形成外科学会,2017,(浜松),[一般演題]

呼吸器外科部

001	 Kuroda H, Tanaka H, Yoshida T, Mzuno T, Sakakura 
N, Yatabe Y, Iwata H, Sakao Y : Prognostic Significance 
of Combined Radiologic Imaging Modalities for Prognosis 
of Clinical IA Adenocarcinomas. Esmo Asia,2016, 
(Singapore),[ポスター]

002	 Kuroda H, Dejima H, Sakata S, Mizuno T, Sakakura 
N, Sakao Y : Profiling of indocyanine green for segmental 
boundary visibility during fluorescence imaging in 
thoracoscopic anatomical segmentectomy; -Conventional 
indocyanine green mode versus Spectra-A. ASCVTS,2016, 
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(Seoul),(Oral).
003	 Mizuno T, Yatabe Y, Kuroda H, Sakakura N, Sakao 

Y : Impact of the oncogenic status on the mode of 
recurrence in resected non-small cell lung cancer. World 
Conference on Lung Cancer, 17th World Conferrence on 
Lung Cancer,2016(Vienna),[ポスター]

004	 Mizuno T, Yatabe Y, Sakata S, Seto K, Dejima H, 
Kuroda H, Sakakura N, Sakao Y : Post-recurrent 
survival outcomes according to the oncogenic status in 
patients with resected NSCLC, 24th European Conference 
on General Thoracic Surgery 2016(Naples),[ポスター]

005	 Dejima H, Sakata S, Arimura T, Mizuno T, Kuroda H, 
Sakakura N, Sakao : Y : Diagnosis of right upper lobar 
lymph node metastasis by modified TLG. ESMO asia, 
2016,(シンガポール),[ポスター]

006	 坂尾幸則，坂倉範昭，水野鉄也，黒田浩章，谷田部　恭 : 
新 た なpT因 子 とcT因 子 の 整 合 性 肺 腺 癌 の 病 理 学 的
invasive sizeとCT腫瘍径. 第57回日本肺癌学会学術集会, 
2016,(福岡),[シンポジウム]

007	 坂尾幸則，坂田省三，出島　仁，黒田浩章 : 進行肺癌にお
ける外科治療はどうあるべきか 当院におけるサルベージ
手術の治療成績.第78回日本臨床外科学会,2016,(東京),[シン
ポジウム]

008	 瀬戸克年，黒田浩章，出嶋　仁，坂田省三，水野鉄也，坂
倉範昭，坂尾幸則 : VATS lobectomyのトレーニング レジ
デントの立場から見た当院の完全胸腔鏡下肺葉切除のト
レーニング法. 第29回日本内視鏡外科学会,2016,(横浜),[要望
演題]

009	 大出泰久，葉　清隆，菱田智之，宿谷威仁，高持一矢，櫻
井裕幸，後藤　悌，池田徳彦，奥村　栄，伊藤宏之，坂尾
幸則，伊達洋至，大橋靖雄，坪井正博，國頭英夫 : 肺がん
化学療法の最適化と均てん化 病理病期I期(T 1 > 2 cm)非
小細胞肺癌完全切除例における術後治療に関する観察研
究. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

010	 尾前美友貴，黒田浩章，出嶋　仁，水野　瞳，渡邉清永，
山田知里，足立明美，坂尾幸則，内藤由美子 : 胸腔鏡手術
後のトラマドールの効果解析から得たワントラムの急性期
疼痛管理の有用性の検討. 第57回日本肺癌学会学術集会, 
2016,(福岡),[ポスター]

011	 古田裕美，吉田達哉，大矢由子，田中広祐，近藤千晶，渡
辺尚之，清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明，坂尾幸則，谷田
部　恭 : 高齢者(75歳以上)におけるOsimertinibの安全性の
検討. 第57回日本肺癌学会学術集会,2016,(福岡),[口演]

012	 大矢由子，吉田達哉，田中広祐，古田裕美，近藤千晶，渡
辺尚宏，清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明，坂尾幸則，谷田
部　恭 : 既治療非小細胞肺癌におけるNivolumabの使用成
績と効果予測因子についての検討. 第57回日本肺癌学会学
術集会,2016,(福岡),[口演]

013	 渡邉清永，黒田浩章，水野　瞳，稲吉三葉，村井一輝，山
田知里，足立明美，吉田達哉，坂尾幸則，内藤由美子 : 患
者さんにやさしいパス 早期回復、早期離床のための工夫
実践を組み込んだパス 肺がん胸腔鏡手術における術後回

復強化プロトコール(ERAS)の評価. 第17回日本クリニカル
パス学会,2016,(石川),[シンポジウム]

014	 山田　健，坂尾幸則，大出泰久，横井香平，丹羽　宏，須
田　隆，岩田　尚，吉田和夫 : 肺癌に対する胸腔鏡下手術
の実態調査 中部肺癌手術研究会アンケート結果より. 第33
回日本呼吸器外科学会,2016,(京都),[口演]

015	 水野　瞳，渡邉清永，黒田浩章，足立明美，山田知里，尾
前美友貴，稲吉三葉，浅海くるみ，坂尾幸則，内藤由美 
子 : 胸腔鏡術後のNRS SCOREに準じた薬剤使用経験から
みた疼痛管理の必要性の検討. 第38回日本疼痛学会,2016, 
(北海道),[口演]

016	 坂倉範昭，出嶋　仁，瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，水
野鉄也，黒田浩章，坂尾幸則 : 隣接臓器浸潤肺癌に対する
術前導入療法において高い組織学的効果はどのような症例
で得られるのか. 第33回日本呼吸器外科学会総会,2016,(京
都),[口演]

017	 坂倉範昭，坂田省三，出嶋　仁，瀬戸克年，水野鉄也，黒
田浩章，坂尾幸則 : 新TNM分類を考える─PL因子と隣接
臓器浸潤癌の群別から─. 第57回日本肺癌学会総会,2016, 
(福岡),[シンポジウム口演]

018	 黒田浩章，飯塚修平，出嶋　仁，瀬戸克年，直海　晃，水
野鉄也，坂倉範昭，坂尾幸則 : 右S 6 /底区の区域面形成を
利用した胸腔鏡下右S10区域切除の 1 症例 第33回呼吸器外
科学会総会,2016,(京都),[要望ビデオ]

019	 黒田浩章，出嶋　仁，坂田省三，水野鉄也，坂倉範昭，坂
尾幸則 : 間質性肺炎合併肺癌に対する胸腔鏡下手術 当院
におけるKL 6 高値の間質性肺炎合併患者に対する胸腔鏡
下手術の工夫. 第78回日本臨床外科学会総会,2016,(東京),[シ
ンポジウム]

020	 水野鉄也，瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，出嶋　仁，谷
田部　恭，黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則 : 小細胞肺癌に
対する外科治療の経験. 第33回日本呼吸器外科学会総会, 
2016,(京都),[要望演題]

021	 水野鉄也，瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，出嶋　仁，谷
田部　恭，黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則 : 当院における
肺癌に対するサルベージ手術の経験と課題. 第59回関西胸
部外科学会学術集会,2016,(津),[ビデオシンポジウム]

022	 水野鉄也，坂田省三，瀬戸克年，出嶋　仁，谷田部　恭，
黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則 : cN 1 肺癌切除例におけ
るpN 2 予測因子の検索. 第69回日本胸部外科学会定期学術
集会,2016,(岡山),[一般口演]

023	 水野鉄也，谷田部　恭，坂田省三，瀬戸克年，出嶋　仁，
黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則 : 非小細胞肺癌切除後再発
例における遺伝子変異型による再発形式の相異. 第56回日
本肺癌学会学術集会,2016,(福岡),[一般示説]

024	 出嶋　仁，瀬戸克年，水野鉄也，黒田浩章，坂倉範昭，坂
尾幸則 : 左肺動脈の分岐様式と左肺舌区域容積の関連性. 
日本外科学会総会,2016,(大阪),[ポスター]

025	 坂田省三，水野鉄也，瀬戸克年，出嶋　仁，黒田浩章，坂
倉範昭，谷田部　恭，坂尾幸則 : pN 2  肺腺癌切除例にお
ける遺伝子変異型と無再発期間に関する検討. 第57回日本
肺癌学会学術集会,2016,(福岡),[ポスター]
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026	 坂田省三，瀬戸克年，出嶋　仁，水野鉄也，黒田浩章，坂
倉範昭，坂尾幸則，森　俊輔，村上善子，谷田部　恭 : 肺
腺癌の局所再発を疑われた病変が遺伝子検査で二次癌と診
断された 1 例. 第109回日本肺癌学会中部支部学術集会, 
2016,(名古屋),[口演]

027	 坂田省三，坂倉範昭，出嶋　仁，瀬戸克年，水野鉄也，黒
田浩章，坂尾幸則 : 肺葉切除後の有瘻性膿胸に対して一期
的根治術 : 有茎骨格筋弁充填＋胸郭形成＋持続胸腔洗浄を
施行した 1 例. 第29回中部肺癌手術研究会,2016,(名古屋),[口
演]

乳腺科部

001	 Loibl S, Turner NC, Ro J, Cristofanilli M, Iwata H, 
Im S, Masuda N, Loi S, Andre F, Harbeck N, Verma 
S, Folkerd E, Theall K, Zhang K, Bartlett C, Dowsett 
M : Palbociclib (PAL) in combination with fulvestrant (F) 
in pre- / peri-menopausal (PreM) women with metastatic 
breast cancer (MBC) and prior progression on endocrine 
therapy: Results from Paloma- 3 . ASCO 2016,(2016),(シカ
ゴ),[ポスター]

002	 Andre F, Campone M, Ciruelos E, Iwata H, Loibl S, 
Rugo HS, Wilke C, Mills D, Choi M, Longin A-S, 
Juric D : SOLAR- 1 : A phaseⅢ study of alpelisib + 
fulvestrant in men and postmenopausal women with HR 
+ / HER 2 - advanced breast cancer (BC) progressing on 
or after prior aromatase inhibitor therapy. ASCO 
2016,(2016),(シカゴ),[ポスター]

003	 Yamamoto Y, Iwata H, Ueno T, Kashiwaba M, Taira 
N, Takahashi M, Tada H, Tsugawa K, Toyama T, 
Niikura N, Hara F, Fujisawa T, Yoshinami T, Saji S, 
Takano T, Masuda N, Morita S, Toi M, Ohno S : 
PRECIOUS: A randomized, open-label phaseⅢtrial of 
pertuzumab retreatment in HER 2 -positive locally 
advanced/metastatic breast cancer patients who were 
previously treated with pertuzumab, trastuzumab, and 
chemotherapy. ASCO 2016,(2016),(シカゴ),[ポスター]

004	 Andre F, Kaufman B, Juric D, Ciruelos EM, Iwata H, 
Mayer IA, Rugo HS, Conte P, Liobl S, Rubovszky G, 
Inoue K, Tesch H, Lu Y-S, Ryvo L, Longin A-S, Mills 
D, Wilke C, Gema C, Campone M : SOLAR- 1 : A phase
Ⅲ study of alpelisib and fulvestrant in men and 
postmenopausal women with hormone receptor-positive 
(HR+), human epidermal growth factor receptor 
2 -negative (HER 2 -) advanced breast cancer (BC) 
progressing on or after aromatase inhibitor (AI) therapy．
Sanantonio Breast Cancer Symposium,(2016),(サンアント
ニオ),[ポスター]

005	 Turner NC, Andre F, Cristofanilli M, Verma S, Iwata 
H, Loi S, Harbeck N, Ro J, Colleoni M, Zhang K, 
Bartlett C, Giorgetti C, Slamon D : Treatment 

postprogression in women with endocrine-resistant HR-/
HER 2 - advanced breast cancer who received palbociclib 
plus fulvestrant in PALOMA- 3 . Sanantonio Breast 
Cancer Symposium,(2016),(サンアントニオ),[ポスター]

006	 Hattori M, Sugino K, Yoshimura A, Ishiguro J, 
Sawaki M, Kotani H, Gondo N, Kataoka A, Ohnishi S, 
Iwase M, Shinkai F, Iwata H : Patient-reported 
assessment and objective assessment of edema among 
breast cancer patients receiving docetaxel plus 
cyclophosphamide (TC). 15th St. Gallen International 
Breast Cancer Conference,(2017),(ウィーン),[ポスター]

007	 Kotani H, Ito H, Kuwahara K, Kuzushima K, Iwata H, 
Tsunoda N, Nagino M, Tanaka H, Matsuo K : Impact 
o f  germina l  center -assoc ia ted nuc lear  prote in 
polymorphisms on breast cancer risk and prognosis in a 
Japanese population．Sanantonio Breast Cancer 
Symposium,(2016),(サンアントニオ),[ポスター]

008	 Kataoka A, Sawaki M, Hattori M, Yoshimura A, 
Gondo N, Kotani H, Ishiguro J, Iwase M, Onishi A, 
Sugino K, Iwata H : The prediction of pathological 
margin using preoperative contrast-enhanced MRI for 
early breast cancer who performed skin-sparing 
mastectomy with immediate reconstruction. 15th St. 
Gallen International Breast Cancer Conference,(2017), 
(ウィーン),[ポスター]

009	 Hattori M : Updates Therapeutic Strategies in HER 2 -
Positive Breast Cancer. The 14th Asian Breast Diseases 
Association Meeting & Symposium,(2016),(福岡),[口演]

010	 澤木正孝 : Intraoperative radiation therapy (IORT). 第 4
回日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会総会, 
(2016),(千葉),[口演]

011	 澤 木 正 孝 : 癌 薬 物 療 法 の 近 未 来 ─, Current Primary 
Systemic Therapy and Future Perspectives in patients 
with HER 2 -positive Breast Cancer. 第14回日本臨床腫瘍
学会学術集会,(2016),(神戸),[口演]

012	 澤木正孝 : 周術期トラスツズマブ治療歴を有する再発乳癌
におけるトラスツズマブ投与の観察研究(JBCRG-C02). 第
24回日本乳癌学会学術総会,(2016),(東京),[口演]

013	 澤木正孝 : 教育セミナー 診断・治療. 第13回日本乳癌学会
中部地方会,(2016),(名古屋),[口演]

014	 服部正也，川口英俊，増田慎三，中山貴寛，青儀健二郎，
阿南敬生，伊藤良則，大谷彰一郎，佐藤信昭，佐治重衡，
徳永えり子，中村清吾，長谷川善枝，藤澤知巳，山口美樹，
山下年成，山本　豊，森田智視，大野真司，戸井雅和 : フ
ルベストラントの長期奏効群を探索する多施設共同後方視
コホート研究(JBCRG-C06 Safari試験). 第24回日本乳癌学
会学術総会,(2016),(東京),[口演]

015	 服部正也 : ER陽性進行再発乳癌治療 : 分子標的薬の登場
はプラクティスから endocrine mono-therapy をなくすの
か?. 第24回日本乳癌学会学術総会,(2016),(東京),[口演]

016	 服部正也，吉村章代，澤木正孝，石黒淳子，権藤なおみ，
小谷はるる，片岡愛弓，岩瀬まどか，大西　桜，杉野香世
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子，安藤正志，岩田広治 : ペルツズマブ治療後のHER 2 陽
性進行再発乳癌に対するT-DM 1 の有効性. 第54回日本癌
治療学会学術集会,(2016),(横浜),[口演]

017	 吉村章代 : 地域がん登録データに基づく乳癌の長期予後の
検討. 第24回日本乳癌学会学術総会,(2016),(東京),[ポスター]

018	 小谷はるる，石黒淳子，吉村章代，服部正也，澤木正孝，
岩田広治 : 当院におけるアンケートを用いた乳がん患者の
就労調査. 第24回日本乳癌学会学術総会,(2016),(東京),(ポス
ター]

019	 大西　桜 : 乳房温存術後早期に残存乳房内再発、同側腋窩
リンパ節転移をきたした粘液癌の 1 例. 第13回日本乳癌学
会中部地方会,(2016),(名古屋),[口演]

020	 杉野香世子 : 術前化学療法中に再増大をきたし, 局所治療
を考慮したが全身治療を優先した左乳癌の一例. 第13回日
本乳癌学会中部地方会,(2016),(名古屋),[口演]

021	 片岡愛弓，澤木正孝，服部正也，吉村章代，石黒淳子，久
田知可，瀧　由美子，岩田広治 : 閉経前ホルモン受容体陽
性乳癌患者の術後治療の現状(SOFTTEXT試験結果公表前
後の比較). 第24回日本乳癌学会学術総会,(2016),(東京),(ポス
ター討議]

022	 片岡愛弓，服部正也，杉野香世子，岩瀬まどか，大西　桜，
小谷はるる，権藤なおみ，石黒淳子，吉村章代，澤木正孝，
岩田広治 : 腋窩郭清後温存乳房内再発に対しセンチネルリ
ンパ節生検を施行し対側腋窩センチネルリンパ節転移陽性
であった 1 例. 第13回日本乳癌学会中部地方会,(2016),(名古
屋),[口演]

023	 片岡愛弓，澤木正孝，杉野香世子，大西　桜，岩瀬まどか，
小谷はるる，権藤なおみ，石黒淳子，吉村章代，服部正也，
奥村誠子，佐々木英一，吉村健一，大見久美子，岩田広 
治 : 術前MRI検査は皮膚温存乳房手術における病理学的皮
膚断端距離を予測できるか. 第 4 回日本乳房オンコプラス
ティックサージャリー学会総会,(2016),(千葉),[口演]

消化器外科部

001	 Uemura N, Abe T, Kawakami J : Clinicopathological 
Analysis of Lymph Node Metastases in Patients with 
cN 0 M 0  Esophageal Cancer. 15th World Congress of the 
International Society for Diseases of the Esophagus, 
2016,(Singapore),[示説]

002	 Hiroshi Imaoka, Takayuki Kou, Masao Tanaka, 
Shinichi Egawa, Nobumasa Mizuno, Susumu Hijioka, 
Kazuo Hara, Shujiro Yazumi, Yasuhiro Shimizu, 
Kenji Yamao : Clinical outcome of elderly patients with 
unresectable pancreatic cancer : subgroup analysis of 
GEST study. 第14回日本臨床腫瘍学会学術集会,2016,(神
戸),[シンポジウム]

003	 Shimizu Y, Yamaue H, Maguchi H, Yamao K, Hirono 
S, Hijioka H, Hara K, Sano T, Senda Y, Natsume S, 
Yanagisawa A : Predictors of malignancy in branch duct 
intraductal papillary mucinous neoplasm of the pancreas 

(BD-IPMN)-analysis of 100 pancreatic resection patients 
at multiple centers. 第47回日本膵臓学会大会・第20回国際
膵臓学会・第 6 回アジアオセアニア膵臓学会,2016,(仙台),[口
演]

004	 Hijioka S, Shimizu Y, Hara K : Diagnostic strategy for 
TS 1 a PDAC using EUS-FNA. 第47回日本膵臓学会大会・
第20回国際膵臓学会・第 6 回アジアオセアニア膵臓学会, 
2016,(仙台),[口演]

005	 小森康司 : オストメイトの尿路感染予防について. 日本オ
ストミー協会 愛知県支部 医療講演会,2016,(名古屋),[講演]

006	 安部哲也 : 食道術後疼痛管理に困ったら〜アセトアミノ
フェン静注液使用のポイント〜. 第116回日本外科学会定
期学術集会,2016,(大阪),[ランチョンセミナー]

007	 赤澤智之，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，田近正洋，小
森康司，安部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，夏目誠治，川上次郎，田中　努，石原　誠，岩田至
紀，筒山将之，重吉　到，林　大介，清水泰博 : 75才以上
の高齢者における早期胃癌ESD非治癒切除症例の検討. 第
116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[示説]

008	 林　大介，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，岩田至紀，重吉　到，筒山将之，赤澤智
之，清水泰博，木下　平 : 当院における膵中央切除術の検
討. 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[示説]

009	 筒山将之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，岩田至紀，重吉　到，赤澤智之，林　大
介，清水泰博 : Oxaliplatin導入後における側方リンパ節転
移陽性Stagelllb下部直腸癌症例の検討. 第116回日本外科学
会定期学術集会,2016,(大阪),[示説]

010	 岩田至紀，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : 膿瘍形成性直腸癌の治療方針. 
第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[示説]

011	 伊藤誠二 : 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大阪), 
[座長]

012	 伊藤誠二 : 「どこまで郭清する？上部進行胃癌 脾門部郭清
─エキスパートの目線を覗く─. 第116回日本外科学会定
期学術集会,2016,(大阪),[ランチョンセミナー]

013	 梶原由規，上野秀樹，小林宏寿，山口達郎，石田文生，小
西　毅，金光幸秀，檜井孝夫，井上靖浩，冨田尚裕，松原
長秀，小森康司，固武健二郎，永坂岳司，長谷川博俊，小
山　基，赤木由人，赤木　究，渡邉聡明，杉原健一，石田
秀行 : 本邦における大腸癌を伴う家族性大腸腺腫症(ＦＡ
Ｐ)に対する外科的治療の現状および治療成績. 第116回日
本外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[口演]

014	 石田文生，上野秀樹，小林宏寿，山口達郎，小西　毅，金
光幸秀，檜井孝夫，井上靖浩，冨田尚裕，松原長秀，小森
康司，固武健二郎，永坂岳司，長谷川博俊，小山　基，赤
城由人，赤城　究，渡邉聡明，杉原健一，石田秀行 : 本邦
における家族性大腸腺腫症(FAP)切除大腸癌病変の形態学
的解析. 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[口



─ 101 ─

演]
015	 上野秀樹，小林宏寿，山口達郎，石田文生，小西　毅，金

光幸秀，檜井孝夫，井上靖浩，冨田尚裕，松原長秀，小森
康司，固武健二郎，永坂岳司，長谷川博俊，小山　基，赤
城由人，赤城　究，池田正孝，渡邊聡明，杉原健一，石田
秀行 : 本邦における家族性大腸腺腫症(FAP)手術の経年的
変化. 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[口演]

016	 小林宏寿，上野秀樹，山口達郎，石田文生，小西　毅，金
光幸秀，檜井孝夫，井上靖浩，冨田尚裕，松原長秀，小森
康司，固武健二郎，長坂岳司，長谷川博俊，小山　基，赤
木由人，赤木　究，池田正孝，渡邉聡明，杉原健一，石田
秀行 : 本邦における家族性大腸腺腫症(FAP)術後の妊孕性
に関する検討. 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大
阪),[口演]

017	 夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安部哲也，三
澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村則久，川上
次郎，清水泰博 : 膵頭十二指腸切除術後における胆管拡張
と胆管気腫の臨床的意義. 第116回日本外科学会定期学術
集会,2016,(大阪),[口演]

018	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，岩田至紀，筒山将之，重吉　到，赤澤智之，林　大
介，清水泰博 : 充分なradial margin確保をめざした再発直
腸癌手術の工夫とトラブルシューティング. 第116回日本
外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[ワークショップ]

019	 三澤一成，稲田 シュンコ アルバーノ，渕　真悟，長谷川
純一，森　健策，中西速夫 : ガラス蛍光体クリップを用い
た胃内腔病変位置描出システムの開発. 第116回日本外科
学会定期学術集会,2016,(大阪),[口演]

020	 木下敬史，小森康司，木村賢哉，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，植村則久，川上
次郎，清水泰博 : 局所進行大腸癌に対する骨盤内臓全摘術
の治療成績. 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大
阪),[示説]

021	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，木下　平 : 膵癌手術における膵切除断端
の術中迅速病理診断の意義. 第116回日本外科学会定期学
術集会,2016,(大阪),[示説]

022	 重吉　到，夏目誠治，千田嘉毅，清水泰博，伊藤誠二，小
森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下
敬史，植村則久，川上次郎，岩田至紀，筒山将之，赤澤智
之，林　大介 : 80歳以上の高齢者に対する膵切除症例の検
討. 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[示説]

023	 千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安部哲也，三
澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村則久，川上
次郎，清水泰博 : 主膵管型IPMNの残膵再発予測因子の検
討. 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大阪),[示説]

024	 小林大介，三澤一成，田中千恵，神田光郎，岩田直樹，林　
真路，山田　豪，中山吾郎，杉本博行，小池聖彦，藤井　努，
藤原道隆，小寺泰弘 : 腹腔洗浄細胞診陽性胃癌に対する治
療戦略の構築. 第116回日本外科学会定期学術集会,2016,(大

阪),[口演]
025	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千

田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，岩田至紀，筒山将之，重吉　到，赤澤智之，林　大
介，清水泰博 : 直腸癌局所再発手術症例における病理組織
学的所見からみた予後についての検討. 第102回日本消化
器病学会総会,2016,(東京),[口演]

026	 大内　晶，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : 家族性大腸腺腫症(FAP)に伴っ
た手術歴のないデスモイド腫瘍の 1 例. 第291回東海外科
学会,2016,(名古屋),[口演]

027	 重吉　到，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，清水泰博 : 同時性多発膵癌に対して膵全
摘術を施行した一例. 第291回東海外科学会,2016,(名古屋), 
[口演]

028	 清水泰博 : 第28回日本肝胆膵外科学会,2016,(大阪),[座長]
029	 千田嘉毅，清水泰博，夏目誠治，小森康司，川上次郎，木

下　平 : 当科における腹腔鏡下膵尾側切除術の術式と手術
適応の変遷. 第28回日本肝胆膵外科学会,2016,(大阪),[ビデ
オ]

030	 夏目誠治，千田嘉毅，小森康司，清水泰博 : 膵頭十二指腸
切除における連続胆管空腸吻合. 第28回日本肝胆膵外科学
会,2016,(大阪) ,[ビデオ]

031	 重吉　到，夏目誠治，千田嘉毅，林　大介，小森康司，清
水泰博 : 当院における高齢者悪性疾患に対する膵切除症例
の検討. 第28回日本肝胆膵外科学会,2016,(大阪),[示説]

032	 林　大介，夏目誠治，千田嘉毅，小森康司，重吉　到，原　
和生，山雄健次，清水泰博 : 膵頭十二指腸切除術後，膵空
腸吻合部狭窄による残膵炎に対する膵管ドレナージ術の臨
床経験. 第28回日本肝胆膵外科学会,2016,(大阪),[示説]

033	 大内　晶，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，清水泰博 : 大腸癌肝転移における 3 回目
のrepeat hepatectomyの安全性と意義. 第28回日本肝胆膵
外科学会,2016,(大阪),[示説]

034	 清水泰博，山上裕機，真口宏介，山雄健次，廣野誠子，佐
野　力，千田嘉毅，夏目誠治，柳澤昭夫 : 膵管内乳頭腫瘍
(IPMN)癌予測ノモグラムの診断能─多施設，多数切除例
におけるexternal validity─. 第28回日本肝胆膵外科学会, 
2016,(大阪),[パネルディスカッション]

035	 筒山将之，安部哲也，川上次郎，植村則久，佐藤洋造，稲
葉吉隆，清水泰博 : 食道癌術後乳糜胸に対するリピオドー
ルリンパ管造影を用いた治療戦略. 第59回関西胸部外科学
会学術集会,2016,(津),[パネルディスカッション]

036	 小森康司，木下敬史，大城泰平，大内　晶，筒山将之，重
吉　到 : がん治療専門病院における家族性大腸腺腫症の外
科治療の変遷. 第85回大腸癌研究会,2016,(大阪),[示説]

037	 川上次郎，安部哲也，植村則久，筒山将之，林　大介，青
山寿昭，八重樫裕，北川功二，清水泰博 : 胸部食道癌術後
CTによる縫合不全スクリーニングと嚥下評価による早期
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経口摂取の試み. 第70回日本食道学会学術集会,2016,(東
京),[示説]

038	 植村則久，安部哲也，川上次郎，伊藤誠二，小森康司，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，清水泰博 : 胸骨
後経路再建胃管の胸腔内脱出の検討. 第70回日本食 道学会
学術集会,2016,(東京),[Special Folum]

039	 安部哲也，今井健晴，植村則久，川上次郎，篠田雅幸，清
水泰博 : 胸部食道癌術後早期抜管は術後回復促進に重要で
ある. 第70回日本食道学会学術集会,2016,(東京),[示説]

040	 安部哲也 : 第70回日本食道学会学術集会,2016,(東京),[座長].
041	 夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安部哲也，三

澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，清水泰博 : 
Conversion surgery for pancreatic cancer treated by 
FOLFILINOX or nab-paclitaxel. 第71回日本消化器外科学
会,2016,(徳島),[シンポジウム]

042	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，植村則久，木下敬史，千
田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平 : 通常
ポートの腹腔鏡下胃切除術の技術で施行可能な胃癌
Reduced Port Surgery. 第71回日本消化器外科学会,2016, 
(徳島),[ビデオ]

043	 大内　晶，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，清水泰博 : 大腸
癌肝転移切除後におけるrepeat hepatectomy〜治療成績と
問題点〜. 第71回日本消化器外科学会,2016,(徳島),[示説]

044	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史 : 膵癌
手術における術中腹腔洗浄細胞診の意義. 第71回日本消化
器外科学会,2016,(徳島),[示説]

045	 赤澤智之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，清水泰博 : がん
High-volume Centerにおける緊急手術の現状. 第71回日本
消化器外科学会,2016,(徳島),[示説]

046	 伊藤誠二，佐野　武，高張大亮，円谷　彰，片山　宏，笹
子三津留 : 高度リンパ節転移陽性胃癌の術前化療レジメと
大動脈周囲リンパ節郭清術の意義. 第71回日本消化器外科
学会,2016,(徳島),[ワークショップ]

047	 清水泰博 : 第71回日本消化器外科学会,2016,(徳島),[座長]
048	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千

田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，清水泰博 : 病理
組織学的所見から検討したISR手術手技の重要点. 第71回
日本消化器外科学会,2016,(徳島),[ワークショップ]

049	 植村則久，安部哲也，川上次郎，伊藤誠二，小森康司，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，清水泰博 : 食道
癌におけるリンパ節転移偽陰性症例の臨床病理学的特徴と
予後予測因子. 第71回日本消化器外科学会,2016,(徳島),[示
説]

050	 林　大介，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，清水泰博 : 膵癌
に対する尾側膵切除術後膵液瘻の危険因子と補助化学療法
導入に及ぼす影響. 第71回日本消化器外科学会,2016,(徳島), 
[示説]

051	 重吉　到，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，清水泰博 : 当院
における高齢者膵切除症例の検討. 第71回日本消化器外科
学会,2016,(徳島),[示説]

052	 筒山将之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，清水泰博 : 側
方郭清を施行した下部直腸癌に対するadjuvant CapeOXの
治療成績. 第71回日本消化器外科学会,2016,(徳島),[示説]

053	 安部哲也，植村則久，川上次郎，伊藤誠二，小森康司，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，清水泰博 : 腹臥
位胸腔鏡下食道切除術における気管食道動脈の微細解剖を
意識した安全かつ根治性のある反回神経周囲郭清. 第71回
日本消化器外科学会,2016,(徳島),[示説]

054	 木下敬史，小森康司，木村賢哉，伊藤友一，三澤一成，千
田嘉毅，安部哲也，伊藤誠二，清水泰博 : 下部進行直腸癌
に対する開腹腹膜外アプロ−チ併用側方骨盤リンパ節郭清
術. 第71回日本消化器外科学会,2016,(徳島),[シンポジウム]

055	 川上次郎 : 第71回日本消化器外科学会,2016,(徳島),[座長]
056	 大島　貴，吉川貴己，宮城洋平，森田智視，田邉和照，西

川和宏，伊藤友一，青山　徹，横瀬智之，坂本純一 : 局所
進行胃癌に対する術前補助化学療法の効果予測バイオマー
カー検索(COMPASS試験バイオマーカー研究). 第71回日本
消化器外科学会,2016,(徳島),[ワークショップ]

057	 赤澤智之，安部哲也，植村則久，川上次郎，小森康司，伊
藤誠二，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目
誠治，大城泰平，清水泰博 : 食道癌術後多発肝転移に対し
2 度の肝切除後長期生存中の 1 例. 第46回愛知臨床外科学
会,2016,(名古屋),[口演]

058	 安部哲也 : 第46回愛知臨床外科学会,2016,(名古屋),[座長]
059	 田中秀治，重吉　到，伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，林　

大介，赤澤智之，筒山将之，大内　晶，大城泰平，川上次
郎，夏目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部哲也，
小森康司，木下朝博，清水泰博 : 濾胞性リンパ腫を合併し
た胃癌の 1 例. 第46回愛知臨床外科学会,2016,(名古屋),[口
演]

060	 林　大介，小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : 鼠径ヘルニア嚢転移をきたし
た直腸癌の 1 例. 第46回愛知臨床外科学会,2016,(名古屋),[口
演]

061	 小森康司 : 消化管ストーマ造設法と合併症, 直腸癌手術の
実際. 第28回東海ストーマリハビリテーション講習会,2016, 
(名古屋),[口演]

062	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，夏目誠治，木下敬史，千
田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平 : 通常
ポ ー トLAGの 技 術・ 手 技 で で き る 胃 癌Reduced Port 
Surgery. 5 th Reduced Port Surgery Forum 2016 in 
Osaka 第15回Needlescopic Surgery Meeting 第10回単孔
式内視鏡手術研究会,2016,(大阪),[シンポジウム]

063	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，植村則久，木下敬史，千
田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平 : 
Reduced port gastrectomyにおけるsolo surgeryの経験と
今後の可能性. 5 th Reduced Port Surgery Forum 2016 in 
Osaka 第15回Needlescopic Surgery Meeting 第10回単孔
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式内視鏡手術研究会,2016,(大阪),[ワークショップ]
064	 夏目誠治，千田嘉毅，肱岡　範，原　和生，清水泰博 : 切

除不能膵癌に対するナブパクリタキセル投与後手術症例の
検討. 第43回日本膵切研究会,2016,(東京),[示説]

065	 伊東文子，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，丹羽康正，
田近正洋，田中　努，石原　誠，平山　裕，大西祥代，清
水泰博，谷田部　恭，原　和生 : 遠隔転移を伴う切除不能
進行膵癌に対し, 化学療法が奏効し根治切除可能となった
3 例. 第53回肝胆膵治療研究会,2016,(名古屋),[口演]

066	 清水泰博 : 第65回日本消化器画像診断研究会,2016,(福岡), 
[座長]

067	 平山貴視，原　和生，奥野のぞみ，肱岡　範，水野伸匡，
谷田部　恭，清水泰博 : IPMN経過観察中に同時性多発膵
管癌を来した一例. 第65回日本消化器画像診断研究会,2016, 
(福岡),[口演]

068	 清水泰博 : 第52回日本胆道学会学術集会,2016,(横浜),[座長]
069	 渋谷　仁，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，清水泰博，

村上善子，谷田部　恭，原　和生 : 十二指腸乳頭部Goblet 
cell carcinoid の一例. 第52回日本胆道学会学術集会,2016, 
(横浜),[示説]

070	 夏目誠治，千田嘉毅，原　和生，肱岡　範，小森康司，清
水泰博 : 膵頭十二指腸切除術後における良性胆管空腸吻合
部狭窄症例の検討. 第52回日本胆道学会学術集会,2016,(横
浜),[口演]

071	 安部哲也，植村則久，川上次郎，細井敬泰，清水泰博，篠
田雅幸 : 胸腔鏡下切除術における定型化とその課題. 第69
回日本胸部外科学会定期学術集会,2016,(岡山),[パネルディ
スカッション]

072	 夏目誠治，千田嘉毅，肱岡　範，原　和生，水野伸匡，清
水泰博 : 局所進行膵癌に対するFOLFILINOX, ナブパクリ
タキセル投与後手術症例の検討. 第11回膵癌術前治療研究
会,2016,(仙台),[示説]

073	 小森康司 : 第292回東海外科学会,2016,(岐阜),[座長]
074	 田中秀治，伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，川上次郎，大

城泰平，夏目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部
哲也，小森康司，清水泰博 : CapeOX+Trastuzumab療法
にてCRが得られた高度リンパ節転移を伴う進行胃癌の 1
例. 第292回東海外科学会,2016,(岐阜),[口演]

075	 三澤一成 : 第292回東海外科学会,2016,(岐阜),[座長]
076	 細井敬泰，安部哲也，植村則久，川上次郎，伊藤誠二，小

森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目
誠治，大城泰平，大内　晶，筒山将之，重吉　到，赤澤智
之，林　大介，田中秀治，清水泰博 : 食道癌術後孤立性副
腎転移の 1 切除例. 第292回東海外科学会,2016,(岐阜),[口演]

077	 大内　晶，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，植村則久，大城
泰平，川上次郎，清水泰博 : 膵管内腫瘍栓及び上腸管膜静
脈腫瘍栓を伴った膵ガストリノーマの 1 例. 第292回東海
外科学会,2016,(岐阜),[口演]

078	 筒山将之，小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，大内　晶，重吉　到，細井敬泰，赤澤智

之，林　大介，田中秀治，清水泰博 : 巨大腫瘤として切除
された大腸癌卵巣転移の 2 例. 第292回東海外科会,2016,(岐
阜),[口演]

079	 小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，大内　晶，筒山将之，重吉　到，清水泰博 : 大動 
脈〜総腸骨動脈分岐部周囲の大腸癌術後リンパ節再発手術
の要点. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ミニシ
ンポ]

080	 伊東文子，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，千田嘉毅，夏目誠治，田
近正洋，清水泰博，丹羽康正，原　和生 : 切除不能膵癌に
対するnabPTX+gemcitabine療法の単施設における後向き
コホート研究. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜), 
[ミニシンポ]

081	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，平山　裕，稗田信弘，吉田　司，奥野
のぞみ，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 転移性膵癌にお
けるCEAの予後予測因子としての有用性についての検討. 
第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[示説]

082	 岩屋博道，肱岡　範，水野伸匡，奥野のぞみ，田中　努，
石原　誠，平山　裕，大西祥代，千田嘉毅，夏目誠治，田
近正洋，清水泰博，丹羽康正，原　和生 : 膵神経内分泌腫
瘍に対してエベロリムス投与後に発症した間質性肺炎が治
療へ与える影響. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横
浜),[示説]

083	 伊藤誠二 : 第46回胃外科・術後障害研究会,2016,(米子),[座長]
084	 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，清水泰博，木下　平 : 術

後栄養指標からみた胃術後障害. 第48回胃外科・術後障害
研究会,2016,(米子),[口演]

085	 小林大介，石槫　清，望月能成，中山裕史，阪井　満，伊
藤誠二，小島　宏，梶川真樹，小寺泰弘 : 胃切除後の体重
減少に対する経口栄養補助療法の有効性について. 第46回
胃外科・術後障害研究会,2016,(米子),[口演]

086	 夏目誠治，清水泰博，肱岡　範 : 切除不能膵癌に対する
FOLFILINOX, ナブパクリタキセル療法の現状conversion 
rateと治療成績. JDDW2016KOBE第24回日本消化器関連
学会週間,2016,(神戸),[口演]

087	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，岩田至紀，筒山将之，重吉　到，赤澤智之，林　大
介，大内　晶，清水泰博 : 直腸癌局所再々発の手術手技. 
JDDW2016KOBE 第24回日本消化器関連学会週間,2016,(神
戸),[示説]

088	 肱岡　範，原　和生，清水泰博 : IPMN における壁肥厚所
見の重要性. 第回JDDW2016KOBE 第24回日本消化器関連
学会週間,2016,(神戸),[シンポジウム]

089	 清水泰博，山上裕機，真口宏介 : IPMNにおける新たな癌
予測モデル作成の取り組み. JDDW2016KOBE 第24回日本
消化器関連学会週間,2016,(神戸),[シンポジウム]

090	 清水泰博 : JDDW2016KOBE 第24回日本消化器関連学会週
間,2016,(神戸),[座長]
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091	 大城泰平，上原圭介，神谷忠宏，向井俊貴，筒山将之，木
下敬史，小森康司，梛野正人 : 下部進行直腸癌に対する術
前化学療法とRAS/BRAF解析. 第71回日本大腸肛門病学会
学術集会,2016,(伊勢),[口演]

092	 木下敬史，小森康司，大城泰平 : 当院における腹腔鏡下側
方リンパ節郭清の手術手技. 第71回日本大腸肛門病学会学
術集会,2016,(伊勢),[口演]

093	 大内　晶，小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠 治， 川 上 次 郎， 筒 山 将 之， 重 吉　 到， 清 水 泰 博 : 
cStageII大腸癌に対する中枢側D 3 リンパ節郭清の意義. 第
71回日本大腸肛門病学会学術集会,2016,(伊勢),[口演]

094	 小森康司，木下敬史，大城泰平，大内　晶，筒山将之，伊
藤誠二，安部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村
則久，夏目誠治，川上次郎，重吉　到，細井敬泰，赤澤智
之，林　大介，田中秀治，清水泰博 : 当院過去51年間にお
ける家族性大腸腺腫症の手術療法の変遷. 第71回日本大腸
肛門病学会学術集会,2016,(伊勢),[口演]

095	 筒山将之，小森康司，木下敬史，大城泰平，大内　晶，重
吉　到 : 骨盤内蔵全摘術後の骨盤死腔炎に対する治療方針
の検討. 第71回日本大腸肛門病学会学術集会,2016,(伊勢),[口
演]

096	 小森康司 : 無再発を目指した大腸がん手術. 第 5 回 愛知県
がんセンター中央病院 公開講座「大腸がんの治療の進歩」, 
2016,(名古屋),[講演]

097	 清水泰博 : 第78回日本臨床外科学会,2016,(東京),[座長]
098	 伊藤誠二 : 第78回日本臨床外科学会,2016,(東京),[座長]
099	 夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，植村則久，大城
泰平，川上次郎，林　大介，大内　晶，筒山将之 : 2014年
以降における切除不能膵癌に対するconversion surgeryの
現況. 第78回日本臨床外科学会,2016,(東京),[シンポジウム]

100	 大城泰平，上原圭介，神谷忠宏，向井俊貴，清水泰博，伊
藤誠二，小森康司，安部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤
友一，木下敬史，植村則久，夏目誠治，梛野正人 : 下部進
行直腸癌に対するRAS/BRAF変異解析とNAC効果の検討. 
第78回日本臨床外科学会,2016,(東京),[シンポジウム]

101	 小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，大内　晶，筒山将之，重吉　到，清水泰博 : 直腸癌
骨盤内再々発手術手技の要点. 第78回日本臨床外科学会, 
2016,(東京),[シンポジウム]

102	 大内　晶，清水泰博，伊藤誠二，小森康司，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，植村則久，夏目
誠治，大城泰平，川上次郎 : 大腸癌同時性両葉多発肝転移
の治療成績～新規抗癌剤は予後に寄与したか～. 第78回日
本臨床外科学会,2016,(東京),[パネルディスカッション]

103	 木下敬史，小森康司，大城泰平，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，清水
泰博 : 下部進行直腸癌に対する側方郭清. 第78回日本臨床
外科学会,2016,(東京),[パネルディスカッション]

104	 赤澤智之，小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安

部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : がんhigh volume cencerにお
ける緊急手術の現状と動向. 第78回日本臨床外科学会,2016, 
(東京),[ワークショップ]

105	 千田嘉毅，清水泰博，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，植村則久，大城
泰平，川上次郎，大内　晶，筒山将之，細井敬泰 : 主膵管
型IPMNにおける至適切除範囲の検討～特に主膵管全長拡
張症例について～. 第78回日本臨床外科学会,2016,(東京), 
[ワークショップ]

106	 筒山将之，小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : 当院における一時的回腸人工
肛門造設の工夫と成績. 第78回日本臨床外科学会,2016,(東
京),[口演]

107	 伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，川上次郎，大城泰平，夏
目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部哲也，小森
康司，清水泰博，木下　平 : 胃癌内視鏡治療非治癒切除後
の追加手術症例に関する検討. 第78回日本臨床外科学会, 
2016,(東京),[示説]

108	 重吉　到，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，植村則久，大城
泰平，川上次郎，清水泰博 : 高齢者(80歳以上)に対する膵
頭十二指腸切除症例の検討～その治療成績と意義～. 第78
回日本臨床外科学会,2016,(東京),[ワークショップ]

109	 林　大介，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，植村則久，大城
泰平，川上次郎，清水泰博 : 当院における膵全摘術の検討. 
第78回日本臨床外科学会,2016,(東京),[口演]

110	 賽珠山裕，Holger R. Roth，小田昌宏，中村嘉彦，三澤
一成，藤原道隆，森　健策 : Structured Random Forestを
用いた 3 次元腹部CT像からのリンパ節自動検出に関する
初期的検討〜統計的特徴量を利用したリンパ節検出率の改
善〜. 第25回日本コンピューター外科学会大会,2016,(東京), 
[口演]

111	 張　暁楠，加賀城充，小田昌宏，林　雄一郎，三澤一成，
森　健策 : 血管木構造構築手法の改善とその血管名称自動
対応付けへの応用. 第25回日本コンピューター外科学会大
会,2016,(東京),[口演]

112	 林　雄一郎，三澤一成，森　健策 : 腹腔鏡下胃切除術にお
けるポート位置決定支援のためのポート位置プランニング
システムの開発. 第25回日本コンピューター外科学会大会, 
2016,(東京),[口演]

113	 王　成，Mohammad Eshghi，小田昌宏，林　雄一郎，
三澤一成，蒋　振剛，森　健策 : 腹腔鏡ナビゲーションシ
ステムにおけるORB-SLAMの適用に関する初期的検討. 第
25回日本コンピューター外科学会大会,2016,(東京),[口演]

114	 清水南月，小田昌宏，三澤一成，藤原道隆，森　健策 : 回
帰木を用いたCT画像における臓器の局所化に関する特徴
量の検討. 第25回日本コンピューター外科学会大会,2016, 
(東京),[口演]

115	 柴田睦実，林　雄一郎，小田昌宏，三澤一成，森　健策 : 
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ステレオ内視鏡画像からの臓器形状復元手法における誤対
応点削減処理の提案と手術画像への適用. 第25回日本コン
ピューター外科学会大会,2016,(東京),[口演]

116	 小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，大内　晶，筒山将之，重吉　到，清水泰博 : 腹腔鏡
下結腸右半切除後にport site recurrenceおよび吻合部再
発を認めた上行結腸癌のⅠ例. 第29回日本内視鏡外科学会
総会,2016,(横浜),[示説]

117	 伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，望月能成，川上次郎，大
城泰平，夏目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部
哲也，小森康司，清水泰博，木下　平 : 腹腔鏡下胃切除術
の治療成績. 第29回日本内視鏡外科学会,2016,(横浜),[口演]

118	 木下敬史，小森康司，大城泰平，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，清水泰博 : 腹腔鏡下側方リンパ節郭清の手術手技. 
第29回日本内視鏡外科学会,2016,(横浜),[口演]

119	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，川上次郎，大城泰平，夏
目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部哲也，小森
康司，清水泰博，木下　平 : 通常ポート胃切除の手技で行
う胃癌 Reduced Port Surgery 一傾向スコアマッチング解
析による短期成績の検討. 第29回日本内視鏡外科学会,2016, 
(横浜),[ワークショップ]

120	 大城泰平，小森康司，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，大内　晶，筒山将之，重吉　到，清水泰博 : ISR手
術に必要なリンパ節郭清範囲の検討と腹腔鏡手術手技. 第
29回日本内視鏡外科学会,2016,(横浜),[口演]

121	 筒山将之，木下敬史，小森康司，大城泰平，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : 当科における進行横行結腸癌
に対する中結腸動脈領域D 3 郭清の定型化. 第29回日本内
視鏡外科学会,2016,(横浜),[口演]

122	 小森康司，木下敬史，大城泰平，大内　晶，筒山将之，重
吉　到 : 浸潤先進部分の病理組織学的所見に基ついた予後
不良因子のスコア計算による大腸ｐMP(ｐT 2 )癌の層別
化. 第86回大腸癌研究会,2017,(岩手),[口演]

123	 大城泰平，木下敬史，筒山将之，大内　晶，重吉　到，小
森康司 : 安全で確実な側方リンパ節郭清の手術手技. 第86
回大腸癌研究会,2017,(岩手),[示説]

124	 筒山将之，木下敬史，小森康司，大城泰平，清水泰博 : 当
院における腹腔鏡下直腸切断～安全な切離・吻合のために
～. 第86回大腸癌研究会,2017,(岩手),[示説]

125	 細井敬泰，安部哲也，植村則久，川上次郎，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目
誠治，大城泰平，清水泰博 : 肝硬変を伴う腹部食道癌に対
して左開胸下経横隔膜的アプローチが有用であった 1 例. 
第47回愛知臨床外科学会,2017,(名古屋),[口演]

126	 田中秀治，小森康司，大城泰平，木下敬史，赤澤智之，林　
大介，重吉　到，細井敬泰，筒山将之，大内　晶，川上次
郎，夏目誠治，植村則久，伊藤友一，三澤一成，千田嘉毅，
安部哲也，伊藤誠二，清水泰博 : 経肛門的切除後10年を経

て局所再発を来した直腸SM癌の 1 例. 第47回愛知臨床外
科学会,2017,(名古屋),[口演]

127	 小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，大内　晶，筒山将之，細井敬泰，重吉　到，赤澤智
之，林　大介，田中秀治，清水泰博 : 大腸癌術後リンパ節
再発(大動脈〜総腸骨動脈分岐部周囲)手術の要点. 第13回
日本消化管学会総会学術集会,2017,(名古屋),[口演]

128	 小森康司 : 第34回日本ストーマ・排泄リハビリテーション
学会,2017,(名古屋),[座長].

129	 清水泰博 : 第66回日本消化器画像診断研究会,2017,(東京), 
[座長]

130	 藤田　曜，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，桑原崇通，奥
野のぞみ，谷田部　恭，清水泰博 : 術前の鑑別が困難であっ
た膵神経内分泌腫瘍の 1 例. 第66回日本消化器画像診断研
究会,2017,(東京),[ポスターシンポジウム]

131	 小森康司，木下敬史，大城泰平，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，清水泰博 : 救命しえた腹腔内出血を来した性腺外胚
細胞腫瘍(Extragonadal Germ Cell Tumor)後腹膜転移の 1
例. 第53回日本腹部救急医学会総会,2017,(横浜),[口演]

132	 伊藤誠二 : 第89回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[座長]
133	 Seiji Ito, Yuichi Ito, Kazunari Misawa, Yasuhiro 

Shimizu, Taira Kinoshita 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一
成， 清 水 泰 博， 木 下　 平 : Estimated blood loss and 
calculated blood loss in laparoscopic and open 
gastrectomy(腹腔鏡下胃切除と開腹手術における術中出血
量と計算された出血量). 第89回日本胃癌学会総会,2017,(広
島),[口演]

134	 Ito Y, Miawa K, Cho H, Seiji I, Yoshikawa T, 伊藤友
一，三澤一成，長　晴彦，伊藤誠二，吉川貴己 : Evaluation 
of PGA-reinforced tri -staple in gastrectomy by 
comparison D 2  and D 1 + 胃切除術におけるリンフォー
スストライステーブルの安全性, 有効性に関する多施設前
向き観察登録研究. 第89回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[示
説]

135	 Tanaka H, Misawa K, Ito Y, Kawakami J, OoshiroT, 
Natsume S, Uemura N, Kinoshita T, Senda Y, Abe T, 
Komori K, Shimizu Y, 田中秀治，三澤一成，伊藤友一，
伊藤誠二，川上次郎，大城泰平，夏目誠治，植村則久，木
下敬史，千田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博 : 
Reduced port surgery for gastric cancer-Propensity score 
matching analysis of short-term outcome. 胃 癌Reduced 
Port Surgeryの傾向スコアマッチングを用いた短期成績の
検討. 第89回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[示説]

136	 Nakanishi H, Ikehara Y, Ito S, 中西速夫，池原　譲，
伊 藤 誠 二 : Novel therapeutic approach with PAM for 
peritoneal micrometastasis of gastric cancerプラズマ活性
化培地を用いた胃癌腹膜転移に対する新規治療法の開発. 
第89回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[示説]

137	 Shigeyoshi, Ito Y, Misawa K, Ito S,  Kinoshita T, 重吉　
到，伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，木下　平 : Surgical 
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outocomes of subtotal gastrectomy当院に於ける胃亜全摘
症例の検討. 第89回日本胃癌学会総会,2017,(広島),[示説]

138	 小森康司 : 大腸がん手術. 平成28年度第 6 回愛知県院内が
ん登録研修会,2017,(名古屋),[講演]

整形外科部

001	 Tsukushi S, MasahiroY, Hiroaki H, Nishida Y : 
Analysis of local control and patterns of local relapse in 
soft tissue sarcoma.The11th Meeting of The Asia Pacific 
Musculoskeletal Tumour Society,2016,(シンガポール),[口
演]

002	 Hiroaki H, Tsukushi S, MasahiroY, YoshitakaI, 
YasuhiroS : Clinical features of Bone metastasis from 
Hepatocellular Carcinoma. The11th Meeting of The Asia 
Pacific Musculoskeletal Tumour Society,2016,(シンガポー
ル),[ポスター]

003	 筑紫　聡，吉田雅博，長谷川弘晃，西田佳弘，浦川　浩，
杉浦英志 : 非小円形細胞肉腫の治療成績 補助化学療法の
意義. 第89回日本整形外科学会学術総会,2016,(横浜),[ポス
ター]

004	 秋山　達，五木田茶舞，小倉浩一，筑紫　聡，岩田慎太郎，
中村知樹，松峯昭彦，米本　司，西田佳弘，川井　章，松
本誠一 : 脊索腫切除検体の病理学的特徴と術後成績につい
ての解析. 第89回日本整形外科学会学術総会,2016,(横浜),[ポ
スター]

005	 生田国大，西田佳弘，筑紫　聡，山田健志，山田芳久，浦
川　浩，小澤英史，濱田俊介，今井礼子，鎌田　正，石黒
直樹 : 骨・軟部肉腫に対する重粒子線治療成績の検討. 第
89回日本整形外科学会学術総会,2016,(横浜),[ポスター]

006	 筑紫　聡，吉田雅博，長谷川弘晃 : 初診時原発不明癌骨転
移の治療戦略. 第49回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会,2016,(東京),[口演]

007	 筑紫　聡，吉田　雅博，長谷川弘晃，西田佳弘，浦川　浩，
石黒直樹 : 切除可能非小円形細胞肉腫に対する補助化学療
法の意義. 第49回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 
2016,(東京),[口演]

008	 吉田雅博，筑紫　聡，長谷川弘晃，山田健志，杉浦英志 : 骨・
軟部悪性腫瘍におけるgemcitabineとdocetaxel併用療法に
ついての検討. 第49回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会,2016,(東京),[口演]

009	 大田剛広，山田健志，筑紫　聡，山田芳久，浦川　浩，小
澤英史，生田国大，濱田俊介，石黒直樹，西田佳弘 : 骨巨
細胞腫に対する手術治療成績の検討. 第49回日本整形外科
学会骨・軟部腫瘍学術集会,2016,(東京),[ポスター]

010	 杉浦英志，西田佳弘，浦川　浩，筑紫　聡，吉田雅博，山
田芳久，山田健志 : 初回広範切除後の局所再発例に対する
手術治療. 第49回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 
2016,(東京),[口演]

011	 生田国大，杉浦英志，筑紫　聡，山田健志，山田芳久，浦
川　浩，小澤英史，濱田俊介，石黒直樹，西田佳弘 : 骨・

軟部腫瘍切除後のintercalary graftによる加温処理骨再建
の成績. 第49回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 
2016,(東京),[口演]

012	 筑紫　聡，吉田雅博，長谷川弘晃，鈴木周一郎 : 初診時原
発不明癌骨転移の治療戦略. 第54回日本癌治療学会学術集
会,2016,(横浜),[口演]

013	 鈴木周一郎，筑紫　聡，吉田雅博，長谷川弘晃 : 腫瘍用人
工関節感染に対して再置換術を行った 6 例の治療経験. 第
127回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会,2016,(松
本),[口演]

リハビリテーション部

001	 髙津　淳，青山寿昭，山本正彦 : 喉頭亜全摘術後の嚥下機
能に対する定量的解析. 第28回日本嚥下障害臨床研究会, 
2016,(愛知),[一般口頭演題]

002	 髙津　淳，青山寿昭，山本正彦 : 喉頭亜全摘術後の嚥下機
能に対する定量的解析. 第22回日本摂食嚥下リハビリテー
ション学会学術大会,2016,(新潟),[一般口頭演題]

003	 伊藤敬太，吉田雅博，前田明弘，伊坪浩幸，髙津　淳，杉
浦英志 : リハビリテーションが介入したがん患者の内訳と
転帰について. 第 6 回日本がんリハビリテーション研究会, 
2017,(神奈川),[口述発表]

泌尿器科部

001	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二，林　宣男 : 2015年度, 
愛知県がんセンター中央病院の手術統計. 第59回三重泌尿
器科医会,2016,(津),[口演]

002	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二 : ダヴィンチXiを使用し
た、RARP導入初期の報告 : ミニマム創手術との比較及び、
膀 胱 前 立 腺 離 断 時 の 膀 胱 側evertingの 工 夫. The 7 th 
Tokai Robotic Urology Symposium,2016,(名古屋),[口演]

003	 景山拓海，曽我倫久人，小倉友二，林　宣男 : 自然消褪し
た膀胱浸潤性骨盤内腫瘤の 1 例. 第271回日本泌尿器科学
会東海地方会,2016,(名古屋),[口演]

004	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二，林　宣男 : 前立腺全摘
除術の候補者に対する、偶然性膀胱癌の発見を目的とした
下部尿路スクリーニングの有益性. 第104回日本泌尿器科
学会総会,2016,(仙台),[口演 : 総会賞]

005	 景山拓海，曽我倫久人，小倉友二 : 副腎に発生した脂肪肉
腫の 1 例. 第60回三重 泌尿器科医会,2016,(津),[口演]

006	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二 : ダヴィンチXiを使用し
た、ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術の初期経験. 第
60回三重泌尿器科医会,2016,(津),[口演]

007	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二 : 前立腺がんの手術療法
とホルモン療法 : 前立腺 9  : 前立腺がんのホルモン治療
CRPCに対するエンザルタミドの効果予測因子としての、
投与前テストステロン値の意義. 第54回日本癌治療学会学
術集会,2016,(横浜),[口演, ワークショップ]
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008	 小倉友二，景山拓海，曽我倫久人 : 前立腺癌に対する放射
線外照射療法後に発症した膀胱癌の検討. 第54回日本癌治
療学会,2016,(横浜),[示説]

009	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二 : ダヴィンチXiを使用し
た、RARP導入初期の経験 : ミニマム創手術との比較. 第
66回日本泌尿器科学会中部総会,2016,(四日市),[口演]

010	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二 : ロボット支援下前立腺
全摘除アドバンスコース─困難症例への対応─Da vinci Xi
の利点と欠点. 第66回日本泌尿器科学会中部総会,2016,(四
日市),[口演, シンポジウム]

011	 景山拓海，曽我倫久人，小倉友二 : 前立腺癌に対する放射
線治療の予後予測因子としてのGP scoreの有用性. 第66回
日本泌尿器科学会中部総会,2016,(四日市),[口演]

012	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二 : 腎部分切除術時におけ
る、腫瘍部位認識補助としての近赤外蛍光法の有効性. 第
30回日本泌尿器内視鏡学会,2016,(大阪),[ビデオ口演, 学会
賞]

013	 景山拓海，曽我倫久人，小倉友二 : ホルモン療法併用放射
線治療後に、PSAが測定感度以下に維持されながらも、再
発したと考えられる前立腺癌の 1 例. 第273回日本泌尿器
科学会東海地方会,2016,(名古屋),[口演]

014	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二 : ミニマム創内視鏡補助
下腎部分切除術時における、腫瘍部位認識補助としての近
赤外蛍光法の有効性. 第 9 回日本ミニマム創泌尿器内視鏡
外科学会,2016,(東京),[口演, パネルディスカッション]

婦人科部

001	 水野美香 : 子宮頸部上皮腫瘍に対する光線力学療法の可能
性. 第26回日本光線力学学会学術講演会,2016,(横浜),[口演]

002	 宇野あす香，清水裕介，森　正彦，近藤紳司，水野美香 : 
円錐切除術後に子宮を温存したI期子宮頸癌93例の予後. 第
68回日本産科婦人科学会学術講演会2016,(東京),[ポスター].

003	 宇野あす香，清水裕介，森　正彦，近藤紳司，水野美香 : 
急激な転帰を辿った外陰epithelioid sarcomaの 1 例. 第57
回日本臨床細胞学会総会春期大会,2016,(横浜),[ポスター]

004	 岩崎慶大，藪下廣光，荒川敦志，中西　透，河井通泰，水
野美香，鈴木史朗，牧野　弘，若槻明彦，近藤紳司，西川
隆太郎，河合要介，笹本香織，上野大樹 : 子宮体部漿液性
腺癌と明細胞腺癌の臨床的背景および生存予後の比較. 第
68回日本産科婦人科学会学術講演会,2016,(東京),[ポスター]

005	 水野美香，竹島信宏，青木陽一，櫻井　学，西川忠曉，上
田英典，田嶋幸聖，杉山　徹 : 子宮頸癌の化学療法 日本
の進行・再発子宮頸癌患者に対するbevacizumab併用化学
療法の第II相試験(JO29569). 第58回日本婦人科腫瘍学会学
術講演会,2016,(米子),[口演,ワークショップ]

006	 水野美香，勅使河原俊哉，関谷龍一郎，三井寛子，鈴木史
朗，梶山広明，柴田清住，吉川史隆，井上克司，高橋　究，
中島元夫 : ヒト卵巣癌細胞株を用いたin vitroおよびin 
vivoにおける 5 -aminolevulinic acidによる光線力学療法の
有 効 性 の 検 討(Effect of photodynamic therapy using 

5 -aminolevulinic acid for ovarian cancer cells in vitro 
and in vivo). 第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会,2016, 
(米子),[ポスター]

007	 宇野あす香，清水裕介，森　正彦，近藤紳司，細野覚代，
水野美香 : 尿路生殖器への広範なpagetoid spreadを伴った
子宮頸部腺癌の 1 例. 第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演
会,2016,(米子),[ポスター]

008	 清水裕介，宇野あす香，森　正彦，近藤紳司，細野覚代，
水野美香 : 進行卵巣癌のBevacizumab併用の術前化学療法
における治療成績. 第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会, 
2016,(米子),[口演]

009	 勅使河原利哉，水野美香，石井琢也，三井寛子，内海　史，
関谷龍一郎，鈴木史朗，梶山広明，柴田清住，高橋　究，
石塚昌宏，吉川史隆 : 抗癌剤耐性ヒト卵巣癌細胞株におけ
る 5 -アミノレブリン酸を用いた光線力学療法の検討. 第58
回日本婦人科腫瘍学会学術講演会,2016,(米子),[ポスター]

010	 水野美香 : 5 -Aminolevulinic Acidを用いた光線力学療法. 
第37回日本レーザー医学会総会シンポジウム,2016,(旭川), 
[ランチョンセミナー]

011	 水野美香 : 婦人科疾患のレーザー医療の新たな展開 
5 -Aminolevulinic Acidを用いた光線力学療法 子宮頸がん
における基礎研究から臨床応用まで. 第37回日本レーザー
医学会総会,2016,(旭川),[口演]

012	 宇野あす香，清水裕介，森　正彦，近藤紳司，水野美香 : 
尿路生殖器への広範なpagetoid spreadを認めた子宮頚部
腺癌の一例. 第137回東海産科婦人科学会,2017,名古屋,[口
演]

放射線診断　IVR部

001	 Morinaga H, Sato Y, Inaba Y, Yamaguchi H, 
Hasegawa T, Murata S, Kato M, Onoda Y, Yamaura 
H : Hepatic arterial infusion chemotherapy with low-dose 
5 -fluorouracil and cisplatin for advanced hepatocellular 
carcinoma. World Conference on Interventional Oncolgy, 
2016,(Boston.USA),[Poster]

002	 Inaba Y, Arai Y, Sone M, Aramaki T, Osuga K : 
Development of the steering microcatheter. 30th Meeting 
of Cardiovascular and Interventional Radiological Society 
of Europe,2016,(Barcelona.Spain),[Poster]

003	 Sato Y, Inaba Y, Abe T : Interventional management of 
postoperative fistula and leak (upper GI tract). 10th 
Meeting of Society of Gatrointestinal Intervention,2016, 
(Seoul.Korea),[Oral presentation]

004	 Kimbara Y, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, Onoda Y, 
Kato M, Murata S, Hasegawa T, Morinaga H, 
Yamaguchi H, Imai Y : Hepatic arterial infusion 
chemotherapy for patients with unresectable liver 
metastases from colorectal cancer refractory to standard 
systemic chemotherapy: 10th Meeting of Society of 
Gatrointestinal Intervention,2016,(Seoul.Korea),[Poster]
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005	 Morinaga H, Sato Y, Inaba Y, Shimizu Y, Ouchi A, 
Natsume S, Yamaura H, Onoda Y, Kato M, Murata S, 
Hasegawa T, Kimbara Y, Yamaguchi H, Imai Y : 
Aspiration thrombectomy for acute portal vein 
thrombosis: a case report. 10th Meeting of Society of 
Gatrointestinal Intervention,2016,(Seoul.Korea),[Poster]

006	 Hasegawa T : Adrenal ablation. 3 rd Asian Conference 
on Tumor Ablation,2016,(Seoul.Korea),[Lecture]

007	 Hasegawa T, Kondo C, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, 
Kato M, Murata S, Onoda Y, Yatabe Y : Possibility of 
pathological and genetic analysis of percutaneous needle 
biopsy performed immediately after lung radiofrequency 
ablation. 102nd Meeting of Radiological Society of North 
America,2016,(Chicago .USA),[Oral presentation]

008	 Kimbara Y, Sato Y, Inaba Y, Murata S, Morinaga H, 
Senda Y :  Percutaneous recovery of a migrated 
AMPLATZER vascu lar  p lug (AVP) in  arter ia l 
redistribution (preoperative embolization) before distal 
pancreatectomy with en-bloc celiac axis resection. 2 nd 
Global Embolization Symposium and Technologies in 
Asia,2016,(Tokyo. Japan),[Poster]

009	 Morinaga H, Sato Y, Inaba Y, Murata S, Kimbara Y, 
Hara K : Endovascular treatment for ruptured jejunal 
v a r i c e s  d u e  t o  p o r t a l  v e i n  o c c l u s i o n  a f t e r 
pancreatoduodenectomy: a case report. 2 nd Global 
Embolization Symposium and Technologies in Asia,2016, 
(Tokyo. Japan),[Poster]

010	 Murata S, Inaba Y, Sato Y, Kimbara Y, Morinaga H : 
Embolization for tumor of the brachiocephalic artery 
area. Global Embolization Symposium and Technologies 
in Asia,2016,(Tokyo. Japan),[Oral presentation]

011	 Sato Y, Inaba Y, Murata S, Hasegawa T, Morinaga H, 
Kimbara Y :  AMPLATZER vascu lar  p lug for 
interventional oncology. 2 nd Global Embolization 
Symposium and Technologies in Asia,2016,(Tokyo. Japan), 
[Oral presentation]

012	 Sato Y, Morinaga H, Inaba Y, Yamaura H, Onoda Y, 
Kato M, Murata S, Hasegawa T, Kimbara Y, 
Yamaguchi H : Hepatic arterial infusion chemotherapy 
with low-dose 5 -fluorouracil and cisplatin for advanced 
hepatocellular carcinoma. 14th Meeting of Japanese 
Society of Medical Oncology,2016,(Kobe.Japan),[Oral 
presentation]

013	 長谷川貴章 : 肺・副腎腫瘍に対するRFA. 第27回日本医学
放射線学会総会.2016,(横浜),[教育講演]

014	 佐藤洋造 : CT透視ガイド下IVR用ロボット(Zerobot)の開
発. 第 2 回日本穿刺ドレナージ研究会,2016,(大阪),[座長]

015	 稲葉吉隆，村田慎一，金原佑樹，守永広征，長谷川貴章，
山口久志，加藤弥菜，小野田　結，佐藤洋造，山浦秀和 : 
肝細胞癌に対するTACE後に合併したESBL大腸菌による
難治性肝膿瘍の 1 例. 第 2 回日本穿刺ドレナージ研究
会,2016,(大阪),[口演]

016	 村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，小
野田　結，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，山口久志 : 
腕頭動脈領域の出血に対し塞栓術を行った 5 例. 第45回日
本IVR学会,2016,(名古屋),[口演]

017	 稲葉吉隆 : Angio CTの最新Topics. 第45回日本IVR学会, 
2016,(名古屋),[座長]

018	 守永広征，佐藤洋造，稲葉吉隆，山口久志，金原佑樹，長
谷川貴章，村田慎一，加藤弥菜，小野田　結，山浦秀和 : 
当院における進行肝細胞癌に対するlow dose FP療法の検
討. 第45回日本IVR学会,2016,(名古屋),[口演]

019	 金原佑樹，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田　結，
加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，守永広征，山口久志，
室　　圭 : 進行再発大腸癌の肝転移における全身化学療法
不応例に対する肝動注化学療法の意義. 第45回日本IVR
会,2016,(名古屋),[口演]

020	 長谷川貴章，近藤千晶，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，
加藤弥菜，村田慎一，小野田　結，守永広征，金原佑樹，
山口久志，谷田部　恭 : 肺RFA直後の経皮的針生検による
組織診断能評価. 第45回日本IVR学会,2016,(名古屋),[口演]

021	 稲葉吉隆，荒井保明，曽根美雪，新槇　剛，大須賀慶悟 : 
ステアリングマイクロカテーテル開発試験. 第45回日本
IVR学会,2016,(名古屋),[口演]

022	 佐藤洋造，稲葉吉隆，村田慎一，山浦秀和，加藤弥菜，小
野田　結，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，山口久志 : 
Interventional oncologyにおけるAmplatzer vascular plug
の有用性の検討. 第45回日本IVR学会,2016,(名古屋),[口演]

023	 稲葉吉隆 : これからのCVポートにおける適正使用と合併
症対策. 第45回日本IVR学会,2016,(名古屋),[座長]

024	 新槇　剛，稲葉吉隆 : 疼痛に対するIVR. 第45回日本IVR学
会,2016,(名古屋),[座長]

025	 福嶋敬子，松尾育未，小沢あゆみ，奥田孝光，山田英光子，
山浦秀和，佐藤洋造，稲葉吉隆 : チームでみるTACE. 第
45回日本IVR学会,2016,(名古屋),[口演]

026	 佐藤洋造 : BCLC stage Cの進行肝細胞癌を対象としたソ
ラフェニブと肝動脈化学塞栓療法(TACE)の併用療法の第
Ⅱ相試験：STAB study. 第21回肝動脈塞栓療法研究会, 
2016,(名古屋),[口演]

027	 稲葉吉隆 : 肝細胞癌のTACEによる治療戦略. 第21回肝動
脈塞栓療法研究会,2016,(名古屋),[座長]

028	 佐藤洋造 : ビーズ導入後のTACEの現状. 第21回肝動脈塞
栓療法研究会,2016,(名古屋),[座長]

029	 山口久志，稲葉吉隆，今井勇伍，守永広征，金原佑樹，長
谷川貴章，村田慎一，加藤弥菜，小野田　結，佐藤洋造，
山浦秀和，肱岡　範 : 神経内分泌腫瘍に対するソマトスタ
チン受容体シンチグラフィの初期経験. 第83回中部地方会, 
2016,(金沢),[口演]

030	 佐藤洋造，稲葉吉隆，長谷川貴章，金原佑樹，山浦秀和，
小野田　結，加藤弥菜，村田慎一，守永広征，山口久志，
今 井 勇 伍， 千 田 嘉 毅 : 術 前 血 流 改 変 事 に 逸 脱 し た
AMPLATZER vascular plugを回収した 1 例. 第60回中部
IVR研究会,2016,(金沢),[口演]

031	 守永広征，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田　結，
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加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，金原佑樹，山口久志，
今井勇伍，原　和生 : 膵頭十二指腸切除後の門脈閉塞に伴
う空腸静動脈瘤に対してIVR治療が奏効した 1 例. 第60回
中部IVR研究会,2016,(金沢),[口演]

032	 金原佑樹，山浦秀和，稲葉吉隆，佐藤洋造，小野田　結，
加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，守永広征，山口久志，
今井勇伍 : 肝細胞癌の肝外供血に対してバルーンTACEが
有用であった 1 例. 第60回中部IVR研究会,2016,(金沢),[口演]

033	 佐藤洋造，山門亨一郎，西尾福英之，保本　卓，中塚豊真，
松尾国弘，児玉芳尚，大久保裕直，阿保大介，加古泰一，
廣田省三 : BCLC stage Cの進行肝細胞癌を対象としたソ
ラフェニブと肝動脈化学塞栓療法の併用療法の第Ⅱ相試験
(STAB study). 第14回日本肝がん分子標的治療研究会,2016, 
(大阪),[口演]

034	 村田慎一，佐藤洋造，長谷川貴章，山浦秀和，加藤弥菜，
小野田　結，金原佑樹，守永広征，山口久志，稲葉吉隆 : 
化学療法後の画像下針生検の実行可能性. 第14回日本臨床
腫瘍学会,2016,(神戸),[ポスター]

035	 稲葉吉隆 : CVポートを活用したCT造影の有効性─それぞ
れの立場から─. 第41回リザーバー研究会,2016,(岡山),[座
長]

036	 佐藤洋造，金原佑樹，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田　結，
加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，守永広征，山口久志，
室　　圭 : 進行再発大腸癌の肝転移における全身化学療法
不応例に対する肝動注化学療法の意義. 第41回リザーバー
研究会,2016,(岡山),[口演]

037	 稲葉吉隆，佐藤洋造，新槇　剛，田中利洋，西尾福英之，
松枝　清 : 全身化学療法不応後の切除不能大腸癌肝転移に
対する肝動注化学療法の実態調査. 第41回リザーバー研究
会,2016,(岡山),[口演]

038	 村田慎一，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，小野田　結，
長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，山口久志，稲葉吉隆 : 
肥満患者へのCVポート. 第41回リザーバー研究会,2016,(岡
山),[口演]

039	 佐藤洋造 : がん患者に対する緩和IVR. 第 2 回岐阜放射線
医学セミナー,2016,(岐阜),[講演]

040	 村田慎一 : 肥満患者へのCVポート. 第 2 回中部IVRミー
ティング,2016,(名古屋),[口演]

041	 稲葉吉隆 : がん診療におけるIVR. 第16回サマーセミナー, 
2016,(名古屋),[講演]

042	 長谷川貴章，山中隆嗣，中塚豊真，郷原英夫，宮崎将也，
山門享一郎 : T 1 b腎癌に対するラジオ波凝固療法と凍結
療法 : 後方視的研究. 第17回RFA・凍結療法研究会,2016,(鳥
取),[口演]

043	 長谷川貴章，近藤千晶，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，
加藤弥菜，小野田　結，村田慎一，守永広征，金原佑樹，
山口久志，谷田部　恭 : 肺RFA直後の経皮的針生検におけ
る病理診断および遺伝子学的評価の可能性. 第17回RFA・
凍結療法研究会,2016,(鳥取),[口演]

044	 稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，村田慎一，小
野田　結，長谷川貴章，新槇　剛，竹内義人，荒井保明 : 
オンコロジックエマージェンシーにおけるIVRの役割. 第

54回日本癌治療学会,2016,(横浜),[口演]
045	 村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，小

野田　結，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，山口久志 : 
化学療法後再燃症例における画像ガイド下再生検の有効性
の検討. 第54回日本癌治療学会,2016,(横浜),[口演]

046	 佐藤洋造，西尾福英之，保本　卓，中塚豊真，松尾国弘，
児玉芳尚，大久保裕直，阿保大介，高木治行，稲葉吉隆，
山門享一郎，廣田省三 : BCLC stage Cの進行肝細胞癌を
対象としたソラフェニブとTACEの併用療法の第Ⅱ相試
験. 第54回日本癌治療学会,2016,(横浜),[口演]

047	 金原佑樹，村田慎一，守永広征，佐藤洋造，稲葉吉隆，樋
口悠介 : 原因不明のリンパ節腫大・胸水貯留から急性呼吸
不全を来した 1 例. 第44回日本救急学会,2016,(東京),[ポス
ター]

048	 村田慎一，金原佑樹，守永広征 : 腕頭動脈領域の止血塞栓
術. 第44回日本救急学会,2016,(東京),[口演]

049	 長谷川貴章，山中隆嗣，郷原英夫，宮崎将也，山門享一郎 : 
T 1 b腎癌に対するアブレーション治療 : 多施設共同後方
視的研究. 第 3 回日本泌尿器癌局所療法研究会,2017,(東
京),[口演]

050	 村田慎一 : 症例カンファレンス～マイクロスフィアTACE
の可能性と限界. マイクロスフィアExpertカンファレンス, 
2017,(東京),[症例報告]

051	 稲葉吉隆 : がん診療におけるIVR. 第 9 回静岡血管撮影研
究会,2017,(静岡),[講演]

052	 稲葉吉隆 : TACE治療法の工夫. 第23回肝血流動態・機能
イメージ研究会,2017,(大阪),[座長]

053	 稲葉吉隆 : がん診療におけるIVR. 第30回香川Interventional 
Radiology研究会,2017,(香川),[講演]

054	 山口久志，稲葉吉隆，今井勇伍，守永広征，金原佑樹，長
谷川貴章，村田慎一，加藤弥菜，小野田　結，佐藤洋造，
山浦秀和，倉岡直亮，肱岡　範，原　和生，伊藤友一 : 
123I-MIBGの集積を認めた胃GISTの 1 例. 日本核医学会第
84回中部地方会,2017,(三重),[口演]

055	 金原佑樹，佐藤洋造，守永広征，稲葉吉隆，山浦秀和，小
野田　結，加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，山口久志，
今井勇伍，原　和生，奥野のぞみ，渋谷　仁 : 進行膵頭部
癌に伴う上腸間膜動脈出血を血管内ステント留置にて救命
した 1 例. 第61回中部IVR研究会,2017,(三重),[口演]

056	 守永広征，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田　結，
加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，金原佑樹，山口久志，
今井勇伍，清水泰博，大内　晶，夏目誠治 : 肝切除術後の
肝外門脈狭窄と門脈血栓にIVRが奏効した 1 例. 第61回中
部IVR研究会,2017,(三重),[口演]

057	 村田慎一 : 非血管IVR. 第61回中部IVR研究会,2017,(三重), 
[座長]

058	 今井勇伍，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田　結，
加藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，
山口久志，原　和生 : 胆管ステント留置後の胆嚢炎に対し
て行ったPTGBAとPTGBDの比較検討. 第61回中部IVR研
究会,2017,(三重),[口演]

059	 長谷川貴章，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，
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村田慎一，谷田部　恭 : 肺RFA直後の経皮的針生検におけ
る遺伝子学的評価の可能性. 第61回中部IVR研究会,2017,(三
重),[口演]

放射線治療部

001	 Takeshi Kodaira, Yoshikazu Kagami, Taro Shibata, 
Naoto Shikama, Masahiro Hiraoka, Yasumasa 
Nishimura, Satoshi Ishikura, Kenichi Nakamura, 
Yoshihiro Saito, Yasuo Matsumoto, Koji Konishi, 
Yoshinori Ito, Tetsuo Akimoto, Kensei Nakata, 
Takeshi Toshiyasu, Keiichi Nakagawa, Yasushi 
Nagata, Tetsuo Nishimura, Takashi Uno, Masaaki 
Kataoka. : Final Analysis of a Randomized Phase III 
Trial of Accelerated versus Conventional Fractionation 
Radiotherapy for Glottic Cancer of T 1 - 2 N 0 M 0  
(JCOG0701). 58th Annual meeting of the American Society 
for Therapeutic Radiation and Oncology 2015,2016, 
(Boston),[口演]

002	 Y Nishimura, T Kodaira, Y ito, K tuschiya, Y 
Murakami, T Akimoto, K Nakata, M Yoshimura, T 
Teshima, Y ota,  K Ishikawa, H Shimizu, T 
Minemura, S Ishikura, K Nakamura, T Shibata, M 
Hiraoka : A phase II study of intensity modulated 
radiation therapy (IMRT) with chemotherapy for loco - 
regionally advanced nasopharyngeal cancer (NPC) 
JCOG1015: Acute toxicity and treatment compliance. 58th 
Annual meeting of the American Society for Therapeutic 
Radiation and Oncology 2015,2016,(Boston),[ポスター]

003	 M.Ito, Y.Koide, M.Yoshida, K.Kimura, T.Makita, 
N.Tomita, H.Tachibana, T.Kodaira, M.Tajika, 
Y.Niwa, T.Abe, Y.Hasegawa, and K.Muro : Clinical 
results of definitive chemoradiotherapy for cervical 
esophageal cancer: Comparison of failure pattern and 
toxicities between IMRT and 3 DCRT group. 58th Annual 
meeting of the American Society for Therapeutic 
Radiation and Oncology 2015,2016,(Boston),[口演]

004	 Y. Koide, K. Kimura, M. Yoshida, M. Ito, C. Makita, N. 
Tomita, H. Tachibana, T. Kodaira, T. Abe, K. Muro, 
M. Tajika, Y. Niwa : Clinical Outcome of Definitive 
Radiation Therapy for superficial Esophageal Cancer, 58th 
Annual meeting of the American Society for Therapeutic 
Radiation and Oncology 2015,2016,(Boston),[ポスター]

005	 Seiichiro Mitani 1 , Shigenori Kadowaki 1 , Isao Oze 2 , 
Hiroya Taniguchi 1 , Takashi Ura 1 , Masashi Ando 1 , 
Masahiro Tajika 3 , Chiyoko Makita 4 , Takeshi 
Kodaira 4 , Norihisa Uemura 5 , Tetsuya Abe 5 , Kei 
Muro 1  : Chemoradiotherapy versus surgery for clinical 
stage I esophageal squamous cell carcinoma: a long-term 
comparison. 2016 ESMO congress,2016,(Copenhagen 
Denmark).

006	 Hidetoshi Shimizu 1 , Koji Sasaki 2 , Takashi Kubota 1 , 
Ken taro  Sug i 3 ,  H i r o sh iFukuma 4 ,  Tadash i 
Nakabayash i 5 ,  Ta i k i  I s omura 1 ,  Kun i ya su 
Nakashima1 , Hiroyuki Tachibana1 , Takeshi Kodaira 1  : 
The variation in beam output of the tomotherapy: 
Investigation in multiple facilities.. Annual meeting of 
International conference on medical physics,2016, 
(Bangkok).

007	 Taiki Isomura, Hidetoshi Shimizu, Koji Sasaki, 
Kentaro Sugi, Hiroshi Fukuma, Yoshiyuki Takaishi, 
Morihiko Uchida, Tadashi Nakabayashi, Kuniyasu 
Nakashima, Takeshi Kodaira : Comparison of dose 
distributions calculated by three gold models for helical 
tomotherapy. Annual meeting of International conference 
on medical physics,2016,(Bangkok).

008	 Takeshi Kodaira : Tomotherapy. IAEA-HICARE-CC 
international training course on advance radiation 
therapy, 2017,(Hiroshima).

009	 Koji Konishi, Takeshi Kodaira, Taro Shibata, Naoto 
Shikama, Yoshikazu Kagami, Yoshihiro Saito, Yasuo 
Matsumoto, Yoshinori Ito, Masahiro Hiraoka, 
Yasumasa Nishimura Japan Clinical Oncology Group : 
F ina l  Report  o f  Acce lerated vs .  Convent iona l 
Fractionation RT for Early Glottic Cancer (JCOG 0701). 
第29回日本放射線腫瘍学会,2016,(京都).

010	 Takeshi Kodaira : FARO Scientific Session 1  “Head & 
Neck 1 ” Chairperson. 第29回日本放射線腫瘍学会,2016,(京
都),[座長]

011	 古平　毅 : 教育講演 頭頸部癌放射線治療の進歩と今後の
展望. 第40回日本頭頸部癌学会,2016,(大宮),[口演]

012	 牧田智誉子，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，小出雄太郎，
伊藤　誠，加藤大貴 : 上顎洞癌に対する放射線治療の治療
成績. 日本医学放射線学会第160回中部地方会,2016,(金沢), 
[口演] 

013	 伊藤　誠，加藤大貴，小出雄太郎，牧田智誉子，富田夏夫，
立花弘之，古平　毅 : 頸部食道癌IMRTにおける肺線量低
減に向けたBlock照射法の検討. 日本医学放射線学会第160
回中部地方会,2016,(金沢),[口演]

014	 小出雄太郎，伊藤　誠，加藤大貴，牧田智誉子，富田夏夫，
立花弘之，古平　毅，木下朝博，山本一仁 : Extranodal 
NK/T –cell lymphoma nasal typeに対するIMRTの治成績. 
日本医学放射線学会第160回中部地方会,2016,(金沢),[口演]

015	 立花弘之 : セッション10 前立腺. 日本医学放射線学会第
160回中部地方会,2016,(金沢),[座長]

016	 古平　毅 : 教育講演座長 IMRTを含めた放射線治療技術の
進歩(演者 伊藤 芳紀). 第14回日本臨床腫瘍学会,2016,(神戸), 
[座長]

017	 三谷誠一郎，門脇重憲，尾瀬　功，谷口浩也，宇良　敬，
田近正洋，牧田智誉子，古平　毅，植村則久，安部哲也，
室　　圭 : Chemoradiotherapy versus surgery for clinical 
stage I esophageal squamous cell carcinoma: a long-term 
comparison. 第14回日本臨床腫瘍学会,2016,(神戸),[口演]
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018	 立花弘之 : 「支持療法」. 第18回日本放射線腫瘍学会 夏季セ
ミナー,2016,(名古屋),[講演]

019	 古平　毅 : 頭頸部癌の放射線治療 集学的治療の中での役
割. 産業医科大学大学院講義,2016,(北九州),[講演]

020	 古平　毅 : セツキシマブ併用放射線療法に対する支持療法
のコツ 皮膚炎, 粘膜炎の管理中心に. Head and Neck 
Summit 2016,2016,(東京),[講演]

021	 古平　毅 : 頭頸部癌の放射線治療. 愛知医科大学放射線治
療講演会,2016,(名古屋),[講演]

022	 古平　毅 : トモセラピーを用いた強度変調放射線治療の実
際 ─頭頸部癌を中心に. 札幌医科大学腫瘍診療センター講
演会,2016,(札幌),[講演]

023	 古平　毅 : シンポジウム 5  頭頸部癌治療アップデート. 第
29回日本放射線腫瘍学会,2016,(京都),[座長]

024	 伊藤　誠，加藤大貴，小出雄太郎，吉田舞子，木村香菜，
牧田智誉子，富田夏夫，立花弘之，古平　毅，田近正洋，
安部哲也，長谷川泰久，室　　圭 : 頸部食道癌に対する化
学放射線治療成績(IMRTと 3 DCRT比較. 第29回日本放射
線腫瘍学会,2016,(京都),[口演]

025	 小出雄太郎，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，
伊藤　誠，加藤大貴，木村香菜，吉田舞子，安部哲也，室　　
圭，田近正洋，丹羽康正 : Stage Ⅰ食道癌に対する放射線
治療の成績. 第29回日本放射線腫瘍学会,2016,(京都),[口演]

026	 牧田智誉子，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，小出雄太郎，
伊藤　誠，加藤大貴 : 上顎洞癌に対する放射線治療症例の
検討. 第29回日本放射線腫瘍学会,2016,(京都),[口演]

027	 富田夏夫，加藤大貴，伊藤　誠，小出雄太郎，牧田智誉子，
立花弘之，古平　毅 : 超高リスク前立腺癌の定義 : 外部照
射と内分泌治療併用の結果による初期的検討. 第29回日本
放射線腫瘍学会,2016,(京都),[口演]

028	 立花弘之 : 「放射線腫瘍学」. 日本病院薬剤師会が認定する
癌領域の講習会,2017,(名古屋),[講演]

029	 古平　毅 : セッションⅠ. 第35回頭頸部腫瘍研究会,2017,(名
古屋),[座長]

030	 富田夏夫，牧田智誉子，立花弘之，伊藤　誠，小出雄太郎，
加藤大貴，古平　毅 : 超高リスク前立腺癌の定義 : 外照 
射＋長期内分泌療法の結果による初期的検討. 日本医学放
射線学会161回中部地方会,2017,(津),[口演]

031	 伊藤　誠，清水秀年，加藤大貴，小出雄太郎，牧田智誉子，
富田夏夫，立花弘之，古平　毅 : 肺定位照射照射治療計画
の検討 : 固定多門照射とVMATの比較. 日本医学放射線学
会161回中部地方会,2017,(津),[口演]

032	 牧田智誉子，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，小出雄太郎，
伊藤　誠，加藤大貴 : 頭頸部扁平上皮癌の術後症例の検討. 
日本医学放射線学会161回中部地方会,2017,(津),[口演]

033	 立花　弘之 : セッション 7  治療(前立腺). 日本医学放射線
学会161回中部地方会,2017,(津),[座長]

034	 伊藤　誠，清水秀年，加藤大貴，小出雄太郎，牧田智誉子，
富田夏夫，立花弘之，古平　毅 : TomoTherapy®を用いた
頸部食道癌IMRTにおける肺線量低減に向けたBlock照射
法の検討. 第30回日本高精度放射線外部照射研究会,2017, 
(仙台),[口演]

外来部

001	 土屋雅子，荒井保明，堀尾芳嗣，船﨑初美，青儀健二郎，
宮内一恵，高橋　都 : がん診断後の離職割合の経時的変化
と要因分析 : 多施設共同研究. 第29回日本サイコオンコロ
ジー学会,2016,(札幌),[口演]

緩和ケア部

001	 小森康永，宋　敏鎬 : ナラティヴ・メディスン. 日本家族
研究・家族療法学会ワークショップ,2016,(長崎),[ワーク
ショップ]

002	 小森康永，奥野　光，矢原隆行 : ナラティヴ・セラピー入
門. 日本家族研究・家族療法学会ワークショップ,2017,(東
京),[ワークショップ]

003	 小森康永 : がん患者をもつ家族の心理教育. 日本心理教育・
家族ネットワーク第20回研究集会,2017,(新潟),[招聘講演]

004	 小森康永 : 医学と文学の出会う場所. 第 5 回ナラティヴ・
コロキウム,2017,(東京),[招聘講演]

看護部

[学会発表]
001	 南谷志野，宮谷美智子，野口見知子 : 応援業務報告書分析

に基づく応援体制マニュアル遵守率向上の取り組みと評
価. 第20回日本看護管理学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

002	 中島貴子，野田順子，朝井哲也，牧田智誉子，西川大輔，
宇良　敬 : 予防的胃瘻増設が頭頸部がんに対する化学放射
線療法の臨床経過に及ぼす影響の検討. 第54回日本癌治療
学会学術集会,2016,(神奈川),[口演]

003	 髙畑知帆子，小原真紀子，宇良　敬 : PS不良の外来化学療
法例に対する電話によるアクティブアセスメントの効果. 
第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

004	 新貝夫弥子 : 進行・再発乳がん患者のドセタキセル長期投
与によるFluid retenion syndrome. 第24回日本乳がん学会
学術集会,2016,(東京),[示説]

005	 福永彩乃，上田麻衣子，中村直幹，藤井博子 : PNS導入の
プロセスと今後の課題.看護管理研究会,2016,(愛知),[口演]

006	 桑原恵美，岩井美世子，加藤千晴，水野美貴，山下由紀穂，
青山寿昭 : 舌切除術を受けた患者の切除範囲と食形態の関
係.第22回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会, 
2016,(新潟),[口演]

007	 稲吉三葉，山田知里，黒田浩章，足立明美，渡邉清永，尾
前美友貴，水野　瞳，坂尾幸則，内藤由美子 : 胸腔鏡下手
術後の早期経口摂取開始に対するアイスクリームの使用経
験と有用性の検討.第47回日本看護学会 急性期看護,2016, 
(沖縄),[示説]

008	 尾前美友貴，黒田浩章，出嶋　仁，水野　瞳，渡邉清永，
山田知里，足立明美，坂尾幸則，内藤由美子 : 胸腔鏡手術
後のトラマドールの効果解析から得たワントラム®の急性
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期疼痛の有用性の検討. 第57回日本肺癌学術集会,2016,(福
岡),[ポスター]

009	 水野　瞳，渡邉清永，黒田浩章，稲吉三葉，尾前美友貴，
山田知里，足立明美，浅海くるみ，坂尾幸則，内藤由美子 
: 胸腔鏡術後のNRS SCOREに準じた薬剤使用経験からみ
た疼痛管理の必要性の検討. 第38回日本疼痛学会,2016,(北
海道),[口演]

010	 水野　瞳，黒田浩章，渡邉清永，吉田達哉，内藤由美子，
坂尾幸則 : A retrospective study on analgesic requirements 
for thoracoscopic surgery postoperative pain. ESMO 
ASIA,2016,(シンガポール),[示説]

011	 高畑知帆子，小原真紀子，宇良　敬 : 外来で化学療法を行
うPS 2 以上の患者に対するアクティブアセスメントの効
果と問題点.第31回日本がん看護学会学術集会,2017,(高知), 
[口演]

012	 山田周平，深堀慎一郎，山口真由美，南谷志野 : がん専門
病院ICUにおける人工呼吸器装着患者に対する段階的早期
離床プロトコールの確立. 第31回日本がん看護学会学術集
会,2017,(高知),[口演]

013	 深堀慎一郎，山口真由美，南谷志野，山田周平 : 人工呼吸
器装着中のがん患者における段階的早期離床プロトコール
の有効性の検討─患者が参画でき安全・安楽に取り組めた
1 例─. 第31回日本がん看護学会学術集会,2017,(高知),[口
演]

014	 吉川　惠，吉田達哉，大矢由子，山田知里，永田智子 : 進
行肺癌患者の就労を阻害する要因と支援の検討(第一報). 
第31回日本がん看護学会学術集会,2017,(高知),[ポスター]

015	 中山衣代 : 内視鏡看護師の時間外勤務削減への取り組み～
変則勤務を導入して～. 第28回愛知県消化器内視鏡技師懇
話会,2017,(愛知),[口演]

016	 安形真由美，小森康司，小島　瞳，佐々木照美，伊藤理 
恵 : 装具選択に難渋した空腸ストーマ造設症例について. 
第34回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総
会,2017,(愛知),[ポスター]

017	 岩井美世子，桑原恵美，水野未貴，加藤千春，山下由紀穂，
青山寿昭 : 舌部分切除術を受けた患者の術後日数による食
形態の変化.第31回日本がん看護学会,2017,(高知),[ポスター]

018	 堀田枝里，小原真紀子，高畑知帆子 : Grade 2 以上のレゴ
ラフェニブ手足症候群の危険因子の検討. 第31回日本がん
看護学会学術集会,2017,(高知),[示説]

019	 佐々木照美，安形真由美，小島　瞳，井上さよ子，小森康
司 : ベバシズマブによりストーマ粘膜に潰瘍を生じた一例. 
第34回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会, 
2017,(愛知),[ポスター]

[講演講師]
001	 亀島里美 : 病院における認定看護師の役割, 愛知県立大学

看護師教育課程,2016,(愛知),[講師]
002	 翠邦　治 : 看護管理, 愛知県看護教員養成講習会,2016,(愛

知),[講師]
003	 翠邦　治 : 人材育成論「人事育成の基礎知識」, 愛知県認定

看護管理者研修ファーストレベル,2016,(愛知),[講師]

004	 小原真紀子 : 外来化学療法における副作用マネジメント 
～経口抗がん剤治療患者の介入の実際～, 第23回東北臨床
腫瘍セミナー,2016,(宮城),[講演]

005	 小原真紀子 : 外来化学療法における副作用マネジメント 
～愛知県がんセンターでの取り組み～, 消化器外科オンコ
ロジーセミナー,2016,(愛知),[講演]

006	 小原真紀子 : 皮膚障害の発現を押さえるための取り組み 
～外来化学療法センターでのマネジメント～, Team 
Management Seminar,2016,(愛知),[講演]

007	 小原真紀子 : 肺がん治療におけるEGFR-TKI治療の副作用
マネジメント, 大分適正使用セミナー,2016,(大分),[講演]

008	 小原真紀子 : 免疫チェックポイント阻害薬投与管理の実際, 
大鵬薬品工業社員研修,2016,(愛知),[講師]

009	 小原真紀子 : 患者サポート体制，がん看護ジェネラリスト
研修公開講座,2016,(愛知),[講師]

010	 小原真紀子 : 消化器癌化学療法の副作用マネジメント～
FOLFIRI+Bevacizumabを例～, 第19回医看薬薬連携研究
会,2016,(愛知),[座長]

011	 日置みさき : がん治療における意思決定支援の重要性と退
院支援における看護師の役割, 労働衛生講習会,2016,(愛知), 
[講師]

012	 宮谷美智子 : 日本の院内でのアピアランスサポートの取り
組み, アピアランスサポートセミナーあいち,2016,(愛知),[講
師]

013	 中山衣代 : 内視鏡検査・治療の看護, 愛知県立大学,2016,(愛
知),[講師]

014	 青山寿昭 : 覚醒が悪い患者への対応、症例から学ぶ摂食嚥
下障害, 2016,(神奈川・京都),[講師]

015	 青山寿昭 : 気管切開されている患者への対応, 症例から学
ぶ摂食嚥下障害,2016,(神奈川・京都),[講師]

016	 青山寿昭 : コミュニティにおける摂食嚥下の支援～これま
での進化と今後の展望～, 渡部商事セミナー,2016,(神奈川), 
[講師]

017	 青山寿昭 : 摂食・嚥下障害看護認定看護師これまでの10年
とこれから, 日本摂食嚥下障害看護研究会,2016,(愛知),[講
師]

018	 青山寿昭 : 摂食嚥下の基礎, 名古屋市介護施設看護職員研
修会,2017,(愛知),[講師]

019	 小島　瞳 : 予防的スキンケア, 尾張三河地区在宅研修
会,2016,(愛知),[講師]

020	 小島　瞳 : 抗がん剤治療がストーマケアに及ぼす影響, 第
28回東海ストーマリハビリテーション講習会,2016,(愛知), 
[講師]

021	 小島　瞳 : 褥瘡ケアについて, 南生協病院NST/褥瘡に関す
るスキルアップ座,2016,(愛知),[講師]

022	 中島貴子 : がん性疼痛に対する放射線療法と看護, 愛知県
立大学がん性疼痛看護認定看護師教育課程,2016,(愛知),[講
師]

023	 中島貴子 : 放射線療法における看護, 小牧市民病院,2016,(愛
知),[講師]

024	 土屋大樹 : 感染対策について, 看護職復職支援交流会, 
2016,(愛知),[講師]
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025	 向井未年子 : コンサルテーション論, 日赤豊田看護大学大
学院,2016,(愛知),[講師]

026	 向井未年子 : 緩和ケアについて理解しよう！ , 春和会もく
れんクリニック,2016,(愛知),[講師]

027	 向井未年子 : 臨床倫理への取り組みと実践に向けて, 足助
病院,2017,(愛知),[講師]

028	 向井未年子 : 講義Ⅱ「がん」, あいち医療通訳システムフォ
ローアップ研修,2017,(愛知),[講師]

029	 吉川　惠 : 看護研究における倫理(応用編)看護研究倫理審
査の実際, 愛知県看護協会,2016,(愛知),[講師]

030	 吉川　惠 : がんリハビリの看護, 東海オンコロジー応用セ
ミナー,2016,(愛知),[講師]

031	 吉川　惠 : がん看護専門看護師による緩和ケア勉強会(入
門・基礎・応用), 医療法人陽明会まごころの社訪問看護ス
テーション,2017,(愛知),[講師]"

032	 岩井美世子 : 臨床における教育・指導，愛知県立大学認定
看護師教育課程がん性疼痛看護分野,2016,(愛知),[講師]

033	 岩井美世子 : がん看護(専門看護師)の役割と活動, 愛知医科
大学看護学部,2016,(愛知),[講師]

034	 岩井美世子 : 看護外来の実際, 愛知県立大学看護学部,2016, 
(愛知),[講師]

035	 岩井美世子 : がん診療拠点病院におけるCNSの取り組み, 
緩和デイケアスタッフ人材育成セミナー,2016,(愛知),[講師]

036	 岩井美世子 : 頭頚部がん患者への就労支援, がん就労を考
える会,2016,(愛知),[講師]

037	 山田健司 : 手術室における看護について, 愛知県立大学, 
2016,(愛知),[講師]

038	 柴田亜弥子 : がんの親を持つ子どものケア～臨床での事例
を通して考える～, 第21回日本緩和医療学会学術集会,2016, 
(京都),[シンポジスト]

039	 柴田亜弥子 : がん診療連携拠点病院におけるがん患者サロ
ンの現状、第 1 回緩和デイケアスタッフ人材育成セミ
ナー,2016,(愛知),[講師]

040	 新田都子 : 骨転移のある患者さんのケアのコツ、血液がん
の治療を考える会,2016,(三重),[講師]

041	 新田都子 : 痛みのアセスメントと看護ケアについて、名古
屋医専,2016,(愛知),[講師]

042	 新田都子 : がん性疼痛がある患者の看護、豊橋Nurse Skill 
Up Seminar,2016,(愛知),[講師]

043	 新田都子 : がん看護総論 演習 がん性疼痛を有する患者の
アセスメントと計画立案、愛知県立大学認定看護師教育課
程,2016,(愛知),[講師]

044	 新田都子 : がん看護総論 がん医療チームにおける看護の
役割, 愛知県立大学認定看護師教育課程,2016,(愛知),[講師]

045	 八重樫　裕 : 認知症患者さんの食支援を考える, 七宝病院, 
2016,(愛知),[講師]

046	 美濃屋亜矢子 : 「初心者向け」緩和ケア研修会, 西尾市民病
院,2016,(愛知),[講師]

047	 井上さよ子 : 在宅医療病態論, 愛知県看護協会訪問看護認
定看護師教育課程,2016,(愛知),[講師]

048	 井上さよ子 : 看護倫理研修, 愛知県心身障害コロニー,2016, 
(愛知),[講師]

049	 久保　知 : 頭頸部癌のアービタックス併用放射線療法の当
院での副作用管理, 頭頸部がんWebコンテンツ,2016,(東京), 
[講師]

050	 久保　知 : 当院における粘膜炎対策, 頭頸部がん化学療法
副作用対策セミナー,2016,(愛知),[講師]

051	 久保　知 : 支持療法, 第18回放射線腫瘍学夏季セミナー, 
2016,(愛知),[講師]

052	 久保　知 : 頭頸部がんの放射線治療に伴う急性有害事象の
患者ケア, 東海がんプロフェッショナル養成推進プラン 放
射線治療セミナー,2016,(愛知),[講師]

053	 高木礼子 : 「乳がんをもっと知ろう」あなたの生活を守り
ます, 愛知県がんセンター第 1 回公開講座,2016,(愛知),[講
師]

054	 濱口由美子 : 患者入力型タブレット端末によるベッドサイ
ドシステムの看護業務効率化と展望，第172回医療情報シ
ステム研究会,2017,(大阪),[講師〕

055	 永田智子 : がん性疼痛緩和における非薬物的アプローチ, 
愛知県看護大学がん性疼痛看護認定看護師教育課程,2017, 
(愛知),[講師]

056	 藤下　礼 : 緩和ケアについて, 名古屋医専,2016,(愛知),[講師]

薬剤部

001	 橋本直弥，長谷川彩子，立松三千子，肱岡　範，岩田修一 : 
消化器症状、血管炎を中心としたストレプトゾトシン投与
における副作用マネージメント. 日本癌治療学会学術集
会,2016,(神奈川),[ポスター]

002	 徳永素子，立松三千子，松崎雅英，井上さよ子，新田都子，
向井未年子，下山理史，小森康永 : タペンタドール徐放錠
へのオピオイドスイッチングの現状調査. 日本緩和医療薬
学会年会,2016,(静岡),[口演]

003	 前田章光 : レゴラフェニブの肝障害に及ぼすSLCO 1 B 1
とABCG 2 遺伝子多型の影響. 日本臨床薬理学会,2016,(鳥
取),[口演]

004	 前田章光 : JSCPT認定薬剤師としての活動( 2 ). 日本臨床薬
理学会,2016,(鳥取),[シンポジウム]

005	 下村一景 : EGFR遺伝子変異陽性NSCLC患者におけるア
ファチニブによる有害事象の発現頻度の推移. 第54回日本
癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ミニシンポジウム]

006	 下村一景 : 再発小細胞肺癌患者に対する塩酸アムルビシ 
ン+ペグフィルグラスチム併用療法の骨髄抑制へ与える影
響. 第57回日本肺癌学会学術集会,2016,(福岡),[ポスター]

007	 立松三千子 : 病院薬剤師がつなぐ医看薬薬連携. 第10回日
本緩和医療薬学会年会,2016,(浜松),[口演]

008	 立松三千子 : 医療現場で薬剤師が目指すべきもの～その先
に患者さんの笑顔がある～. 第10回日本緩和医療薬学会年
会,2016,(浜松),[オーガナイザー・座長]

009	 立松三千子 : ひと声かけることから始まる緩和ケア～患者
さんの“つらい”を見過ごさないために～. 第21回日本緩
和医療学会学術大会,2016,(京都),[口演]

010	 立松三千子，佐藤由美，金田典雄，岩田広治 : がんプロの
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取り組み～診察室で薬剤師が医師から学んだこと～. 第54
回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[ポスター]

011	 立松三千子 : がん患者さんのために薬剤師だからできるこ
と～あなたのひとことが患者さんを笑顔にする～. 第10回
日本薬局学会学術総会,2016,(京都),[デザートセミナー]

012	 立松三千子 : 明日からチャレンジ！臨床現場の疑問を研究
に！ . 日本臨床腫瘍薬学会学術大会,2017,(新潟),[オーガナ
イザー・座長]

013	 立松三千子 : チームでサポートCINV～患者さんの“つら
い”を見過ごさないために～. 薬剤師のためのCINV勉強会, 
2016,(広島),[講演]

014	 立松三千子 : 薬剤師がつなぐチーム医療の輪～患者さんの
“つらい”を見過ごさないために～. 第157回岐阜県病院薬
剤師会東濃ブロック研修会,2016,(岐阜),[講演]
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3 . 学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）

疫学・予防部

001	 Ito H, Oze I, Hosono S, Watanabe M, Tanaka H, 
Matsuo : Risk prediction for stomach cancer using 
helicobacter pylori infection and atrophic gastritis, fruits 
and vegetables, smoking and GWAS-iden-tified genetic 
polymorphism (PSCA-rs2294008) in a Japanese population. 
American Association for Cancer Research ANNUAL 
MEETING 2016,2016,(NEW ORLEANS),[ポスター(示説)]

002	 Nakagawa H, Ito H, Hosono S, Oze I, Mikami H, 
Hattori M, Nishino Y, Sgiyama H, Nakata K, Tanaka 
H : Changes in trends in colorectal cancer incidence rate 
by anatomicsite between 1978 and 2004 in Japan. 
American Association for Cancer Research ANNUAL 
MEETING 2016,2016,(NEW ORLEANS),[ポスター(示説)]

003	 Oze I, Nakagawa H, Shimada S, Akiyama Y, Yatabe Y, 
Ito H, Tanaka H, Matsuo K, Yuasa Y : Plasma miR-
103, miR-107, and miR-194 levels are not associated with 
human diffuse Gastric cancer. 26th Seoul International 
Cancer Symposium,2016,(韓国),[口演]

004	 Nakagawa H, Ito H, Hosono S, Oze I, Mikami H, 
Hattori M, Nisinio Y, Sugiyama H, Nakata K, Tanaka 
H : Changing trends in colorectal cancer incidence by 
anatomic site in Japan from 1978 to 2004, The 38th 
Annual IACR conference,2016(Marrakech),[口演]

005	 山口通代，伊藤秀美，中川弘子，小井手佳代子，近藤良伸，
田中英夫 : 愛知県の二次医療圏別主要部位がんの生存率較
差-進行度分布による検討, ─地域がん登録全国協議会第25
回学術集会,2016,(金沢),[ポスター(示説)]

006	 中川弘子，伊藤秀美，松田智大，山口通代，小井手佳代子，
近藤良伸，田中英夫 : 愛知県における２０１２年のがん有病数
の推計,2016,(金沢),[ポスター(示説)]

007	 尾瀬　功，細野覚代，渡邉美貴，伊藤秀美，松尾恵太郎，
伊藤誠二，田中　努，田中英夫 : 愛知がんセンター胃がん、
大腸がんサバイバーコホート研究, がん予防学術大会2016
名古屋,2016,(名古屋),[ポスター(示説)]

008	 中川弘子，伊藤秀美，松田智大，山口通代，小井手佳代子，
近藤良伸，田中英夫 : 愛知県における2012年の肝がん 5 年
有病数の推計, がん予防学術大会2016名古屋,2016,(名古屋), 
[ポスター(示説)]

009	 伊藤秀美 : 増える乳がん、予防と早期発見，平成２８年度愛
知県がんセンター公開講座講演「乳がんをもっと知ろう」, 
2016,(名古屋),[招請講演(教育講演)]

010	 伊藤秀美 : Molecular epidemiology and risk prediction 
using genomic information in cancer, 名古屋大学大学院医
学系研究科平成28年度特徴あるプログラムキャンサーサイ
エンスコース,2016,(名古屋),[招請講演(教育講演)]

011	  尾瀬　功 : 公開シンポジウム「融合を問う : 学問の消滅と
生成の系譜学から」・若手科学者サミット,2016,(東京),[ポス

ター(示説)]
012	 中川弘子，伊藤秀美，松田智大，田中英夫 : 愛知県におけ

る2012年のがん有病数の推計, 第75回日本癌学会学術総会, 
2016,(横浜),[ポスター(示説)]

013	 細野覚代，松尾恵太郎 : 卵巣がんリスクと飲酒、ALDH遺
伝子多型との関連 : アジア人のプール解析結果, 第75回日
本癌学会学術総会,2016,(横浜),[口演]

014	 山口通代，伊藤秀美，中川弘子，近藤良伸，田中英夫 :  
愛知県における医療の均てん化と早期診断によるがん 5 年
相対生存率改善度の試算, 第75回日本公衆衛生学会総会, 
2016,(大阪),[ポスター(示説)]

015	 森島泰雄，東　史啓，柏瀬貢一，折原　武，峯元睦子，矢
部普正，加藤俊一，加藤剛二，松本加代子，甲斐俊朗，森　
鉄男，高橋美乃子，佐竹正博，屋部登志雄 : HLA ホモ接
合体さい帯血が生着に与える影響 : iPS細胞バンク・移植
のモデルになり得るか, 第39回日本造血細胞移植学会総会, 
2017,(島根),[口演]

016	 尾瀬　功，細野覚代，渡邉美貴，伊藤秀美，田中英夫 : が
ん長期生存者の喫煙率の変化, 第27回日本疫学会学術総会, 
2017,(山梨),[ポスター(示説)]

017	 中川弘子，伊藤秀美，松田智大，田中英夫 : 地域がん登録
データを用いた結腸がん原発部位別の生命予後の分析, 第
27回日本疫学会学術総会,2017,(山梨),[ポスター(示説)]

分子腫瘍学部

001	 Sekido Y : Constitutive YAP activation induces malignant 
phenotypes of immortalized mesothelial cells. iMig,2016, 
(Birmingham),[講演]

002	 Tanaka K, Kato T, Matsushita A, Furuta H, 
Murakami Y, Osada H, Sekido Y : Statin inhibits 
malignant mesothelioma cell growth by inactivating 
YAP 1 . AACR 107th Annual Meeting,2016,(New Orleans), 
[ポスター]

003	 Murakami Y : SGO 1  is involved in DNA damage 
response in MYCN amplified neuroblastoma cells. Gordon 
Research Conference, genomic instability,2016,(香港),[ポス
ター]

004	 Wang S, Jiang L, Han Y, Chew HS, Ohara Y, 
Akatsuka S, Weng L, Kawaguchi K, Fukui T, Sekido 
Y, Yokoi K, Toyokuni S : Urokinae-type plasminogen 
activator recptor increases proliferation, invasion and 
reduces cisplatin sensitivity in malignant mesothelioma. 
第 7 回JMIG研究会,2016,(名古屋),[講演]

005	 Ohta C, Sasakura T, Okuzaki D, Fukushima K, 
Mukai S, Yabuta N, Nojima H : TAp63 phosphorylated 
by GAK specifically induces LCE 1 C expression. 第39回 
日本分子生物学会年会,2016,(横浜),[ポスター]



─ 116 ─

006	 Mukai S, Yabuta N, Tanino M, Sekido Y, Tanaka S, 
Nojima H : LATS 1  suppresses E-cadherin expression 
through phosphorylation of its transcription regulators in 
invasive breast cancer. 第75回日本癌学術学会総会,2016, 
(横浜),[口演]

007	 Murakami Y : The relationship between DNA damage 
response and MYCN amplification in neuroblastoma cells. 
名古屋グローバルリトリート,2017,(大府),[招待講演]

008	 Kato T : E-cadherin expression correlates with the 
resistance to focal adhesion kinase inhibitor in Merlin-
negative malignant mesothelioma cells. 名古屋グローバル
リトリート,2017,(大府),[ポスター]

009	 Matsushita A : Transcriptional co-activator TAZ which 
is regulated by Hippo signaling pathway enhances 
malignant phenotypes of mesothelioma cells. 名 古 屋 グ
ローバルリトリート,2017,(大府),[ポスター]

010	 Yamagishi R : Screening of synthetic lethal gene to 
causative gene of mesothelioma. 名古屋グローバルリト
リート,2017,(大府),[ポスター]

011	 村上優子 : MYCN増幅型神経芽腫細胞においてSGO 1 は
DNA損傷応答に関与する. 第20回日本がん分子標的治療学
会学術総会,2016,(別府),[ポスター]

012	 堀田昴志，山岸良多，細田　直，星野真一 : 脊髄小脳変性
症の原因因子Ataxin- 2 によるストレス顆粒形成のメカニ
ズム. 第62回日本薬学会東海支部総会・大会,2016,(名古
屋),[口演]

013	 古舘和也，山岸良多，星野真一 : 統合失調症関連因子 
QKI- 7 はp27kip 1 mRNAのポリA鎖伸長を制御する. 第62
回日本薬学会東海支部総会・大会,2016,(名古屋),[口演]

014	 関戸好孝 : 悪性中皮腫における遺伝子異常. 第 7 回JMIG研
究会,2016,(名古屋),[教育講演]

015	 加藤毅人，長田啓隆，佐藤龍洋，山岸良多，松下明弘，向
井智美，村上優子，関戸好孝 : 悪性中皮腫細胞株に対する 
VS-4718の治療効果に関連するバイオマーカーについての
研究. 第 7 回JMIG研究会,2016,(名古屋),[口演]

016	 佐藤龍洋 : 中皮腫におけるTORの解析. 第 6 回TOR研究会, 
2016,(東京),[講演]

017	 佐藤龍洋 : SmgGDSによるmTORC 1 活性化がん細胞の調
節, 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポスター]

018	 山岸良多，村上優子，関戸好孝，星野真一 : STARファミ
リー蛋白質QKIによるポリA鎖伸長を介した遺伝子発現の
転写後調節機構. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[口
演]

019	 竹下純平，関戸好孝，油谷浩幸 : 悪性胸膜中皮腫の分子プ
ロファイル. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポス
ター]

020	 長田啓隆，関戸好孝 : 肺癌発症におけるASH 1 シグナル下
流のLncRNAの役割の検討. 第75回日本癌学会学術総会, 
2016,(横浜),[口演]

021	 田中広祐，長田啓隆，村上(渡並)優子，堀尾芳嗣，樋田豊明，
関戸好孝 : 悪性中皮腫においてHippo伝達経路の共役転写
因子YAPがCD44の発現を制御し、これらはスタチンに

よって阻害される. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜), 
[口演]

022	 関戸好孝 : 中皮腫発生に関わる遺伝子学的アプローチ. ─ 
中皮腫シンポジウム─悪性胸膜中皮腫の診断／治療の最前
線,2016,(兵庫),[口演]

023	 宍戸裕子，藤川遥加，木村康明，友池史明，桑田啓子，矢
野貴人，福井健二，関戸好孝，村上優子，周　東智，阿部　
洋 : 共有結合型グルタチオン S- 転移酵素阻害剤の創薬研
究. 第32回メディシナルケミストリーシンポジウム,2016, 
(つくば),[ポスター]

024	 村上優子 : MYCN増幅型神経芽腫細胞においてSGO 1 は
DNA損傷応答に関与する. 第39回日本分子生物学会年会, 
2016,(横浜),[ポスター]

025	 村上優子 : MYCN増幅型神経芽腫細胞においてSGO 1 は
DNA損傷応答に関与する. 先進ゲノム支援国際シンポジウ
ム,2017,(東京),[ポスター]

026	 宍戸裕子，藤川遥加，木村康明，友池史明，桑田啓子，矢
野貴人，福井健二，関戸好孝，村上優子，周　東智，阿部　
洋 : 共有結合型グルタチオン S-転移酵素阻害剤の創薬研
究, 日本薬学会,2017,(つくば),[口演]

遺伝子医療研究部

001	 Ugai T, Milne R, Ito H, Matsuo K : A genetic 
polymorphism of ALDH 2  and breast cancer risk: an 
analysis of 6624 case and 5750 controls from the Breast 
Cancer Association Consortium. AACR Annual Meeting 
2016,2016,(New Orleans),[一般口演]

002	 Inoue S, Hosono S, Ito H, Oze I, Nishino Y, Hattori M, 
Ioka A, Nakayama T, Matsuo K, Mizuno M, Kato K, 
Tanaka H, Ito Y : Trends in a survival of cancer of the 
coupus uteri in Japan 1993-2006 (J-CANSIS). AACR 
Annual Meeting 2016,2016,(New Orleans),[一般口演]

003	 Kakiuchi T : Modeling Mesothelioma initiation thorough 
disruption of the Hippo oathway revealed involvement of 
PLCB 4  in YAP-driven mesothelioma cell proliferation. 
AACR Annual Meeting 2016,2016,(New Orleans),[ポス
ター]

004	 Toyooka S, Okumura N, Nakamura H, Nakata M, 
Yamashita M, Hirohito T, Shinsuke K, Watanabe N, 
Okada M, Matsuo K, Aoe M, Hotta K, Sakamoto J, 
Miyoshi S, Date H, Setouchi Lung Cancer Study 
Group : A multi-center phase III study of carboplatin/
paclitaxel versus oral uracil-tegafur as the adjuvant 
chemotherapy in resected non-small cell lung cancer. 
A m e r i c a n  S o c i e t y  o f  C l i n i c a l  O n c o l o g y 
2016,2016,(Chicago),[ポスター]

005	 Inoue S, Hosono S, Ito H, Oze I, Nishino Y, etc : 
Clinical features and survival of Japanese elderly women 
with gynecologic cancer in 1993-2006. 第58回日本婦人科
腫瘍学会学術講演会,2016,(米子),[一般口演]
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006	 Masaoka H, Ito H, Soga N, Yokomizo A, Eto M, 
Matsuo K : Aldehyde dehydrogenase 2 (ALDH 2 ) and 
alcohol dehydrogenese 1 B (ALDH 1 B) polymorphisms 
eacerbate bladder cancer risk associated with alchol 
drinking: Gene-environment interaction. 24th Biennial 
Congress of the European Association for Cancer 
Reasearch,2016,(Manchester),[一般口演]

007	 Matsuo K, koyanagi Y, Ito H :  Development of 
prediction model and estimation of cumulative risk for 
upper aerodigestive tract cancer based on aldehyde 
dehydrogenese 2  (ALDH 2 ) genotype and alchol 
consumption in a Japanese population. 24th Biennial 
Congress of the European Association for Cancer 
Reasearch,2016,(Manchester),[一般口演]

008	 Aoki K, Suzuki H, Matsuo K, Kataoka K, Shimamura 
T, Nagata Y, Yoshizato T, Sanada M, Miyano S, 
Wakabayashi T, Ogawa S, Natsume A : Prognostic 
implications of genetic alterations from comprehensive 
genetic profiling in lower-grade gliomas. 第75回日本癌学
会学術総会,2016,(横浜),[一般口演]

009	 Kuwahara K,  I to  H,  Kotani  H,  Tsunoda N, 
Kuzushima K, Iwata H, Nagino M, Tanaka H, Matsuo 
K : Identification of ganp SNPs affecting both the 
development and malignant progression in human 
sporadic breast cancer. 第75回日本癌学会学術総会,2016, 
(横浜),[一般口演]

010	  Matsuo K : Alcohol and Cancer Risk. 第75回日本癌学会
学術総会,2016,(横浜),[一般口演]

011	 Yasuda T, Tsuzuki S, Kawazu M, Hayakawa F, 
Kojima S, Ueno T, Kiyoi H, Naoe T, Mano H : 
Comprehens ive  fus ion  gene  ana lys i s  o f  acute 
lymphoblastic leukemia of adolescents and young adults. 
第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[一般口演]

012	  Ito H, Oze I, Hosono S, Watanabe M, Tanaka H, 
Matsuo K : Risk Prediction for gastric cancer using the 
PSCA-rs2294008, H.pylori infection and lifestyle-related 
risk facter, 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[一般口
演]

013	 Hosono S, Matsuo K : Assoxiation between Ovarian 
cancer risk and a polymorphism in ALDH 2  and alcohol 
intake: a pooled analysis in Asian. 第75回日本癌学会学術
総会,2016,(横浜),[一般口演]

014	 Morishima S, Shiina T, Ogawa S, Suzuki S, Sato-
Otsubo S, Kashiwase K, Azuma F, Yabe T, Matsuo K, 
Saji H, Kato S, Kodera Y, Sasazuki T, Morishima Y : 
Evolutionary basis of HLA alleles affects acute GVHD in 
unrelated donor stem cell transplantation. 第78回日本血
液学会学術集会,2016,(横浜),[一般口演]

015	 Uchino K, Matsuo K, Onizuka M, Kashiwase K, 
Morishima Y, Fukuda T, Kodera Y, Miyamura K, 
Mori T, Takami A : Toll-like receptor genetic variations 
in bone marrow transplantation. 第78回日本血液学会学術

集会,2016,(横浜),[ポスター]
016	 Yoshizato T, Shiozawa Y, Yoshida K, Atsuta Y, 

Nannya Y, Suzuki H, Matsuo K, Onizuka M, Kataoka 
K, Chiba K, Tanaka H, ShiraiShi Y, Aoki K, Sanada 
M, Itonaga H, Kanda Y, Miyazaki Y, Makishima H, 
Miyano S, Ogawa S : Impact of somatic mutations on 
outcome in pat ients with MDS after Stem-cel l 
transplantation. 第78回日本血液学会学術集会,2016,(横浜), 
[一般口演]

017	 Takenaka K, Shimoda K, Uchida N, Shimomura T, 
Nagafuji K, Kondo T, Shibayama H, Dairaku H, 
Kitanaka A, Matsuo K, Ozawa K, Kurokawa m, Arai 
S, Akashi K : Clinical outcome of patients with primary 
myelofibrosis: a nationwide survey in Japan. 第78回日本
血液学会学術集会,2016,(横浜),[一般口演]

018	  Ugai T, Morishima Y, Matsuo K : ALDH 2  genotype 
has a significant impact on TRM after HLA-mached 
unrelated bone marrow transplant. 第78回日本血液学会学
術集会,2016,(横浜),[一般口演]

019	 Kotani H, Ito H, Kuwahara K, Kuzushima K, Iwata H, 
Tsunoda B, Nagino M, Tanaka H, Matsuo K : Impact 
o f  germina l cen ter - a s soc i a ted  nuc l ear  pro te in 
poliymorophisms on breast cancer risk and prognosis in a 
Japanese popilation. San antonio Breast Cancer 
Sinposium,2016,(San Antonio),[ポスター]

020	  Ugai  T,  Matsuo K,  Morishima Y :  ALDH 2  
Polymorphism Has a Significant Impact on Transplant 
Related Mortality after HLA-Matched Bone Marrow 
Transplantation. ASH Annual Meeting 2016,2016,(San 
Diego),[一般口演]

021	 松尾恵太郎 : 遺伝子環境要因交互作用は遺伝情報を用いた
がん予防を考える上で必須か？ . がん予防学術大会,2016, 
(名古屋),[口演]

022	 正岡寛之，伊藤秀美，曽我倫久人，細野覚代，尾瀬　功，
渡辺美貴，田中英雄，横溝　晃，江藤正俊，松尾恵太郎 : 
アルデヒド脱水素酵素 2 (ALDH 2 )とアルコール脱水素酵
素 1 Ｂ(ADH 1 B)遺伝子多型は飲酒による膀胱がんリスク
を上昇させる. がん予防学術大会,2016,(名古屋),[口演]

023	 尾瀬　功，細野覚代，渡辺美貴，伊藤秀美，松尾恵太郎，
伊藤誠二，田中　努，田中英夫 : 愛知県がんセンター胃が
ん・大腸がんサバイバーコホート研究. がん予防学術大会, 
2016,(名古屋),[ポスター]

024	 松尾恵太郎 : 愛知県がんセンター病院疫学研究(HEPACC). 
第 2 回クリニカルバイオバンク研究会シンポジウム,2016, 
(札幌),[セッション]

025	 松尾恵太郎 : がんリスクを推測する─遺伝情報を交えた個
別化予防. 第54回日本癌治療学会学術集会,2016,(横浜),[招請
口演]

026	 正岡寛之，伊藤秀美，渡邉美貴，松尾恵太郎 : アルコール
代謝酵素関連遺伝子が喫煙開始に与える影響. 第27回日本
疫学会学術総会,2017,(甲府),[ポスター]

027	 細野覚代，渡邉美貴，尾瀬　功，伊藤秀美，松尾恵太郎，
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田中英夫 : 乳がん個別実用化への試み～リスク予測に対す
る認知と行動変容に関する追跡調査. 第27回日本疫学会学
術総会,2017,(甲府),[ポスター]

028	  高地リベカ，井上真奈美，菅原由美，辻　一郎，津金昌
一郎，伊藤秀美，松尾恵太郎，田中恵太郎，玉腰暁子，溝
上哲也，若井健志，永田知里，笹月　静 : 野菜・果実摂取
と全がん罹患率との関係 : 日本人における大規模コホート
のプール解析. 第27回日本疫学会学術総会,2017,(甲府),[ポス
ター]

029	 渡邉美貴，細野覚代，吉村章代，伊藤秀美，尾瀬　功，松
尾恵太郎，田中英夫 : 多因子疾患リスクの情報提供コンテ
ンツ制作プロセスの報告～科学コミュニケーション的視点
から～. 第27回日本疫学会学術総会,2017,(甲府),[ポスター]

030	 鵜飼知嵩，松尾恵太郎，澤田典絵，岩崎　基，山地太樹，
島津太一，笹月　静，井上真奈美，津金昌一郎 : 喫煙と白
血病罹患との関連 : 多目的コホート研究. 第27回日本疫学
会学術総会,2017,(甲府),[一般口演]

031	 藤澤　信，鵜飼知嵩，大橋一輝，小澤幸泰，福田隆浩，内
田直之，金森平和，一戸辰夫，田中淳司，熱田由子，水田
秀一 : 寛明期で造血肝細胞移植を施工された成人フィラデ
ルフィア染色体陰性急性リンパ性白血病におけるgraft-
versus-hostdisease-free, relapse-free survival(GRFS)の 検
討～JSHCT成人ALLWG研究, 第39回日本造血細胞移植学
会総会,2017,(島根),[一般口演]

腫瘍免疫学部

001	 Kuwahara K, Ito H, Kuzushima K, Iwata H, Tanaka 
H, Matsuo K : Molecular Epidemiological Studies Of 
Germinal Center-Associated Nuclear Protein (GANP) In 
the Development Of Sporadic Breast Cancers. AACR 
Annual Meeting 2016,2016,(New Orleans, USA),[ポスター]

002	 Imai M, Odanaka M, Takayama S, Ohta R, Yamazaki 
S : The complement anaphylatoxin C 5 adesArg still 
induce the acute inflammatory response. The XXVI 
International Complement Workshop,2016,(Kanazawa),[ポ
スター]

003	 Imai M, Odanaka M, Takayama S, Ohta R, Yamazaki 
S : The complement anaphylatoxin C 5 adesArg still 
induce the acute inflammatory response. The Cold Spring 
Harbor Asia conference on Frontiers of Immunology in 
Health & Disease,2016,(Awaji),[ポスター]

004	 Rezano A, Gondo N, Kuwahara K :  Development Of 
dss 1  Si-RNA-Based Therapy For Sporadic Breast 
Cancers. BIBMC 2016,2016,(Bandung, Indonesia),[口演]

005	 Tanimoto K, Fujiwara K, Tawara I, Masuya M, 
Kageyama S, Nishida T, Murata M, Terakura S, 
Akatsuka Y, Ikeda H, Miyahara Y, Nukaya I, 
Takesako K, Emi N, Katayama N, Shiku H, 
Yasukawa M : Phase 1  Clinical Trial of Adoptive 
Immunotherapy for Acute Myelogenous Leukemia and 

Myelodysplastic Syndrome, Using Gene-Modified 
Autologous Lymphocytes Expressing WT 1 -Specific 
T-Cell Receptor. The 58th ASH Annual meeting,2016,(San 
Diego, USA),[口演].

006	 Ohta R, Imai M, Kuwahara K, Teizo F, Okada H, 
Kuzushima K : Enhancement of Complement-Dependent 
Mechanisms of Tumor Cell Lysis by Targeted Bispecific 
Antibodies. 第45回日本免疫学会学術集会,2016,(宜野湾),[ポ
スター]

007	 桑原一彦，黒瀬　顕，近藤英作 : 奇形腫自然発症モデルマ
ウスの作製. 第105回日本病理学会総会,2016,(仙台),[口演]

008	 桑原一彦，近藤英作 : 乳癌細胞においてTREX 2 複合体構
成分子は薬剤感受性誘導の標的となる. 第20回日本がん分
子標的治療学会学術集会,2016,(別府),[ポスター]

009	 川瀬孝和，坂本　葵，樗木　錬，美山貴彦，柴田真志，田
中清人，北浦一孝，大島久美，浜名　洋，岸　裕幸，葛島
清隆，佐治博夫，鈴木隆二，一戸辰夫 : 次世代シークエン
サーとsingle cell sorting用いた同種抗原反応性T細胞の網
羅的解析. 第20回日本がん免疫学会総会,2016,(大阪),[口演]

010	 赤塚美樹 : Basics and development of CAR-T cell therapy 
and its clinical applications. 第14回日本臨床腫瘍学会総会, 
2016,(神戸),[教育講演]

011	 赤塚美樹，白石圭子，楫屋良子，岡村文子，太田里永子，
藤原　弘，葛島清隆，恵美宣彦 : 遺伝子導入TCR/CARへ
の刺激でインターフェロンγを産生する人工T細胞株の作
成. 第 8 回血液疾患免疫療法学会,2016,(札幌市),[ポスター].

012	 岡村文子，赤塚美樹，葛島清隆 : がん細胞では異常なTAP
分子によりエピトープを提示する. 第 8 回血液疾患免疫療
法研究会学術集会,2016,(札幌),[口演]

013	 谷本一史，藤原　弘，越智俊元，東　太地，竹内一人，葛
島清隆，安川正貴 : 治療抵抗性急性骨髄性白血病に対する
Aurora Kinase Aペプチドワクチン療法第I/II相臨床試験. 
第 8 回血液疾患免疫療法研究会学術集会,2016,(札幌),[口演]

014	 上田格弘，植村靖史，張　エイ，喜多山秀一，安井　裕，
巽　美奈子，劉　天懿，葛島清隆，清井　仁，金子　新 : 
CD 4 遺伝子導入したiPS細胞由来BCR-ABL特異的T細胞
はDCを介した白血病特異的CTLを誘導する. 第75回日本
癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポスター]

015	 喜多山秀一，張　エイ，入口翔一，岩間達章，溝曽路祥孝，
渡辺　亮，葛島清隆，植村靖史，金子　新 : アジュバント
効果並びに細胞傷害能を有するヒトiPS細胞由来iNKT細胞
の再分化誘導. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポス
ター]

016	 桑原一彦，伊藤秀美，小谷はるる，角田伸行，葛島清隆，
岩田広治，梛野正人，田中英夫，松尾恵太郎 : 非遺伝性散
発性乳癌の発症と悪性進展に影響を与えるganp遺伝子多
型の同定. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[口演]

017	 谷本一史，藤原　弘，越智俊元，東　太地，竹内一人，葛
島清隆，安川正貴 : 治療抵抗性急性骨髄性白血病に対する
Aurora Kinaseペプチドワクチン療法. 第75回日本癌学会
学術総会,2016,(横浜),[口演]

018	 張　エイ，上田格弘，喜多山秀一，安井　裕，土屋伸広，
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劉　天懿，岩間達章，葛島清隆，中面哲也，清井　仁，金
子　新，植村靖史 : ダサチニブによる急性GVHD治療の可
能性. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポスター]

019	 赤塚美樹 : 遺伝子改変T細胞療法の開発の歴史と将来. 第
78回日本血液学会総会,2016,(横浜),[教育講演]

020	 上田格弘，植村靖史，張　エイ，喜多山秀一，安井　裕，
巽　美奈子，劉　天懿，葛島清隆，清井　仁，金子　新 : 
Generation of BCR-ABL reactive CD 4  T lymphocytes by 
reprogramming and redifferentiation. 第78回日本血液学会
学術集会,2016,(横浜),[口演]

021	 美山貴彦，川瀬孝和，北浦一孝，樗木　錬，柴田真志，大
島久美，浜名　洋，岸　裕幸，葛島清隆，佐治博夫，鈴木
隆二，一戸辰夫 : Stem cell memory T-cells are a reservoir 
of functional T-cells highly shared among individuals. 第
78回日本血液学会学術集会,2016,(横浜),[口演]

022	 美山貴彦，田中清人，柴田真志，川瀬孝和，樗木　錬，坂
本　葵，北浦一孝，大島久美，浜名　洋，岸　裕幸，葛島
清隆，田中秀則，鈴木隆二，一戸辰夫 : サイトメガロウイ
ルス反応性T細胞レパトワ形成に与えるHLA-A＊02の影響
の次世代シークエンサーを用いた解析. 第25回日本組織適
合性学会,2016,(札幌),[口演]

023	 川瀬孝和，坂本　葵，樗木　錬，美山貴彦，柴田真志，田
中清人，北浦一孝，大島久美，浜名　洋，岸　裕幸，葛島
清隆，田中秀則，鈴木隆二，一戸辰夫 : 次世代シーケンサー
とsingle cell sortingを用いた同種抗原反応性T細胞の網羅
的解析と高頻度クローンの同定. 第39回日本造血細胞移植
学会総会,2017,(松江),[口演]

感染腫瘍学部

001	 桒原　敦，小根山千歳 : c-Srcによるエクソソームの制御. 
第68回日本細胞生物学会大会,2016,(京都),[ポスター]

002	 疋田智也，桒原　敦，小根山千歳 : c-Srcによりがん化し
た細胞から分泌されるエクソソームの制御機構. 第75回日
本癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポスター]

003	 小根山千歳，二宮悠一 : c-Srcがん化初期でのmicroRNAの
発現減少とがん抑制能. 第75回日本癌学会学術総会,2016, 
(横浜),[ポスター]

004	 小根山千歳 : MicroRNA controls Src-induced tumor 
progression by regulating the focal adhesion-mediated 
signaling pathway. 第75回日本がん転移学会学術集会・総
会,2016,(鳥取),[ポスター]

005	 疋田智也，桒原　敦，小根山千歳 : Srcによるエクソソー
ム形成制御機構の解析. 第38回生体膜と薬物の相互作用シ
ンポジウム,2016,(名古屋),[口演]

006	 小根山千歳 : 脂質ラフトを介したSrcの空間的制御とがん
進展. 第38回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム,2016, 
(名古屋),[口演]

007	 小根山千歳 : Srcがんモデルによる治療標的microRNA探
索. 平成28年度中部地区医療・バイオ系シーズ発表会,2016, 
(名古屋),[ポスター]

008	 小根山千歳 : Srcがんシグナル制御とがん進展. 岐阜大学連
合創薬医療情報研究科特別セミナー,2016,(岐阜),[特別講演]

009	 小根山千歳 : Srcシグナルの制御破綻とがん進展. 金沢医科
大学第23回腫瘍病理セミナー,2017,(金沢),[特別講演]

010	 小根山千歳 : Srcによるエクソソームの制御とがん進展. 岡
山大学医歯薬総合研究科特別セミナー,2017,(岡山),[特別講
演]

分子病態学部

001	 青木正博，佐藤清俊，曽我朋義，小島　康 : 大腸がん自然
発症マウスモデルを用いた「がん悪液質」の代謝異常の研
究. 第 3 回日本サルコペニア･悪液質･消耗性疾患研究会, 
2016,(鹿児島),[口演]

002	 青木正博 : shRNAライブラリーを用いたスクリーニング
による新規大腸がん転移抑制因子HNRNPLLの同定. 第20
回日本分子標的治療学会学術集会,2016,(別府),[ワーク
ショップ]

003	 青木正博，藤下晃章 : MEK阻害剤trametinibによる間質を
介した腸管腫瘍形成抑制およびmTOR阻害薬耐性の回避. 
第68回日本細胞生物学会大会,2016,(京都),[シンポジウム]

004	 青木正博，佐久間圭一朗 : Identification of HNRNPLL as 
a novel metastasis suppressor of colorectal cancer. 第41
回内藤コンファレンス,2016,(札幌),[ポスター]

005	 藤下晃章，梶野リエ，小島　康，武藤　誠，青木正博 : が
ん微小環境は浸潤性腸がんのmTOR阻害薬抵抗性獲得に
関与する. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[口演]

006	 佐久間圭一朗，青木正博 : 新規大腸がん転移抑制因子
HNRNPLLによってスプライシングを受ける遺伝子の同
定. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[口演]

007	 小島　康，今度ゆりこ，藤下晃章，梶野リエ，武藤　誠，
青木正博 : II型脱ヨード酵素の大腸がん進展における役割. 
第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポスター]

008	 梶野リエ，藤下晃章，武藤　誠，青木正博 : 腸管腫瘍形成
におけるJNK-mTORC 1 経路活性化と神経伝達物質の関連
の解明. 第75回日本癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポスター]

009	 園下将大，青木正博，大島正伸，武藤　誠 : 大腸がん悪性
化機序と予後診断法・治療薬の研究. 第75回日本癌学会学
術総会,2016,(横浜),[口演]

010	 泥谷直樹，塚本善之，中田知里，甲斐友喜，松浦恵子，猪
俣雅史，白尾國昭，森　　宣，瀬戸加大，青木正博，武川
睦寛，守山正胤 : DUSP 4 の発現低下は膵上皮内癌から浸
潤癌への進展に関与する. 第75回日本癌学会学術総会,2016, 
(横浜),[ポスター]

011	 梶野リエ，青木正博 : 大腸がんマウスモデルとオルガノイ
ド培養を用いた腫瘍形成における低酸素シグナルの役割の
解明. 第14回がんとハイポキシア研究会,2016,(岐阜),[ポス
ター]

012	 前田章光，安藤　仁，宇良　敬，室　　圭，長谷川彩子，
松崎雅英，小島　康，青木正博，小原真紀子，水野靖也，
藤村昭夫 : レゴラフェニブの肝障害に及ぼすSLC01B 1 と
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ABCG 2 遺伝子多型の影響. 第37回日本臨床薬理学会学術
総会,2016,(米子),[口演]

013	 青木正博 : 大腸がんの新規転移抑制因子HNRNPLLは上皮
間葉転換におけるCD44の選択的スプライシングを制御す
る. 第39回日本分子生物学会年会,2016,(横浜),[ポスター]

腫瘍医化学部

001	 牧原弘幸，吉田憲司，中山英典，井上博貴，後藤明彦，堀
部宏茂，山本　翼，太田充彦，福田幸太，黒岩裕一朗，栗
田賢一 : Histological bone healing process of bone defects 
performed with Er: YAG laser and steel bur. WFLD2016 
国際レーザー歯学会,2016,(名古屋),[ポスター]

002	 牧原弘幸，田中宏樹，後藤英仁，猪子誠人，榎本　篤，稲
垣昌樹 : Vimentin phospho-deficient mice display 
aneuploidy and skin premature aging. 第75回日本癌学会
学術総会.2016,(横浜),[ポスター]

003	 牧原弘幸，後藤満雄，稲垣昌樹，栗田賢一 : Generation of 
anti-Desmin phosphorylation specific antibody and its 
application for analyzing mitosis in development or 
tumors. 第61回日本口腔外科学会総会.2016,(千葉),[ポス
ター]

004	 牧原弘幸，稲葉弘哲，田中宏樹，榎本　篤，友野靖子，後
藤満雄，栗田賢一，後藤英仁，稲垣昌樹 : デスミンの分裂
期特異的リン酸化部位の同定と機能解析. 第68回日本細胞
生物学会・第11回日本ケミカルバイオロジー学会 合同大
会,2016,(京都),[ポスター]

005	 稲葉弘哲，後藤英仁，笠原広介，熊本香奈子，米村重信，
何　東偉，五島直樹，山野荘太郎，鰐渕英機，広常真治，
清野　透，稲垣昌樹 : Ndel 1 は増殖細胞において一次線毛
形成を抑制する. 第68回日本細胞生物学会・第11回日本ケ
ミカルバイオロジー学会 合同大会,2016,(京都),[ワーク
ショップ口演]

006	 猪子誠人，林　裕子，清野　透，稲垣昌樹 : Albatross/
Fbf 1 蛋白質は中心体動態を統合する. 第68回日本細胞生
物学会・第11回日本ケミカルバイオロジー学会 合同大会, 
2016,(京都),[ワークショップ口演]

007	 稲葉弘哲，後藤英仁，笠原広介，熊本香奈子，米村重信，
何　東偉，五島直樹，山野荘太郎，鰐渕英機，広常真治，
清野　透，稲垣昌樹 : Ndel 1 はtrichoplein-AuroraA経路の
制御によって増殖細胞の線毛形成を抑制する. 第75回日本
癌学会学術総会,2016,(横浜),[ポスター]
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4 . 学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（総長）

総長

001	 Sawada Y, Yoshikawa T, Ofuji K, Yoshimura M, 
Tsuchiya N, Takahashi M, Nobuoka D, Gotohda N, 
Takahashi S, Kato Y, Konishi M, Kinoshita T, Ikeda 
M, Nakachi K, Yamazaki N, Mizuno S, Takayama T, 
Yamao K, Uesaka K, Furuse J, Endo I, Nakatsura T : 
PhaseⅡ Study of the GPC 3 -derived Peptide Vaccine as 
an Adjuvant Therapy for Hepatocellular Carcinoma 
Patients. Oncoimmunology, 5 :e1129483,2016.

002	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，岩田至紀，清水泰博，木
下　平 : 胃癌reduced port surgeryにおける臍切開「zigzag
切開と横切開」. 手術雑誌,70:797-802,2016.

003	 林　大介，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，小森康司，安
部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下敬史，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博，木下　平 : 胃悪性リンパ腫に
合併し深達度・リンパ節転移度診断に苦慮した早期胃癌の
1 例. 日本臨床外科学会雑誌,77:2343,2016.

004	 岩田至紀，三澤一成，伊藤友一，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下敬史，植村則久，川上
次郎，清水泰博，木下　平 : 腹腔鏡下胃切除術における肝
圧排法(PROLENE hanging(PH)法). 日本臨床外科学会雑誌, 
77:2345,2016.

005	 伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，川上次郎，大城泰平，夏
目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部哲也，小森
康司，清水泰博，木下　平 : 胃癌内視鏡治療非治癒切除後
の追加手術症例に関する検討. 日本臨床外科学会雑誌, 
77:869,2016.

006	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，川上次郎，大城泰平，夏
目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部哲也，小森
康司，清水泰博，木下　平 : 胃癌に対するReduced Port 
Surgeryの現状と工夫 通常ポート胃切除の手技で行う胃癌
Reduced Port Surgery 傾向スコアマッチング解析による
短期成績の検討. 日本内視鏡外科学会雑誌,21:36-4,2016.

007	 伊藤友一，三澤一成，伊藤誠二，望月能成，川上次郎，大
城泰平，夏目誠治，植村則久，木下敬史，千田嘉毅，安部
哲也，小森康司，清水泰博，木下　平 : 腹腔鏡下胃切除術
の治療成績. 日本内視鏡外科学会雑誌,21:124-4,2016.
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5 ．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（病院）

病院長

[学会誌への発表]
001	 Hamada C, Yamada Y, Azuma M, Nishikawa K, 

Gotoh M, Bando H, Sugimoto N, Nishina T, Amagai K, 
Chin K, Niwa Y, Tsuji A, Imamura H, Tsuda M, 
Yasui H, Fujii H, Yamaguchi K, Yasui H, Hironaka S, 
Shimada K, Miwa H, Hyodo I : Meta-analysis supporting 
noninferiority of oxaliplatin plus S- 1  to cisplatin plus S- 1  
in first-line treatment of advanced gastric cancer (G-SOX 
study): indirect comparison with S- 1  alone. International 
Journal of Clinical Oncology,21( 4 ):668-75,2016.

002	 Bando H, Yamada Y, Tanabe S, Nishikawa K, Gotoh 
M, Sugimoto N, Nishina T, Amagai K, Chin K, Niwa 
Y, Tsuji A, Imamura H, Tsuda M, Yasui H, Fujii H, 
Yamaguchi K, Yasui H, Hironaka S, Shimada K, 
Miwa H, Hamada C, Hyodo I : Efficacy and safety of 
S- 1  and oxaliplatin combination therapy in elderly 
patients with advanced gastric cancer. Gastric Cancer, 
19( 3 ):919-26,2016.

[その他誌上への発表]
001	 丹羽康正 : 胃がんリスク診断時代にX線検診が求められる

こと　これからの胃がん検診のゆくへ(会議録). 日本診療
放射線技師会誌,63( 9 ):1053,2016.

002	 北川晋二，水口昌伸，宮川国久，入口陽介，大泉晴史，大
黒隆司，小川眞広，小林正夫，丹羽康正，藤谷幹浩，松浦
隆志，平井都始子，日本消化器がん検診学会全国集計委員
会 : 平成26年度消化器がん検診全国集計(解説). 日本消化器
がん検診学会雑誌,55( 1 ):52-83,2017.

消化器内科部 

001	 Tsutsumi H, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka H, 
Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Yoshimura K, 
Shimizu Y, Niwa Y, Sasaki Y, Yamao K : Clinical 
impact of preoperative endoscopic ultrasound-guided fine-
needle aspiration for pancreatic ductal adenocarcinoma. 
Endosc Ultrasound, 5 ( 2 ):94-100.doi:10.4103/2303-9027. 
180472,2016.

002	 Hara K, Yamao K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka H, 
Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Okuno N, Hieda N, 
Yoshida T, Niwa Y : Endoscopic ultrasonography-guided 
biliary drainage: Who, when, which, and how? World J 
Gastroenterol, 22( 3 ):1297-303. doi : 10. 3748/wjg. v22. i 3 . 
1297.Review,2016.

003	 Imaoka H, Shimizu Y, Senda Y, Natsume S, Mizuno N, 
Hara K, Hijioka S, Hieda N, Tajika M, Tanaka T, 

Ishihara M, Niwa Y, Yamao K : Post-adjuvant 
chemotherapy CA19- 9  levels predict prognosis in 
patients with pancreatic ductal adenocarcinoma: A 
retrospective cohort study. Pancreatology,16( 4 ):658-64.
doi:10.1016/j. pan,2016.

004	 Sato T, Hara K, Mizuno N, Hijioka S, Imaoka H, Yogi 
T, Tsutsumi H, Fujiyoshi T, Niwa Y, Tajika M, 
Tanaka T, Ishihara M, Kubota K, Nakajima A, 
Yamao K : Type of Combined Endoscopic Biliary and 
Gastroduodenal Stenting Is Significant for Biliary Route 
Maintenance. Intern Med,55(16):2153-61.doi:10. 2169/
internalmedicine.55.6410,2016.

005	 Kondo S, Tajika M, Tanaka T, Kodaira T, Mizuno N, 
Hara K, Hijioka S, Imaoka H, Goto H, Yamao K, 
Niwa Y : Prognostic factors for salvage endoscopic 
resection for esophageal squamous cell carcinoma after 
chemoradiotherapy or radiotherapy alone. Endosc Int 
Open, 4 ( 8 ):E841- 8 . doi:10. 1055/s-0042-109609,2016.

006	 Hijioka S, Hara K, Mizuno N, Imaoka H, Bhatia V, 
Mekky MA, Yoshimura K, Yoshida T, Okuno N, Hieda 
N, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Yatabe Y, 
Shimizu Y, Niwa Y, Yamao K : Diagnostic performance 
and factors influencing the accuracy of EUS-FNA of 
pancreatic neuroendocrine neoplasms. J Gastroenterol, 
51( 9 ):923-30. doi:10. 1007/s00535-016-1164-6,2016

007	 Yoshida T, Hara K, Imaoka H, Hijioka S, Mizuno N, 
Ishihara M, Tanaka T, Tajika M, Niwa Y, Yamao K : 
Benefits of side-by-side deployment of 6 -mm covered 
self-expandable metal stents for hilar malignant biliary 
obstructions. J Hepatobiliary Pancreat Sci, 23( 9 ):548-55. 
doi:10. 1002/jhbp. 372,2016.

008	 Imaoka H, Mizuno N, Hara K, Hijioka S, Tajika M, 
Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, Hieda N, 
Yoshida T, Okuno N, Shimizu Y, Niwa Y, Yamao K : 
Prognostic impact of carcinoembryonic antigen (CEA) on 
pat ients with metastat ic pancreat ic cancer :  A 
retrospective cohort study. Pancreatology,16( 5 ) : 
859-64,2016.

009	 Hara K : Development of a new reagent for endoscopic 
ultrasound-guided celiac plexus neurolysis and tumor 
ablat ion therapy. Gastrointest inal Intervention, 
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